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は じ め に 

 

沖縄県八重山群島の石垣島と西表島の間には、わが国最大規模のサンゴ礁が

発達する広大な浅い海域、石西礁湖が形成されている。石西礁湖のサンゴ群集

とその他の海洋生物との織り成す豊かな景観は、国の内外から高い評価を得て

いる。 

石西礁湖内のほとんどの海域は 1972 年に西表国立公園区域に指定され、また、

1977 年には同海域内に 4つの海中公園地区が指定された。 

海中公園地区指定と前後して、石西礁湖内ではオニヒトデが大発生し、その

後の駆除努力も顕著な効果をあげず、1980 年代半ばには同礁湖内のサンゴ群集

は北部の一部海域を除き、ほぼ全域が死滅した。このオニヒトデの異常発生は、

餌となるサンゴ群集の消失によって 1980 年代後半に終息し、その後、礁湖内の

各地でサンゴ類は徐々に再生してきていた。 

しかし、1998 年の高海水温に伴う大規模な白化現象や陸域からの土砂の流入

等の様々な影響により、石西礁湖のサンゴ礁をはじめとする浅海域の生態系は

大きな脅威にさらされている。 

このため、石西礁湖のサンゴ礁生態系を人為により再生する手法について検

討を行うため、平成 14～16 年度に自然再生推進計画を実施したところ、具体的

なサンゴ群集修復手法が示された。 

これを受け、平成 17 年度より修復事業が実施されたが、サンゴ群集修復は未

だ研究途上である上、海域での実施は不確定要素が多い。このため、事業の実

施によりかえって生態系の機能を損なうことのないよう的確なモニタリングと

事業内容の柔軟な見直しを行う順応的管理の考え方を取り入れ、時間をかけて

慎重に行う必要がある。 

本調査は、石西礁湖の海域毎の詳細調査、各種修復技術の特性評価等を行う

と共にサンゴ礁修復技術の実証試験及び次年度移植に用いる種苗の確保等を行

い、順応的管理を可能とするデータを収集したものである。 
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概   要 

1. 調査目的 

石西礁湖の保全再生方策の検討に資するために、石西礁湖における造礁サンゴ群集等の

現況および経年変化の把握を行うとともに人工基盤への移植法試験を行うことを目的とし

た。また、石西礁湖の自然再生を報告するため ITMEMS 3（第 3回国際熱帯海洋生態系管理

シンポジウム）に出席した。 

2. 調査内容 

（1）調査対象 

 沖縄県八重山郡竹富町（石西礁湖） 

（2）調査項目 

ア. 重要海域詳細調査 

① サンゴ群集 

② サンゴ群体 

③ 魚類群集 

④ 生息環境 

イ. サンゴ移植手法研究調査 

  ウ. サンゴ礁再生情報の収集・整理 

3. 調査結果 

（1） 重要海域調査結果 

サンゴ被度の経年変化では、被度の高い保存区、実証区では被度は減少傾向にあった。

2006 年 9 月 15 日、八重山地方を通過した猛烈な大型台風 13 号による激浪によりサンゴ

の消失が原因と考えられる。出現種数の経年変化では、一定の傾向はみられなかった。

被度の低下が種数の低下に直接反映していないと考えられる。 

 サンゴ群体の成長では、クシハダミドリイシについては 5～15cm/年の成長がみられ、

また、アナサンゴについては約 2㎝/年の成長が記録された。 

 魚類相とサンゴの関係では、サンゴ被度の増加に伴い、チョウチョウウオ科種数の増

加が認められた。チョウチョウウオ科魚類はサンゴ食の種を多く含むためと考えられる。 

また、サンゴ多様度が増加するとスズメダイ科魚類の種数が減少する傾向が認められた。

多様度の増加は小群体サンゴの増加によるため、魚類のすみかの減少となったと考えら

れる。 

 堆積物の分布では、西表島東岸に堆積の多い場所が多くみられた。 

（2） サンゴ移植手法研究調査 

人工基盤上に移植したサンゴのモニタリングの結果、生残率は 9 ヶ月後ではハナヤサ

イサンゴ科が 100％であったが、1年後では 43％に減少した。また、ミドリイシ属は 78％

から 7％に減少した。平均長径は 1 年後で、ミドリイシ属が 41 ㎜、ハナヤサイサンゴ科
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が 51 ㎜、アナサンゴモドキ属が 33 ㎜であった。 

（3）サンゴ礁再生情報の収集・整理 

 2006 年 10 月 15 日～20 日、メキシコのユカタン半島先端部に位置するコズメル市におい

て開催された第 3回国際熱帯海洋生態系管理シンポジウム（ITMEMS 3）に出席し、石西礁

湖自然再生調査及び修復事業について報告し、各国において検討、実施されているサンゴ

礁再生技術ついて情報を収集した。再生に関する分科会では、次のような決議がとりまと

められた。 

・ 自然災害の脆弱マッピングを開発、維持するのに役立つ沿岸域の定点モニタリングの実

施。 

・ 熱帯海洋生態系における大規模再生を可能にする経済的な手法開発のための研究促進。 

・ 世界各地域の沿岸域保護に果たす熱帯海洋生態系の役割研究。 

・ 補償措置について理解するため、破壊度に関する有益なデータや情報の収集 

 

 

 

調査範囲図 
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1. 重要海域詳細調査 
（1）目的 

保存区・再生区・実証区（着床具設置地点２ヶ所）の計 13 地点について、平成 16 年

度及び 17年度に設定した永久コドラートにおける群集及び識別群体の追跡調査を行うこ

とにより、環境の経年的変化を把握し、保存・再生阻害要因の究明を図ることを目的と

した。 
 

（2）方法 

  ア.サンゴ群集 
  a.被度、群体数、稚サンゴ数 

各地点の永久コドラート調査線の両側において 1ｍ×1ｍのコドラートを 15 回

連続的におき、計 30 ㎡の被度調査を行った（図 1.1）。 

 

図 1.1 コドラート調査風景 

 

・調査項目（各コドラート） 

①水深、底質類型 
②生サンゴ被度、死サンゴ被度 
③サンゴ種別被度 
④稚サンゴ属別出現数（長径 5cm 未満の群体） 
⑤サンゴ種別群体数（長径 5cm 以上の群体） 
⑥植被、優占種被度 
⑦サンゴ以外の主な表在底生生物の分布 
⑧白化現象、サンゴ捕食者等の分布 

b.卓状サンゴ群体長径 
  卓状サンゴ群集については次項の「イ.サンゴ群体」にて卓状サンゴ群体の長径

を測定した。 
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イ. サンゴ群体 
a.群体測定 
  平成 17 年度にマーキングされた各地点の代表種 1 種、各コドラート 2 群体（枝

状サンゴでは各頂部から 5cm の位置にワイヤーでマーキング、卓状サンゴでは海

底にマーキング）について、枝状サンゴでは水平･垂直方向、卓状サンゴでは長径

２方向を測定した。また枝状サンゴでは頂部の数を測定した。 
ｂ.分布図作成・写真撮影 
  コドラート内を四分割し、サンゴの分布状況をスケッチし、分布図を作成すると

ともに、写真を撮影した。 
 

ウ.魚類群集 
2006 年 11 月、2007 年 3 月の 2 季、各調査地点において、調査員 1 名が 30 分間の

潜水を行い、観察した魚類の種別個体数階級を記録した。また、調査時に各地点の景

観写真を撮影した。 
 

エ.生息環境 
 a.堆積物 

  広域モニタリング調査の SPSS 測定値を活用した。 
b.水温・濁度 

各地点に自記記録式水温計（HOBO Water Temp Pro データロガー、オンセッ

トコンピュータ社製、図 1.2）を設置し、2006 年 4 月～2007 年 3 月、毎正時測定

を行った。 
   ｃ.濁度 

再生区 3、4（修復地点）、5（細砂影響推測地点）には水温計とともに、濁度計

（ATU5－8M、アレック電子社製、図 1.3）を設置し、2006 年 8 月～2007 年 3
月（再生区 3 は 2006 年 12 月以降）、毎正時測定を行った。濁度計については、礁

池でやや閉鎖的環境の再生区 4 では約 10 日ごとに、礁湖でやや開放的環境の再生

区 5 では約１ヶ月ごとにセンサー部の清掃を行った。 

  
図 1.2 水温計            図 1.3 濁度計 
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（3）調査地点 

  調査地点を図 1.4 及び表 1.1 に示す。 

図 1.4 重要海域詳細調査地点位置図 
（実証区 4 が保存区 5 の近接した場所に設定されている） 

 
表 1.1 重要海域詳細調査地点位置 

緯度 経度

保存区 St.1 アーサーピー礁湖 24°17.824 124°09.135 3 砂礫

保存区 St.2 竹富島西水路 24°18.630 124°04.328 2 岩礁

保存区 St.3 ウラビシ礁原 24°15.916 124°01.759 2 枝礫堆積

保存区 St.4 小浜島南 24°18.498 124°00.355 5 岩礁

保存区 St.5 新城島下地礁池 24°13.205 123°54.779 4 砂礫

再生区 St.1 アーサーピー礁湖西端 24°17.602 124°08.782 4 枝礫

再生区 St.2 竹富南航路南側 24°18.664 124°06.203 4 枝礫

再生区 St.3 ウラビシ礁池 24°16.120 124°01.698 3-4 岩礁、枝礫堆積、砂

再生区 St.4 黒島東礁池離礁 24°14.186 124°02.020 5 岩礁

再生区 St.5 黒島西沈水離礁 24°15.621 123°59.441 10 岩礁

再生区 St.6 カヤマ水路西岸 24°21.606 123°59.221 4 岩礁

実証区 St.1 カタグア 24°16.052 124°05.820 0.5 岩礁

実証区 St.3 ヨナラ水道東岸 24°21.097 123°57.210 4 岩礁

水深
（ｍ）

底質区分 No 場所
位置

 
以下、地点名は St.を略して、例えば保存区 St.1 を保存区 1 のように記す。 

 

1 

2

3

4

5 

1
2

4

3
 

6

1

3 

5 

保存区

再生区

実証区
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（4）結果と考察 

 ア.サンゴ群集 

  調査結果の集計表を表 1.2 に示す。また巻末に被度調査結果（付表 1）、群体数調査結

果（付表 2）、稚サンゴ調査結果（付表 3）を示す。 
 

表 1.2（1） 調査結果集計表（保存区） 

1 2 3 4 5

アーサー
ピー礁湖

竹富島西水
路

ウラビシ礁
原

小浜島南
新城島下地

礁池

2 2 2 2 2

2007/2/15 2005/11/16 2006/11/14 2006/11/13 2006/11/11

礁湖底 離礁 離礁 マウンド 離礁

砂 岩礁 岩礁 枝状礫堆積 岩礁

45 45 8 45 66

1 1 1 1 3

48 22 39 44 20

0 0 0 0 1

7 32 53 11 11

23 33 39 25 35

1.630 1.431 2.050 1.349 1.357
スギノキミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

スギノキミドリ
イシ

コエダミドリイ
シ

クシハダミドリ
イシ

ヒメマツミドリイ
シ

ハナバチミドリ
イシ

チヂミウスコ
モンサンゴ

ミドリイシ属の
1種

スギノキミドリ
イシ

ユビエダハマ
サンゴ

スギノキミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

オトメミドリイシ
コユビミドリイ
シ

ハナガサミドリ
イシ

マルヅツミドリ
イシ

コユビミドリイ
シ

トゲスギミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

ノリコモサンゴ
スギノキミドリ
イシ

ハナガサミドリ
イシ

6.2 10.9 7.8 11.3 9.8

スギノキミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

スギノキミドリ
イシ

コエダミドリイ
シ

クシハダミドリ
イシ

ヒメマツミドリイ
シ

スギノキミドリ
イシ

チヂミウスコ
モンサンゴ

トゲスギミドリ
イシ

スギノキミドリ
イシ

オトメミドリイシ
ハナガサミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

ミドリイシ属の
1種

コユビミドリイ
シ

トゲスギミドリ
イシ

ハナバチミドリ
イシ

トゲサンゴ
マルヅツミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

トゲサンゴ
トゲスギミドリ
イシ

ハナガサミ
ドリイシ

スギノキミドリ
イシ

ハナガサミドリ
イシ

0 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

0 0 3.3 3.3 30
*裸質：肉眼で識別できる生物群に覆われていない基質
＊*

食痕率＝（食痕観察コドラート数/全コドラート数）×100

白  化

St.

水  深（ｍ）

地  形

底  質

サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

調査年月日

場  所

シルト

食痕率(%)
＊*

植物被度(%)

造礁サンゴ以外の主な底生
動物被度(%)

裸質  (%)*

造礁サンゴ平均群体数
（群体/㎡）

群体数上位5種

造礁サンゴ多様度指数

造礁サンゴ出現種数

積算優占度上位5種

保存区
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表 1.2（2） 調査結果集計表（再生区） 

1 2 3 4 5 6

アーサー
ピー礁湖

竹富南航路
南側

ウラビシ礁
湖

黒島東礁池
黒島西沈水

離礁
カヤマ水路

西岸

4 3 4 5-7 10 1.5

2007/2/15 2006/11/15 2006/11/15 2006/11/12 2006/11/13 2006/11/10

礁湖底 礁湖底 礁湖底 礁池底 沈水離礁 礁池底

枝状礫 枝状礫 枝状礫 枝状礫 岩礁 岩礁

32 6 2 25 18 1

1 1 0 1 0 1

8 39 62 44 51 21

0 0 2 0 1 0

59 54 34 30 30 77

17 47 26 68 83 19

1.125 2.908 2.054 2.989 3.553 1.379
トゲエダコモ
ンサンゴ

スギノキミドリ
イシ

トゲサンゴ マルヅツミドリ
イシ

アナサンゴ カンボクアナ
サンゴモドキ

ユビエダハマ
サンゴ

コエダミドリイ
シ

スギノキミドリ
イシ

コエダミドリイ
シ

シモコモンサ
ンゴ

トゲサンゴ

スギノキミドリ
イシ

カンボクアナ
サンゴモドキ

カンボクアナ
サンゴモドキ

エダアザミサ
ンゴ

コカメノコキク
メイシ

ムカシサンゴ

エダコモンサ
ンゴ

コノハシコロ
サンゴ

ヒメアナサン
ゴモドキ

ウスエダミドリ
イシ

ウスチャキクメ
イシ

ハナヤサイサ
ンゴ

ハナガサミドリ
イシ

フカトゲキクメ
イシ

フカトゲキクメ
イシ

ユビエダハマ
サンゴ

アバタコモン
サンゴ

ホソエダアナ
サンゴモドキ

7.5 14.6 3.9 18.6 30.4 2.3

トゲエダコモ
ンサンゴ

コノハシコロ
サンゴ

カンボクアナ
サンゴモドキ

エダアザミサ
ンゴ

ウスチャキクメ
イシ

カンボクアナ
サンゴモドキ

ユビエダハマ
サンゴ

コエダミドリイ
シ

トゲサンゴ
マルヅツミドリ
イシ

コカメノコキク
メイシ

コモンサンゴ
属の1種

スギノキミドリ
イシ

スギノキミドリ
イシ

クサビライシ
属の1種

コエダミドリイ
シ

アナサンゴ ムカシサンゴ

エダコモンサ
ンゴ

カンボクアナ
サンゴモドキ

スギノキミドリ
イシ

ミドリイシ属の
1種

アバタコモン
サンゴ

ミドリイシ属の
1種

Montipora
altasepta

ミドリイシ属の
1種

ミドリイシ属の
1種

ユビエダハマ
サンゴ

キクメイシ属
の1種

ハマサンゴ属
の1種

0 0 0 Ⅰ 0 0

Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

0 0 0 0 0 0
*裸質：肉眼で識別できる生物群に覆われていない基質
＊*

食痕率＝（食痕観察コドラート数/全コドラート数）×100

白  化

St.

水  深（ｍ）

地  形

底  質

サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

調査年月日

場  所

シルト

食痕率(%)＊*

植物被度(%)

造礁サンゴ以外の主な底生
動物被度(%)

裸質  (%)*

造礁サンゴ平均群体数
（群体/㎡）

群体数上位5種

造礁サンゴ多様度指数

造礁サンゴ出現種数

積算優占度上位5種

再生区
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表 1.2（3） 調査結果集計表（実証区） 

1 3

カタグア ヨナラ水道

0.5 3

2007/2/14 2006/11/10

離礁 礁斜面

岩礁 岩礁

39 77

1 1

16 9

0 1

45 13

20 52

1.157 2.206
スギノキミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

ミドリイシ属の
1種

コユビミドリイ
シ

ヤツデアナサ
ンゴモドキ

ハナバチミド
リイシ

コエダミドリイ
シ

ミドリイシ属の
1種

ヤングミドリイ
シ

4.6 10.9

スギノキミドリ
イシ

トゲスギミドリ
イシ

クシハダミドリ
イシ

ミドリイシ属の
1種

コユビミドリイ
シ

ヤングミドリイ
シ

ミドリイシ属の
1種

ヤツデアナサ
ンゴモドキ

サンカクミドリ
イシ

コエダミドリイ
シ

0 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

0 13.3
*
裸質：肉眼で識別できる生物群に覆われていない基質
＊*

食痕率＝（食痕観察コドラート数/全コドラート数）×100

白  化

St.

水  深（ｍ）

地  形

底  質

サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

調査年月日

場  所

シルト

食痕率(%)
＊*

植物被度(%)

造礁サンゴ以外の主な底生
動物被度(%)

裸質  (%)
*

造礁サンゴ平均群体数
（群体/㎡）

群体数上位5種

造礁サンゴ多様度指数

造礁サンゴ出現種数

積算優占度上位5種

実証区
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 表 1.2 中に示した各項目の算出法は次の通りである。なお、付表 1 では表計算のため、階

級値で測定した結果にも便宜的に数値を与えている。 
 
① 造礁サンゴ多様度指数 

地点平均被度を用いて次式によりシャノン・ウイーバー多様度指数を求めた。 
H’c＝－Σpilnpi（pi＝ni/N、ni：各種の被度、N 全種の被度） 

② 積算優占度 
出現サンゴの地点平均被度及び地点出現頻度を用いて次式により積算優占度によ

る優占種を求めた。 
     積算優占度 SDR＝（被度比数＋頻度比数）/2 
    [被度（頻度）比数とは測定された被度（頻度）の最高値を 100 とした場合の各被

度（頻度）の比数] 
③ 白化 

0：全くみられない 
Ⅰ：ほとんどみられない 
Ⅱ：群体の白化部 50％未満 
Ⅲ：群体の白化部 50％以上 
Ⅳ：群体のほとんどが白化 

④ シルト 
海底の堆積を手ではたいたときに 
0：濁りがない 
Ⅰ：ほとんど濁らない 
Ⅱ：濁る 
Ⅲ：外見でシルトの堆積がわかる 
Ⅳ：シルトが海底を覆っている 

 
 

 図 1.5 に地点別サンゴ平均被度を示す。 最大の被度を示したのは実証区 3（ヨナラ水道）

の 77％で、最小被度は再生区 6（カヤマ水路西岸）の 1％であった。実証区 3 は水道部の

サンゴ群生域で、種数も多く、美しい海中景観を呈している。再生区 6 は小浜島の礁池に

位置し、水深が浅いため、水温変動が激しく、サンゴの生息はほとんどみられない場所で

ある。再生区は全て被度 40％以下で、保存区、実証区はほとんどが被度約 40％以上であっ

たが、保存区 3（ウラビシ礁原）は低被度（8％）であった。保存区 3 は 2003 年の白化に

よる死滅以後、回復が進まず、また、2006 年には台風 13 号の激浪による撹乱で、ほとん

どのサンゴが流出してしまった。 
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図 1.5 地点別サンゴ平均被度 

 
基質上は何らかの阻害要因がない限り、底生生物に覆われるが、サンゴ礁では光を求め

る植物の海藻とサンゴが生息の場を競合する。サンゴが死滅した後には海藻が付着するの

が普通であるため、サンゴ被度が少ない場合、海藻被度が多くなる。しかし、場所によっ

ては裸質被度が多くなる場合があり、それは基質撹乱が起こったり、基質環境が海藻にと

って不適であることが多い。保存区 2、保存区 3、実証区 1 では台風 13 号時の激浪、再生

区の各区では礫という不安定な基質が不適要因である。海藻被度が高い場合、サンゴ幼生

の加入が起こりにくいと考えられるが、波浪による基質撹乱で生じたギャップが新たな加

入をもたらすことが考えられる。 
 
 出現種数は再生区 5（黒島西沈水離礁）が最大で 83 種が出現し、最小は再生区 1（アー

サーピー礁湖）の 17 種であった（図 1.6）。再生区 5 は、水深約 10ｍの砂底に囲まれた岩

礁域で、台風時には舞い上がる砂の影響を受ける特異的な環境下にある。被度は 20％以下

であるが、塊状、被覆状の小群体サンゴが多種生息している。再生区 1 は砂礫底のトゲエ

ダコモンサンゴ群生域で、他種の生息は少ない。 
種数が飛びぬけて多い地点は被度が低い傾向にあった。ただし、実証区 3 は水道部で地

形が変化に富んでいるため、被度、種数とも高い値を示した。多様度指数は種数とほぼ同

様の傾向を示すが、最大は再生区 5 の 3.553 で、最小は再生区 1 の 1.125 であった（図 1.7）。 
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図 1.6 地点別サンゴ出現種数 
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図 1.7 地点別サンゴ多様度指数 

 
出現群体数は再生区 2、4、5 で多く、出現種数、多様度指数と似た傾向を示した（図 1.8）。

種数と群体数および多様度指数と群体数の間には比較的高い相関がみられる（図1.9、1.10）。
群体数と被度の間に相関が見られないことから、出現した群体は小群体であることが示唆

される。被度に関わりなく小群体が多く出現することにより、多様度が増加した。群体数

の最大は再生区 5 で 30.4 群体/㎡、最小は再生区 6 で 2.3 群体/㎡であった。 
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図 1.8 地点別サンゴ平均群体数 
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図 1.9 種数と群体数の相関        図 1.10 多様度指数と群体数 

 
 食痕率は保存区 5（新城島下地礁池）で 30％と顕著に高く、実証区 3 が 13.3％でそれに

次いだ（図 1.11）。他の地点ではほとんどみられなかった。保存区 5 の食痕は食痕生物の確

認ができなかったため、ホワイトシンドロームによる群体の白色化であった可能性がある。 
白化現象は 13 調査地点のうち 6 地点で見られたが、いずれも軽微であった。シルトの堆

積は保存区 4（小浜島南）、再生区 1（アーサーピー礁湖）、再生区 2（竹富南航路南側）、再

生区 6（カヤマ水路西岸）でやや多く見られた。 
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図 1.11 地点別サンゴ食痕率 

 
 図 1.12 に積算優占度上位 5 種、図 1.13 に出現群体数上位 5 種を示す。図 1.12 と図 1.13
に出現する種はほぼ共通しており、群体数の多さが出現頻度に反映した結果、積算優占度

を増加させたと考えられる。 
保存区 1 ではスギノキミドリイシとヒメマツミドリイシが優占種で、ユビエダハマサン

ゴは部分的にのみ高被度で出現するため、平均的な群体数としては少ない。保存区 2 は積

算優占度としてはクシハダミドリイシとハナバチミドリイシが優占種であるが、ハナバチ

ミドリイシは各群体が大きいため、群体数としては多く出現していない。保存区 3 は低被

度であるが、スギノキミドリイシが優占種で群体数も同種が卓越している。保存区 4 はコ

エダミドリイシ優占群集で、群体数も卓越している。保存区 5 はクシハダミドリイシが優

占する群集で、群体数も同種が卓越している。 
再生区 1 はトゲエダコモンサンゴが優占する群集で、群体数も同種が卓越している。再

生区 2 は極めて低被度であるが優占種としてはスギノキミドリイシとコエダミドリイシで

ある。群体数としてはコノハシコロサンゴの小群体が散在していたため、同種が最多出現

種となった。再生区 3 も極めて低被度で、トゲサンゴとカンボクアナサンゴモドキが散在

する。再生区 4 はマルヅツミドリイシが優占する群集であるが、エダアザミサンゴの小群

体が多いため、同種が最多出現種となった。同種は幼生保育型繁殖を行う種で、再生区 4
に特異的に多く出現する。再生区 5 はアナサンゴなど塊状、被覆状のサンゴが多く出現す

る。群体数としてはウスチャキクメイシが最多であった。再生区 6 は極めて低被度で、カ

ンボクアナサンゴモドキが散在する。 
実証区 1 はスギノキミドリイシが優占種で、出現群体数も同種が最多である。実証区 3

はトゲスギミドリイシが優占種で、出現群体数も同種が最多であった。 
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図 1.12（1） 地点別積算優占度上位 5 種（保存区） 
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図 1.12（2） 地点別積算優占度上位 5 種（再生区） 
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図 1.12（3） 地点別積算優占度上位 5 種（実証区） 
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図 1.13（1） 出現群体数上位 5 種（保存区） 
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図 1.13（2） 出現群体数上位 5 種（再生区） 
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図 1.13（3） 出現群体数上位 5 種（実証区） 
 

図 1.14 に地点別稚サンゴ出現密度を示す。密度の高いのは再生区 5（3.5 群体/㎡）、保存

区 2（竹富島西水路、3.2 群体/㎡）の順で、最小は再生区 1 の 0.1 群体/㎡であった。再生区

1 に近い保存区 1 も密度が低く、0.2 群体であった。再生区 2～6 では、比較的稚サンゴ密

度が高いが、これらの地点はサンゴ被度が低く、サンゴが加入する場が豊富にあることと

関係がある。再生区 5 はミドリイシ属の稚サンゴが多く出現するが、成長した群体はほと

んどみられず、底質環境がミドリイシ属の成長を妨げていると考えられる。 
図 1.15 に地点別稚サンゴ出現状況を示す。保存区 2、保存区 4、保存区 5、実証区 1、実

証区 3 ではミドリイシ属の割合が高い。これらの地点は水路部であったり、外海に近かっ

たりと、浮遊するサンゴ幼生が多いことに関係があると思われる。特に実証区 1 はミドリ

イシ属の稚サンゴが圧倒的に多く、採苗地点としての適正を示している。 
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図 1.14 地点別稚サンゴ密度 

 
 
 
 



 

20  
 

 
 

 
 

0

2

4

6

8

10

保存区1

群
体

数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

0

20

40

60

80

100

保存区2

ミドリイシﾞ属　

コモンサンゴ属

ハナヤサイサンゴ属

キクメイシ属

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

0

10

20

30

保存区3

ミドリイシﾞ属　

キクメイシ属

ハマサンゴ属

その他(5属）

0

2

4

6

8

10

保存区5

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　

ｷｸﾒｲｼ属

0

10

20

30

保存区4

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

ハナヤサイサンゴ属

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属

 
 
 

図 1.15（1） 地点別稚サンゴ出現状況（保存区） 
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図 1.15（2） 地点別稚サンゴ出現状況（再生区） 



 

22  
 

 
 

 
 

0

20

40

60

80

100

実証区1

群
体

数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　

アナサンゴモドキ属　

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

0

5

10

15

20

実証区3

群
体

数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　

アナサンゴモドキ属　

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　

 

図 1.15（3） 地点別稚サンゴ出現状況（実証区） 
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 図 1.16 にサンゴ被度の経年変化を示す。保存区 3 では 2005 年の台風によるサンゴ消失

後回復がみられず、低被度のままである。被度の高い保存区、実証区では被度は減少傾向

にあり、やや被度の高い再生区 1 でも同様の傾向がみられる。その原因として、2006 年 9
月 15 日、八重山地方を通過した猛烈な大型台風 13 号が考えられる。その激浪により石西

礁湖のサンゴは相当の消失がみられており、特に南に面した実証区 1 でその程度が大きく、

被度が約半分になった。また、サンゴのホワイトシンドロームによる死滅の拡大との指摘

もあり（野島 PC）、長期にわたる追跡による検討が必要である。 
 図 1.17 にサンゴ・植物・裸質被度の経年変化を示す。再生区は保存区、実証区に比べ、

裸質被度が高い傾向があるが、これは前述したように基質が不安定な場所が多いことによ

ると考えられる。保存区 2、3、実証区 1 では台風の影響によるサンゴから裸質への被度変

化をみることができる。 
 図 1.18 に出現種数の経年変化を示す。一定の傾向はみられない。前述したように種数が

被度とかならずしも相関しないため、被度の低下が種数の低下に直接反映していない。大

型サンゴの消失があっても小型サンゴの生残により種数が維持される場合もあるためであ

る。 
 図 1.19 に多様度指数の経年変化を示す。多様度指数は単年度調査では種数とほぼ同様の

傾向を示したが、経年変化でも概ね同様の傾向がみられた。被度の低下があっても小群体

の数量により多様度は増加し、むしろ高被度群集では卓越種が優占して分布するため、多

様度は低下する。 
 図 1.20 に群体数の経年変化を示す。群体数は種数と比較的相関があり、経年変化におい

てもほぼ同様の傾向を示した。 
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図 1.16 サンゴ被度経年変化 
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図 1.17（1） サンゴ・植物・裸質被度経年変化（保存区） 
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図 1.17（2） サンゴ・植物・裸質被度経年変化（再生区） 
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図 1.17（3） サンゴ・植物・裸質被度経年変化（実証区） 
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図 1.18 出現種数経年変化 
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図 1.19 サンゴ多様度指数経年変化 
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図 1.20 出現群体数経年変化 
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イ. サンゴ群体 

 各地点において測定した識別群体の記録を付表 4 に示す。また、各コドラートにおける

サンゴ分布図を付図に、コドラートの写真を別途 DVD に収録した。 
 図 1.21 に各地点の枝状群体の水平方向平均長及び卓状群体の平均長径を示す。枝状群体

では、保存区 1 のヒメマツミドリイシと再生区 2 のスギノキミドリイシの群体が大きく、

平均水平方向長は約 20 ㎝であった。静穏な海域の群体のほうが大きい傾向がある。卓状群

体では、逆に外海域に近い実証区 1 で大きく、平均長径は約 80 ㎝であった。再生区 5 のア

ナサンゴの平均長径は約 12 ㎝であった。 
図 1.22 に群体の平均枝数を示す。保存区 4 のコエダミドリイシが多く、これは同種の形

態的特性によるものである。 
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図 1.21（1） 群体水平方向平均長（枝状群体） 
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図 1.21（2） 群体平均長径（卓状群体） 
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図 1.21（3） 群体水平方向平均長（塊状） 
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図 1.22 群体平均枝数 

 
 図 1.23 に群体の水平方向平均長経年変化を示す。枝状群体では、保存区 3 と再生区 3 の

群体で平均長の減少が大きい。いずれもウラビシ礁に位置し、台風による群体の破壊が原

因と思われる。卓状群体では保存区 5 と実証区 1 で群体の成長がみられた。保存区 2 では

2004 年から 2005 年にかけては成長がみられたが、2006 年に急激な減少を記録した。これ

は、この地点に多く見られた約 2ｍの巨大な卓状サンゴが台風 13 号の激浪により剥離し、

流出したことなどによる。 
再生区 5 の塊状群体では 2005 年から 2006 年にかけて 2 ㎝の成長がみられた。 
識別された枝状群体の水平方向平均長及び卓状群体の平均長径についての 2005 年～

2006 年の年変化量（長）を図 1.24 に示す。保存区 1 と実証区 1 では台風による損壊のた

め、減少したが、保存区 2 のクシハダミドリイシについては約 15cm/年の成長が見られ、

保存区 5 のクシハダミドリイシについては約 5 ㎝/年の成長がみられた。また、アナサンゴ

については約 2 ㎝/年の成長が記録された。なお、2004 年～2005 年では、保存区 2 のクシ

ハダミドリイシについては 33 ㎝/年、保存区 5 のクシハダミドリイシについては 3cm/年の

成長がみられている。再生区 5（黒島西離礁）のアナサンゴについては変化はみられなかっ

た。保存区 2 は水路に位置し、通常は波浪が穏やかで、流速が早いため、成長量が大きい

と考えられる。アナサンゴは塊状のサンゴでその成長は極めて微小である。 
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図 1.23（1） 群体水平方向平均長（枝状群体）経年変化 
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図 1.23（2） 群体平均長径（卓状群体）経年変化 
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図 1.23（3） 群体水平方向平均長（塊状群体）経年変化 
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図 1.24 識別群体水平方向長 年変化量 
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 ウ. 魚類群集 

  各地点における時期別魚類出現状況を付表 5 に、全地点の時期別出現種一覧を付表 6
に示す。また、各地点の景観写真を DVD に収録した。 
全地点の出現種数は 2006 年 11 月では 237 種、2007 年 3 月では 233 種で、両時期に

大きな差はみられなかった。2005 年 8 月調査では 255 種、2006 年 2 月調査では 115 種

であったので、8 月が最多で 11 月、3 月には大きな差はなく、2 月が最小を示した。総出

現種数は平成 17 年度が 266 種、18 年度が 275 種で大きな差はみられなかった。 
地点毎の時期別出現種数を図 1.25 及び図 1.26 に示す。2006 年 11 月における最多出現

種数は再生区 6 の 93 種で、最小は保存区 4 の 62 種であった。再生区 6 はサンゴ被度は

低いが、水路に接近しているため、魚類の出現が多かったと考えられる。保存区 4 は低

い枝状サンゴ群集のため、サンゴをすみかとする魚類は少なく、そのため出現種数が少

なかったと思われる。3 月はすみかへの欲求が高く増加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.25 地点別魚類出現種数（2006 年 11 月）       図 1.26 地点別魚類出現種数（2007 年 3 月） 
 

2007 年 3 月における最多出現種数は実証区 3 の 95 種であった。保存区 5 も 92 種とそ

れに匹敵する種数を示した。実証区 3 は水路に位置する変化に富んだ地形を有する場所

で、サンゴ被度も高く、多様な種の生息を許していると考えられる。保存区 5 もサンゴ

被度が高く、離礁が点在し地形が変化に富んでおり、実証区 3 と同様に多様な種の生息

がみられた。最小の出現種数は再生区 2 の 62 種であった。再生区 2 は平坦な砂礫底で、

地形環境が単調であるため、種数が貧弱であると考えられる。再生区 6 は北向きの水路

に面しているため低水温期には水温の低下が大きく、3 月の出現種数は低下した。 
地点別の出現魚類相をみると、保存区 1 では多個体で出現する種はスズメダイ科魚類

でみられ、すみかになる枝状のサンゴ域であることの反映である。保存区 2 は卓状のサ

ンゴ域であるため、多個体で出現するスズメダイ科の種数は少ない。保存区 3 は枝状サ

ンゴ域ではあるが、被度が極めて低いため、多個体で出現するスズメダイ科魚類は少な
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い。平成 17 年度調査では観察されなかったハナアイゴが多数個体で出現した。糸状藻類

を好んで摂食することが知られており、サンゴ衰退後、藻類繁殖の結果の可能性がある。

保存区 4 は多個体で出現するスズメダイ科が 5 種みられたが、周辺にはスズメダイ科魚

類のすみかとなるサンゴの分布があるため、それらの移動が反映したと考えられる。保

存区 5 は離礁が点在する海域で、多個体で出現するスズメダイ科は少ないが、ベラ類、

ブダイ類で多くの種が出現し、種毎の個体数は少ないが、多様な種がみられるサンゴ礁

らしい魚類相を呈している。 
再生区 1 は位置的に近い保存区 1 と同様にスズメダイ科魚類が多個体で出現した。再

生区 2 はサンゴ被度の低下に伴い、平成 17 年度に比較し、サンゴをすみかとするスズメ

ダイ科魚類の多個体出現種が減少した。再生区 3 はサンゴ被度が極めて低いため、多個

体で出現する種が少なく、付着藻類を捕食するネッタイスズメダイが多個体で出現した。

再生区 4 は多個体で出現するスズメダイ科魚類が比較的多くみられる。再生区 5 は塊状、

被覆状サンゴの分布域であるため、多個体で出現するスズメダイ科魚類は少ない。水深

が 10ｍとやや深く外海に位置するため、グルクン（タカサゴ）の多個体の回遊が観察さ

れた。再生区 6 は水路に近いため、多様な種が出現し、多個体で出現するスズメダイ科

も比較的多い。礁池は藻場となっているため、藻類食のサザナミハギが多個体で出現し

た。実証区 1 は外海に近く離礁が点在するため、地形が変化に富んでいる。そのため、

出現種も比較的多い。実証区 3 は水路に位置する変化に富んだ地形であるため、出現種

も多様であり、サンゴ被度が高いため、多数個体で出現するスズメダイ科魚類も多い。 
図 1.27 に出現種数の多かった 2006 年 11 月のデータとサンゴの被度、多様度指数、群

体数との相関を示した。平成 17年度と同様にいずれも明らかな傾向は認められなかった。 
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図 1.27 魚類種数（2006 年 11 月）とサンゴの相関（被度、多様度、群体数） 

   
  図 1.28 に代表的な出現種であるチョウチョウウオ科魚類について出現種数の多かった

2006 年 11 月における種数とサンゴの被度、多様度指数、群体数との相関を、図 1.29 に

同様にスズメダイ科魚類出現種数との相関を示す。 
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図 1.28 チョウチョウウオ科種数とサンゴの相関（被度、多様度、群体数） 
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図 1.29 スズメダイ科種数とサンゴの相関（被度、多様度、群体数） 
 
 チョウチョウウオ科ではサンゴ被度の増加に伴い、種数が増加する弱い相関が認めら

れた。チョウチョウウオ科魚類はサンゴ食の種を多く含むため、スズメダイ科に比べ、

ややその傾向が現れたと思われる。出現したチョウチョウウオ科魚類の中でサンゴ専食

の種を「日本の海水魚」（岡村収・尼岡邦夫 編・監修、2001、山と渓谷社刊）から選別

し、サンゴ被度との関係をみたところ、同様に弱い相関がみられた（図 1.30）。 
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図 1.30 サンゴ専食チョウチョウウオ科魚類種数とサンゴ被度の相関 
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サンゴ多様度指数ではスズメダイ科については、多様度が増加すると種数が減少する

傾向が認められた。多様度の増加は小群体サンゴの増加に拠ると考えられ、魚類種数を

増加させる要素であるサンゴ被度の増加、あるいは優占的に出現し、すみかを形成する

枝状ミドリイシ類の増加と結びつかないため、種数の減少をもたらすと考えられる。枝

状サンゴ被度（枝状ミドリイシ、コモンサンゴ、枝状ハマサンゴ、枝状アナサンゴモド

キの種）との間には弱い相関が認められた（図 1.31）。 
  サンゴ群体数と魚類出現種数との間には明瞭な相関は認められなかった。 
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図 1.31 スズメダイ科魚類種数と枝状サンゴ被度の相関 
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エ. 生息環境 

a. 堆積物 
  図 1.32 に 2006 年における石西礁湖の SPSS 分布図（環境省平成 18 年度西表国立公園

石西礁湖及び近隣海域におけるサンゴ礁モニタリング調査結果から作成）を示す。保存

区及び再生区付近で、特に高い値を示す地点はなく、実証区 3 が位置するヨナラ水道で

高い値が示された。 

 
図 1.32 SPSS 分布図 

 
b. 水温 
付表 7 及び図 1.33 に各地点の月別平均水温を示す。また、毎正時に測定した調査期間

中の全水温データを CD に収録した。ほぼ全地点が極値を示す 8 月の平均水温では再生

区 4 が最高で、29.3℃であった。実証区 3 は 28.4℃、再生区 5 は 28.6℃でやや低い。実

証区 3 は水路部にあたり、外洋の水の影響を受けているかもしれない。再生区 5 は水深

が 10ｍと他の地点に比べ深い。多くの地点が最低水温を示す 1 月では、保存区 4 と実証

区 3 が 22.5℃で最も低かった。 
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図 1.33 地点別月平均水温 

 
  図 1.34 に各地点の調査期間中の日平均水温変化を示す。7 月～9 月、急激な低下が見

られるのは次の気象による大雨、強風、気温降下による影響を受けた結果である。 
・ 2006 年 6 月 10 日～11 日：強風、大雨 
・ 2006 年 7 月 13 日～14 日：台風 4 号 
・ 2006 年 9 月 16 日：台風 13 号 

 
 日平均水温が 30℃以上を示した地点は次のとおりである。 
・ 再生区 4（黒島東礁池）：7 日（2006 年 7 月 1、2 日、8 月 25、26、27、28、29 日） 
・ 再生区 6（カヤマ水路西岸）：4 日（2006 年 7 月 7、8、11 日、9 月 9 日） 
・ 実証区 3（ヨナラ水道）：1 日（2006 年 7 月 7 日） 
・ マリンブロック：1 日（2006 年 7 月 6 日） 

2005 年に 30℃を超えた日数は 4 地点で合計 5 日間であったが、2006 年は 4 地点で、

12 日間と 2 倍以上に増加した。2005 年に 2 日間 30℃を超えた新城島下地で、2006 年は

なかった。 
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図 1.34（1） 各地点の水温変化（保存区） 

（保存区 3 は再生区 3 と、保存区 5 は実証区 4 と近接場所に位置している） 
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図 1.34（2） 各地点の水温変化（再生区） 

（再生区 1 は保存区 1 と再生区 2 はマリンブロックと近接場所に位置している） 
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図 1.34（3） 各地点の水温変化（実証区） 
（実証区 4 は保存区 5 に近接した場所に設定されている） 
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図 1.34（4） 各地点の水温変化（マリンブロック） 

 
 

ｃ. 濁度 
 再生区 3、再生区 4、再生区 5 の濁度を図 1.35 に示す。天候の撹乱のない時期

の濁度は両地点とも 1ppm 以下で、顕著な差はみられない。濁度が大きく上昇して

いる時期には台風が通過しており、台風による底質の巻上げが原因と考えられる。

瞬間的なピークは測定時の魚類反射等と思われる。台風による底質巻上げは外海に

位置し、周囲が砂底である再生区 5 でサンゴの生息に影響を及ぼしたと考えられる。 
 
 

 
図 5.3.14 濁度の変化 

 
 
 
 
 
 
 

図 1.35（1） 濁度の変化（2006 年 5 月～8 月） 
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図 1.35（2） 濁度の変化（2006 年 8 月～12 月） 
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図 1.35（3） 濁度の変化（2006 年 12 月～2007 年 3 月） 
 

 瞬間的なピーク値を除去し、顕著な差の見られない 1ppm 以下の値は削除し、1ppm より

大きい濁度値について、西表島大原における気象庁測定の日降水量と日平均風速との関係

を検討した（図 1.36、1.37）。 
降水量との関係では、再生区 4 が再生区 5 よりも濁度の増加に影響を与えると思われる。
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海底は岩礁であるが、周囲は細砂帯であり、大きなうねりにより細砂が巻き上げられ、濁

度の増加を招くと考えられる。濁度が大きく増加するのは台風通過時で、そのうねりによ
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による影響が大きい傾向がある。再生区 4 は礁池の中にあるため、大きなうねりが到達す

ることはなく、波浪も大きく発達しない。そのため、風速により海底が撹乱することは少

なく、降水による陸域からの表土流出が影響していると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.36 濁度と降水量の相関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1.37 濁度と日平均風速の相関 
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2. サンゴ移植手法研究調査 
（1）目的 
  サンゴ着床具の移植は岩礁基質を対象に実施されるが、サンゴ礁には砂礫帯が多いた

め、移植適地拡大のためには岩礁基質に代わる人工基盤を設置し、移植する手法につい

ても試験する必要がある。そのため 2006年 1月に種苗移植が行われた人工基盤について、

モニタリングを行い、実用性を検討した。 
 

（2）方法 

 ア.材料 

  人工基盤は、鉄鋼を製造する際にできる石灰を多く含んだ物質「鉄鋼スラグ」を細か

く砕き、型枠に充填し、炭酸ガスを吹き込んで吸収・固化させた「マリンブロック」（1

ｍ×1ｍ×0.5ｍ高、JFE スチール社製、図 2.1）で、上面に着床具移植用に 10.5 ㎜径の

孔が 48 個穿孔され、また、自然着床試験のために、4側面の右半分に同様の孔が 35 個穿

孔されている。左半分は対照区である（図 2.2）。 

2006 年 1 月 27 日、4基が竹富島南方の枝状サンゴ生息域で現在死サンゴ域となってい

る砂礫底、水深 5ｍ付近（24°18.704、124°06.230）に設置され（図 2.3）、2006 年 2 月

1日、種苗 48 個が、また 2月 7日、種苗 127 個、計 175 個が移植されている。 

 

 
図 2.1 マリンブロック 

（縦 1ｍ、横 1ｍ、高さ 0.5ｍ） 
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図 2.2 人工基盤（マリンブロック）上の穿孔位置 
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図 2.3 人工基盤設置位置 

 
 イ. モニタリング 

2006 年 11 月及び 2007 年 2 月に移植種苗の生息状況を調査した。調査内容は各種苗の

生残状況及び長径である。 
 

（3）結果 

  2006 年 11 月及び 2007 年 2 月のモニタリング結果を各々付表 8及び付表 9に示す。ま

た、種類別の生残率経年変化を図 2.4 に平均長径経年変化を図 2.5 に示す。種苗の生残

状況を図 2.6 に示す。 
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図 2.4 生残率経年変化          図 2.5 平均長径経年変化 
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生残率は 2006 年 11 月ではハナヤサイサンゴ科が最高で、100％、次いでアナサンゴモ

ドキ属（91％）、ミドリイシ属（78％）の順であった。2007 年 2 月では、ハナヤサイサン

ゴ科は 43％に、アナサンゴモドキ属は 48％に、ミドリイシ属は 7％に減少し、ミドリイ

シ属の減少が最大であった。理由として、底質環境が移植した種類に適合しなかったこ

とが考えられ、移植時にミドリイシ属の種同定を行うことが必要である。ブロック上は

海藻類の繁茂が著しく、サンゴの生残に影響したことが考えられる。 

長径は 2006 年 2 月、ミドリイシ属が 17 ㎜、ハナヤサイサンゴ科が 16 ㎜、アナサンゴ

モドキ属が 12 ㎜であったが、1 年後、各々41 ㎜、51 ㎜、33 ㎜に成長した。成長率はハ

ナヤサイサンゴ科が最大で（図 2.7）、3.2 倍の成長がみられた。次いで、アナサンゴモ

ドキ属（2.8 倍）、ミドリイシ属（2.4 倍）の順であった。 

 

  

図2.6 ブロック上の種苗     図2.7ハナヤサイサンゴ科種苗の成長状況 
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3. サンゴ礁再生情報の収集・整理 
2006 年 10 月 15 日～20 日、メキシコのユカタン半島先端部に位置するコズメル市（図

3.1）において開催された第 3 回国際熱帯海洋生態系管理シンポジウム（ITMEMS 3）に

出席し、石西礁湖自然再生調査及び修復事業について報告し、各国において検討、実施さ

れているサンゴ礁再生技術ついて情報を収集した。 

 

図 3.1 コズメル位置図 
 

本シンポジウムはサンゴ礁の保全管理を主なテーマとして、研究者のみならず、行政官、

国際機関職員、NGO 等、サンゴ礁保全に関わる幅広い立場の人々が参加して行われるもの

で、第 1 回は 1998 年、オーストラリア、グレート・バリア・リーフ(以下 GBR)の中心地で

あるタウンズビルで、第 2 回はフィリピンのマニラで開催されている。なお、本シンポジ

ウムは国際的なサンゴ礁保全の枠組みである国際サンゴ礁イニシアチブ（ICRI）と密接な

連携の上に進められている。第 3 回は「Global problems, Local solutions」を標題にして、

様々なケーススタディの発表を通して、サンゴ礁生態系管理に重要な課題を明らかにする

とともに参加者のネットワークを強化することを目的に、メキシコ国立自然保護区委員会、

米国務省、日本環境省、豪 GBR 海中公園局等が中心となり開催された。会議には 45 ヶ国

から 324 名が参加し、全体会議（図 3.2）の後、13 の分科会に分かれ、ケース・スタディ

の発表とそれに続く熱心な討議が行われた（表 3.1）。わが国からは環境省、大学、財団、

NGO 等から 16 名が参加した。会議の日程を表 3.2 に示す。 
 

コズメル 
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表 3.1 分科会のテーマ 
No テーマ 

1 サンゴ礁管理としての回復力構築 

2 災害対策とサンゴ礁再生 

3 執行能力強化と調査 

4 漁業と養殖 

5 公害と災害対策 

6 情報・知見管理 

7 モデルと判断材料 

8 サンゴ礁保全及び持続的利用に関する統合的参加的戦略 

9 情報伝達・教育・啓発 

10 海洋天然資源の経済的評価 

11 持続的観光と海洋生態系管理 

12 パートナーシップと戦略的協力 

13 持続的資金手当て 

 
 

小職らは「災害対策とサンゴ礁再生」分科会（図 3.3） に参加し、「着床具を用いたサ

ンゴ礁再生」と題し、石西礁湖における一連の調査、工事、モニタリングについて口頭（図

3.4）及びポスター発表（図 3.5）を行った。口頭発表の和訳要旨を下に、ポスターを図 3.7
に示す。 

 

  

図 3.2 全体会議           図 3.3 分科会の討議 
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表 3.2 会議の日程 
 
月 日（曜） 内  容 備  考 

10 月 15 日（日） GEF ワークショップ他、レセプション  

10 月 16 日（月） 全体会合（議長スピーチ、日本環境省 ICRI 報告他）、

地域会合 

州知事、市長開会挨

拶 

10 月 17 日（火） 分科会  

10 月 18 日（水） 分科会  

10 月 19 日（木） 分科会  

10 月 20 日（金） 全体会合（決議、閉会挨拶他）  

 
 

  
図 3.4 口頭発表           図 3.5 ポスター発表 

 
 
                                         

サンゴ幼生着床具によるサンゴ礁再生 
 

藤原秀一・勝越清紀 
＜いであ株式会社＞ 

 
 近年、琉球列島南端に位置する八重山群島のサンゴ礁はオニヒトデ大発生による食害、

異常高水温による白化現象等によりサンゴ群集の衰退が著しい。衰退したサンゴ群集の回

復過程は時空間的に偏りが大きく、全域的にサンゴ礁が元の状態に復するまでには、1980
年代の石西礁湖では 10 年以上の歳月がかかっている。これは、主として加入の程度が場所

により著しく異なるためで、裾礁に囲まれた閉鎖的な礁池では回復の速さは礁外縁に比べ

遅いのが普通である。 
 このような場所では、水質、底質等の環境条件が不適でない限り、サンゴ群集が回復し
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ていくことが期待されるが、幼生が供給されにくいなどの理由がある場合には、人為的な

修復を加えることによりサンゴ群集の回復を促進させ、サンゴ礁の再生を図ることにより、

多様性、すみか、景観の回復に資することができる。八重山群島石西礁湖でも復帰直後の

豊かなサンゴ礁に再生させるためのプロジェクトが2002年自然再生推進法の成立とあいま

って環境省により開始された。再生地点選定のためのサンゴ群集の被度調査、加入調査、

堆積物調査、流況調査が行われ、再生の手法として有性生殖を用いてサンゴ群集の修復を

行うことが決定された。 
 サンゴ群集の修復手法としては、従来無性生殖である既存群集の枝折り移植が広く行わ

れてきたが、この方法では既存群集にダメージを与える恐れがあり、また大規模な修復は

実施困難であった。 
最近になって、サンゴの有性生殖等、生活史に関する知見の蓄積により、サンゴ幼生を

人工基盤に着床させて修復のための移植種苗とする方法が可能となった。種苗の生産は室

内で行う方法と野外で行う方法があるが、野外で行えば飼育施設を整備する必要もなく、

人工基盤を海底に設置すれば簡単に種苗として利用することが可能である。 
幼生を着床させる人工基盤としてセラミック製着床具が東京海洋大学の岡本峰雄氏らに

より開発され、実用化試験を経て、石西礁湖においてサンゴ礁修復の移植種苗として採用

された。着床具は直径約 40 ㎜、高さ約 40 ㎜、移植時に海底挿入部となる脚を有する杯状

で、縦に重ねて 240 個単位でプラスチック製コンテナ装填し、サンゴ産卵期前に海底に設

置する。設置約 1.5 年後、着床サンゴが長径 2cm 程度に成長したら、移植場所に運搬し、

海底にハンドドリルで孔をあけ、脚部を接着剤とともにさしこみ、移植する。この手法は

移植を標準化することが可能ため、より科学的に移植評価を行うことができる。 
 静穏度、堆積物、水質等の調査結果から 15 ヶ所の着床具設置地点が選定され、八重山に

おけるサンゴ一斉産卵期である 2004 年 5 月に 19,200 個の着床具が設置された。そのうち

3 ヶ所では設置後 3 ヶ月の 5％抽出調査で 80％以上の採苗率を示した。 
着床具における幼生着床はほとんどが着床具下面の溝部分にみられ、ミドリイシ属が多

い傾向がみられたものの、閉鎖的な海域では幼生保育型のハナヤサイサンゴ科が優占する

場合もあった。 
 修復場所として 20 年近く回復の進まない石西礁湖黒島礁池が選定され、設置 1.9 ヵ月後

の 15 ヶ所の着床具種苗（平均採苗率 17.5％）を用いて、2006 年 2 月サンゴ移植が石西礁

湖自然再生事業として実施された。 
 幼生の拡散、移送シミュレーション、採苗率から 15 ヶ所のうち、4 ヶ所が重点採苗地点

として選定され、2005 年 5 月の産卵期前 61,440 個の着床具が設置され、2007 年の移植に

供される予定である。                               
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図 3.7 発表ポスター 
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「災害対策とサンゴ礁再生」分科会は米海洋大気庁海洋保護区部局のビリー・コージ氏

とラムサール・センターのマルガリータ・アストウララ－ガ氏が座長をつとめ、約 20 名が

参加し（表 3.3）、次のような成果を得ることを目的として進められた。 
                                          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生に関して、米フロリダ州南部における船舶座礁やハリケーンにより破壊されたサン

ゴ礁の修復手法、インドにおける断片移植では生残率が 85-90％で推移している現状、フィ

ジーでの断片移植では 9 ヵ月後、サンゴ被度が 10-15％増加したこと、中南米におけるマン

グローブ移植では移植コストが 1 本につき 0.12 米ドルで、10 年後の生残率 50％を目指し

ていることなどが報告された。また、カリブ海やメキシコ湾周辺では地球温暖化に起因す

ると思われる大型ハリケーンによるマングローブやサンゴ礁の破壊が深刻な被害をもたら

していることが報告された。わが国においても近年、台風被害が懸念されるようになって

きており、今後大型台風によるサンゴ礁の破壊が起こる可能性もある。琉球列島では島を

取り巻く裾礁が天然の防波堤となっている例が多くあり、サンゴ礁の破壊は島民の生活に

重大な影響を及ぼす。サンゴ礁が破壊された場合、どのような体制、どのような技法で修

復を行うか検討する必要があろう。 
小職の発表に対しては、移植コストや生残率に関する質問などがあった。一般に移植コ

ストに対する関心が高かった。これに対し、途上国の再生については国際的に資金の手当

てを確保する努力が重要である意見が出された。なお、サンゴ礁再生については、無原則

な人工構造物投入についての懸念が示されており、それらと着床具の違いについて今後十

分な説明を行う必要がある。 
最終日には全体会議において、各分科会の報告がとりまとめられ、ITMEMS 3 として

の決議が行われた。この決議は、ITMEMS 3 に引き続いて開催される ICRI 総会に送られ

た。以下に、当分科会に係る ITMEMS 3 の勧告を掲載する。 
 

 
 

セッション 2 熱帯海洋生態系再生戦略 
 

熱帯沿岸生態系は多くの生態学的、経済的恵みをもたらしている。それらは、水質保全、海洋

生物のすみか、高潮の防波堤、浸食防止、観光などである。生態系への脅威は人間活動と自然の

要因の複合により起こる。熱帯生態系衰退防止の必要性から多くの再生プロジェクトが世界的に

起こり、そのため過去の経験を共有することの重要性が広く認識されている。分科会は次のよう

な事例を討議する。サンゴ礁、マングローブ、海草藻場などの熱帯沿岸生態系において、撹乱以

前の状態へ戻すことを目的とした試み、あるいは、撹乱以前の状態へ必ずしも戻さなくても生態

系機能改善がなされた試みなどである。 
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・ 自然災害の脆弱マッピングを開発したり、維持するのに役立つ沿岸域の定点モニ

タリングの実施。 
・ 熱帯海洋生態系における大規模再生を可能にする経済的な手法開発のための研究

促進。 
・ 世界各地域の沿岸域保護に果たす熱帯海洋生態系の役割研究。 
・ 補償措置について理解するため、破壊度に関する有益なデータや情報の収集 
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表 3.3 分科会参加者（1）
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表 3.3 分科会参加者（2） 
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会議が開催されたコズメルはカリブ海北端の北緯 20 度付近にあり、キューバとの海峡を

通り抜けたカリブ海流がメキシコ湾に入り、フロリダ半島南部から大西洋に出る世界的な

大海流、メキシコ湾流となる。熱帯の島の周囲にはサンゴ礁が分布し、付近はメキシコ有

数の海洋リゾートで、大型客船の来航も多い。 
会議冒頭開会式における地元カンタナルー州カント知事の「サンゴ礁と持続的開発」と

題する記念講演の中で、メキシコはサンゴ礁における観光で年間 2 億ドルの収入をあげて

おり、サンゴ礁は重要な観光資源であるが、近年の環境悪化によりサンゴ礁の価値が金額

にして 385 億ドル損失したという。これはメキシコの GDP の 10.2％にあたり、被害は深

刻であり、環境保全の重要性を訴えた。そのためメキシコは 27 ヶ所 460 万 ha に及ぶ海洋

保護区を設定し、海洋環境の保全に努めている。コズメル周辺にも海中公園があり、多く

のダイビングやスノーケリングのツアー・ボートが運航され、観光客でにぎわっている。

ツアー参加者は公園利用料として 1 人 2 米ドルを船上で徴収され、それを証明するバンド

を手首に巻いて、海へ潜る。利用料は国立自然保護区委員会に納められ、保護区の保全に

使用される。海水は澄み切っており、海底にはカリブ海特有のヤギ類が繁茂し、多くの魚

類が群泳する海中景観が見られた。 

  

写真 1 ツアーボート         写真 2 サンゴ礁海底 
 

  

写真 3 群泳する魚類        写真 4 公園利用証 
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付表１（１） 被度調査結果（保存区 St.1）
平均

1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

93 16 83 73 74 50 62 22 60 13 53 20 31 33 54 13 54 32 60 38 60 47 34 25 83 33 60 16 40 11 44.8
1 0 1 0 1 3 1 3 1 0 0 3 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.7
5 40 10 25 15 45 37 75 39 80 47 75 69 65 45 85 45 68 39 62 39 45 55 65 16 65 19 70 29 50 47.5

fR Ca Ha Ca fr Ca fr fR fr fR fR fR fR fR fr fR fR fR fr fR fr fR fR fR fR fR fr fR fr fR ｆR

ﾅｶﾞｳﾆ類

1 44 6 2 10 2 0 0 0 7 0 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 8 0 10 0 2 20 14 30 39 6.7
3 4 4 4 5 4 5 3 2 2 2 2 3 2 3 3 3 3 2 3 3 3 6 2 4 2 1 3 1 7 23
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 2 1 1 3 1 1 0.30
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 2 0.10
MomiMontipora millepora ミレポラコモンサンゴ 1 0.03
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 1 0.03

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 25 5 50 10 50 3 50 15 25 3 50 5 20 1 50 20 5 45 5 14.57
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 5 20 25 15 2.17
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 2 2 6 25 11 10 5 30 5 32 1 10 3 50 25 20 80 30 60 10 40 5 15.40
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 2 0.07
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 5 1 5 5 1 0.60
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 2 3 30 15 1 3 1.80
AcuAcropora pulchra オトメミドリイシ 3 20 5 10 3 5 2 2 1.67

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 85 10 60 65 5 7.50
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 3 0.10

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ﾏﾝｼﾞｭｳｲｼ属　Cycloseris 0.00

Cyy Cycloseris cyclolites マンジュウイシ 1 0.03
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uunFungia fungites シタザラクサビライシ 0.5 0.02
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0.00

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 0.5 1 0.05
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0.00

omLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 1 0.03
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0.00
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0.00

MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 1 0.03
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00
Favites ｓｐ カメノコキクメイシ属の1種 1 0.03

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00
GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 1 0.03
Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 3 0.10

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00
Cymi Cyphastrea microphthalma トゲキクメイシ 1 0.03

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 0.5 0.05
出現種数 3 4 4 4 5 4 5 3 2 2 2 2 3 2 3 3 3 3 2 3 3 3 6 2 4 2 1 3 1 7

1)
　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。

2）
　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

アーサーピー礁湖
24°17.843

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

124°09.185

保存区1
2

2007/2/15

礁湖底
砂

食痕2）

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種
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付表１（２） 被度調査結果（保存区 St.2） 
平均

1）

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

7 50 36 30 97 61 97 90 57 55 3 92 22 30 3 0.1 40 0.3 44 70 82 100 77 11 16 11 13 35 48 75 45.1
0 0.1 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0 0 15 0 0.6

20 0.1 3 0 3 0 0 0 15 0 20 0 15 70 70 100 40 100 40 20 10 0 10 0 40 0 75 0 20 0 22.4
Ca ﾋﾒｼﾞｬｺ Ca fR Ca Ca fR ｆR fR ｆR fR ｆR Ca ｆR Ca 0 fR 0 fR 0 fR fR Ca、ｆR

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.2
ﾋﾒｼｬｺ

ﾊﾅﾏﾙﾕ
ｷﾀﾞｶﾗ ﾔﾄﾞｶﾘsp ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒｼﾞｬｺ

71 50 61 70 39 3 10 27 45 76 8 60 0 25 0 19 0 15 10 8 0 13 89 44 89 12 65 17 25 32.8
8 5 3 10 2 4 0 2 4 8 1 4 5 5 1 1 6 3 8 3 4 5 3 7 7 6 13 7 5 7 33
0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1
1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 0.5 0.1 0.1 0.02
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 4.5 0.15
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 0.5 10 0.1 0.39
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 0.03
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 0.5 2 1 0.12

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 0.1 1 0.1 0.04
AcytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 25 10 10 1 1.5 15 2 30 70 80 90 76 5 13.85
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 5 2 5 0.5 1 15 2 2 1 1 4.5 5 1.47
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 0.1 0.1 1 0.04
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 5 0.5 0.5 0.1 2 0.1 2 0.1 1 3 5 1 5 1 20 40 2.88
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 1 1 2 2 0.1 5 0.37
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 15 10 50 85 50 70 10 30 2 5 10 3 1 1 25 25 13.10
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 2 2 1 1 0.20
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 0.1 0.1 0.04
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 2 1 3 0.1 1 0.1 1 0.1 0.28
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 0.1 1 1 5 1 3 3 1 10 0.84
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 0.1 1 0.04
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 0.1 0.00
AcaAcropora valida ホソエダミドリイシ 2 2 1 1 4.5 0.35
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 2 1 1 4.5 0.28

Acropora sp ミドリイシ属の1種 2 2 1 1 0.20
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 0.5 0.02

ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0.00

aenPavona venosa シコロキクメイシ 0.1 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00
Fungia sp クサビライシ属の1種 0.1 0.00

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

aavFavia favus スボミキクメイシ 1 0.03
aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 1 1 0.1 0.07
ateFavia stelligera ホシキクメイシ 1 0.03
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 0.5 0.1 0.05
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 2 1 0.1 0.14

ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0.00
Moa Montastrea magnistellata オオマルキクメイシ 0.1 0.00

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00
ymi Cyphastrea microphthalma トゲキクメイシ 0.1 0.00
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 0.03
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 0.1 2 1 0.1 1 0.14
出現種数 8 5 3 10 2 4 0 2 4 8 1 4 5 5 1 1 6 3 8 3 3 5 2 7 7 6 13 7 5 7

1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）

　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

竹富島西水路
24°18.630

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

124°04.328

保存区2
1.5

2006/11/16

離礁
岩礁

食痕2）

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種
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付表１（３） 被度調査結果（保存区 St.3）
平均

1）

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

12 3 11 8 6 11 3 3 3 1 3 1 18 1 3 12 3 3 10 24 21 0.4 19 16 3 27 2 5 2 0.4 7.8
3 0.1 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0.1 0 0.1 0 0.1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0.5

65 25 50 50 45 50 40 25 20 10 50 20 60 50 50 60 65 90 45 60 45 20 40 15 15 50 10 15 5 15 38.7
Lv Py Lv Py Lv Di Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Di Lv Di Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0.1
Ds ｸﾛﾅﾏｺ

20 72 36 42 49 39 57 72 77 89 44 79 22 49 47 28 32 7 45 16 31 80 41 69 80 23 88 80 89 85 52.9
3 5 4 3 3 3 3 4 1 1 3 5 4 3 1 9 6 4 6 8 4 3 5 3 3 3 2 2 2 4 39
1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

+ 3.3
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 2 0.07
oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 0.1 0.00
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 0.1 0.1 0.01
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 0.1 1 0.1 1 0.07

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 0.2 1 0.1 20 15 25 2.08
Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 0.1 0.04
MonMontipora incrassata 0.6 0.02
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 2 15 0.57
MomoMontipora mollis モリスコモンサンゴ 0.1 0.00
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 1 0.03
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 5 0.1 0.17

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 0.1 0.00
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 0.1 2 0.6 1 1 0.16
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 0.2 0.01
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 1 2 1 2 3 1 3 3 0.5 1 0.1 15 0.2 3 1 0.6 1 0.1 2 0.1 1 1 1 1 1.52
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 1 0.03
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 10 5 1 5 15 1 0.1 1.24
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 0.6 0.05
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 0.1 0.1 1 0.1 0.1 0.05
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 1 0.03
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 3 1 0.1 1 0.1 0.1 0.1 0.18
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 0.1 0.6 0.02
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 0.1 0.1 0.01

Acropora sp ミドリイシ属の1種 0.1 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PoePorites negrosensis ネグロスハマサンゴ 0.1 0.00
PooPorites solida オオハマサンゴ 1 0.03

ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0.00
PsupPsammocora superficialis ベルベットサンゴ 0.1 0.00

ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0.00

aaPavona varians シワシコロサンゴ 0.1 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uepFungia repanda マルクサビライシ 2 0.07
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

Gas Galaxea astreata チビアザミサンゴ 0.1 0.00
GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 0.1 0.07

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 0.1 0.1 0.01
ateFavia stelligera ホシキクメイシ 1 0.03
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 0.1 0.1 0.01
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 0.1 1 0.04
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 2 0.07

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 0.1 1 0.07
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 0.00
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 2 0.1 1 0.1 0.14
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 0.1 0.00

出現種数 3 5 4 3 3 3 3 4 1 1 3 5 4 3 1 9 6 4 6 8 4 3 5 3 3 3 2 2 2 4
1)
　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。

2）
　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

サンゴ被度(%)

ウラビシ礁原
24°15.916

岩礁

食痕
2）

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

保存区3
1.4～1.8

2006/11/14
12：45～14：35

位置

地形

コドラートNo

124°01.759

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

底質

離礁

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）
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付表１（４） 被度調査結果（保存区 St.4）
平均1）

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

45 92 26 82 26 61 26 62 24 81 30 81 37 72 36 9 37 61 31 26 24 11 26 52 26 75 33 50 21 90 45.1
0 1 3 1 0 0.1 3 0.1 0 0.1 3 0.1 3 0.1 0 0.1 0 0.1 0 0.1 0 0 0 0 0 0.1 3 0.1 3 0.1 0.7

47 7 75 17 68 39 65 38 73 19 64 19 57 28 64 10 58 39 63 30 71 10 69 20 69 20 56 50 71 10 44.2
Ha ｆR Ha Ha Lv Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Ha Lv Ha Lv Lv Ha Lv Ha Ha Ha Lv Ha Ha

3 0 3 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0.6
ｼﾏｳｸﾞｲｽ ｼﾏｳｸﾞｲｽ ｼﾏｳｸﾞｲｽ ｼﾏｳｸﾞｲｽ Tu ｼﾏｳｸﾞｲｽ

5 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 81 5 0 3 44 5 79 5 28 5 5 5 0 5 0 9.9
7 7 3 6 3 4 3 5 5 8 6 5 4 5 7 6 7 7 3 6 4 3 7 5 4 4 4 5 5 4 25
0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0.5
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1.7

+ 0.03
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 0.1 0.1 0.1 0.1 1 0.1 1 1 0.1 0.12
oePocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 0.03
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 0.1 0.00
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 0.1 1 0.1 0.04

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 0.1 0.04
MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 0.1 2 0.07
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 0.1 0.00

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 0.1 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

AcuAcropora acuminata ハイスギミドリイシ 1 3 4 1 1 1 0.37
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 1 5 0.1 3 1 5 2 1 4 1 1 0.87
AcxqAcropora exquisita 1 1 4 2 0.27
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 5 1 1 1 1 2 4 1 1 3 15 10 1.50
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 30 50 20 55 20 60 20 55 20 65 20 55 25 65 30 45 30 30 25 20 20 5 20 10 15 5 10 10 5 10 28.33
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 0.1 0.00
AcasAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 0.1 0.1 0.01
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 5 20 1 1 1 10 2 25 1 1 5 10 0.1 40 50 4 10 20 6.90

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 1 2 50 1 48 1 20 3 5 1 5 1 1 5 20 30 55 8.33
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00

Fungia sp クサビライシ属の1種 0.1 0.00
ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Ctenactis 0.00

tecCtenactis echinata トゲクサビライシ 1 1 0.07
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 0.03
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 0.1 0.1 0.01
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 10 5 5 2 3 1 3 2 1.03
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 1 0.1 1 0.07
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 1 1 0.1 0.1 1 0.1 0.1 0.1 5 0.28

出現種数 7 7 3 6 3 4 3 5 5 8 6 5 4 5 7 6 7 7 3 6 4 3 7 5 4 4 4 5 5 4
1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

小浜島南
24°18.498

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

124°00.355

保存区4
2.6

2006/11/13
10:02

マウンド
枝状礫堆積

食痕2）

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸岩

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種
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付表１（５） 被度調査結果（保存区 St.5）
平均1）

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

73 77 82 78 71 70 70 100 60 91 65 86 6 81 91 81 90 50 70 90 31 66 86 56 26 61 14 76 27 51 65.9
3 0.1 3 1 3 0.1 + 0.1 + 0.1 3 0.1 3 0 3 1 3 0.1 3 0 44 0 3 0.1 3 1 5 1 5 1 3.2

20 23 10 21 16 30 20 0 25 9 19 14 36 19 5 18 5 20 22 0 44 29 8 40 10 33 30 23 43 20 20.4
ｆR ｆR Lv Lv Lv Lv Lv 0 Lv ｆR Lv Lv Lv ｆR ｆR Cp Lv Lv ｆR ｆR Cp ｆR ｲﾜﾉｶﾜ Lv Cp ｆR Ca ｆR Lv Lv、ｆR

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 3 5 0 0 5 2 0.9
ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ Sc Sc Sc Sc Sc Sc Sc

5 0 5 0 10 0 10 0 15 0 10 0 55 0 1 0 2 30 5 10 20 0 3 4 58 0 51 0 20 28 11.4
7 5 6 7 3 5 6 5 4 4 8 5 3 5 3 2 3 3 2 2 3 5 3 7 3 8 2 4 5 5 35
1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 2 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.5
1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 2 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.5

+ ＋ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ + 30
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 0.1 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 5 3 0.27
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1 0.07
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 1 1 0.1 0.07
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 5 0.17

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
Acu Acropora austera コイボミドリイシ 0.1 0.00
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 5 3 0.27
AcytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 20 15 1.17
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 1 1 1 3 1 10 3 0.1 10 0.1 5 1.17
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 0.07
AcloAcropora florida サボテンミドリイシ 5 0.17
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 20 45 10 10 20 10 5 30 25 50 20 1 2 1 30 15 3 3 20 4 3 10.90
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 1 0.00
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 10 25 55 40 50 50 60 50 30 80 5 40 70 85 80 55 25 55 75 25 50 80 25 3 40 10 40 15 25 41.77
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 5 5 0.33
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 25 10 2.5 3 1.35
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 3 1 3 0.1 1 3 0.44
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 5 10 1 25 25 2 5 1 0.1 3 2.57
AcaAcropora palifera ニオウミドリイシ 4 1 3 0.1 3 0.1 0.37
Aco Acropora polystoma タバネミドリイシ 3 0.10
AcobAcropora robusta ヤスリミドリイシ 5 5 0.33
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 0.1 0.00
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 25 0.83
AconAcropora yongei ヤングミドリイシ 2.5 0.08

Acropora sp ミドリイシ属の1種 20 5 5 3 1.10
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ属　Coscinaraea 0.00

Cox Coscinaraea exesa ハシラヤスリサンゴ 5 0.17
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0.00

aaPavona varians シワシコロサンゴ 0.1 0.00
aenPavona venosa シコロキクメイシ 2.5 0.08
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0.00

acugPachyseris rugosa シワリュウモンサンゴ 5 0.17
acpePachyseris speciosa リュウモンサンゴ 4 0.1 0.14
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 0.1 0.00
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0.00
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0.00

EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 2 0.07
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0.00

ya Symphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 0.1 0.00
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0.00
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属　Hydnophora 0.00

Hyx Hydnophora exesa トゲイボサンゴ 3 0.10
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0.00

PlinPlatygyra pini ヒメノウサンゴ 2.5 0.08
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 0.1 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 2.5 0.1 0.09
出現種数 7 5 6 7 3 5 6 5 4 4 8 5 3 5 3 2 3 3 2 2 3 5 3 7 3 8 2 4 5 5

1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

食痕
2）

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

サンゴ被度(%)

コドラートNo

植物主要種

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

位置

地形 礁池離礁
岩礁底質

新城島下地礁池
24°17.602

124°08.782

保存区5
2

2006/11/11
9:40
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付表１（６） 被度調査結果（再生区 St.1）
平均1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

32 11 36 13 70 38 40 42 31 37 44 14 28 5 54 2 50 3 80 3 80 3 41 3 42 5 80 23 20 35 32.2
1 3 1 3 1 0 1 0 1 3 1 3 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.9
3 3 3 3 19 5 1 20 25 15 20 25 20 5 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 10 15 3 5 7.9

Lv ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ Lv Ca ｆR Lv Lv To Lv Ca Lv ｆR Lv Lv Lv Lv ｆR Lv Ca Ca ｆR Ca Lv Ca Lv Ca ｆR Ca Cp Ca Lv,Ca
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

64 83 61 81 10 57 58 38 43 45 35 58 52 90 42 95 46 94 16 94 16 94 55 94 54 92 9 62 76 60 59.1
4 0 4 0 3 0 3 0 4 0 6 0 6 0 3 0 2 0 1 0 1 0 2 0 3 0 1 0 1 0 17
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 0.03
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 0.03
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoltMontipora altasepta 1 1 5 0.23
MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 1 5 1 2 1 0.33
MoisMontipora hispida トゲコモンサンゴ 1 0.03
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 5 5 5 5 3 25 1 20 5 15 10 20 1 50 1 30 3 80 3 80 3 40 1.5 40 5 80 20 20 35 20.38

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 0.5 0.02
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 3 5 1 60 5 5 1 1 2.73
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 0.03
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 20 0.70
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 3 1 0.20
AcaAcropora palifera ニオウミドリイシ 0.5 0.02
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 0.5 3 0.12

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 25 3 25 10 5 35 10 40 30 25 1 1 1 1.5 7.08
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 0.03
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0.00

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 0.5 0.5 1 0.07
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00

yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 1 0.10
出現種数 4 3 4 4 3 2 3 3 4 4 6 5 6 5 3 2 2 1 1 1 1 1 2 3 3 1 1 1 1 1

1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

アーサーピー礁湖底
24°17.602

枝状礫

植物主要種

位置

地形

コドラートNo

124°08.782

食痕2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

再生区1
4

2007/2/15

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

底質

礁湖底

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

サンゴ被度(%)
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付表１（７） 被度調査結果（再生区 St.2） 
平均

1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

3 1 4 1 3 4 6 1 18 7 3 12 4 2 3 3 0 1 3 7 16 7 2 40 7 19 4 1 12 6 6.7
0 0 3 0 0 0 3 0 3 0 3 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0 3 0 3 0 0.8

52 25 73 40 57 40 60 24 38 15 64 25 46 5 31 50 34 42 41 50 46 20 48 1 65 20 28 5 55 40 38.0
Lv Py fR Py fR Py fR Lv fR Lv fR Lv fR Py fR Lv fR Lv fR Lv fR Lv fR Lv fR Lv fR Lv fR Lv Lv

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1
ｼﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄﾃﾞ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ

ｼﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄ

ﾃﾞ

ｼﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄ

ﾃﾞ

45 74 20 59 40 56 30 75 40 78 30 63 50 93 65 47 66 57 55 43 35 73 50 59 25 61 65 94 30 54 54.4
3 6 4 9 3 10 6 7 9 8 7 6 5 6 3 4 0 5 3 7 7 7 2 4 7 9 4 4 8 8 48
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0 2

0
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae 0.00
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 0.00

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 0.1 0.1 0.01
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 0.1 0.1 1 0.04
oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 0.1 0.00
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 0.1 0.1 0.1 1 0.1 1 0.08
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0.00

Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 1 0.03
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 0.1 0.00
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 0.1 0.00
AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 0.1 0.00
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 0.03
Acy Acropora cytherea ハナバチミドリイシ 1 0.03
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 3 0.13
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 0.1 1 0.1 1 0.1 10 5 0.5 5 1 0.1 1 0.1 1 5 1 3 0.5 1 0.1 1.25
AcraAcropora grandis クロマツミドリイシ 1 0.03
AconAcropora longicyathus オオヅツミドリイシ 1 0.03
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 0.1 0.5 1 0.1 0.1 1 0.1 10 5 1 0.1 1 5 1 1 5 5 1.23
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 0.1 5 0.20
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 0.03
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 0.1 1 0.1 1 1 1 0.1 0.14
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 0.5 1 1 0.08
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 0.1 0.1 1 0.1 1 0.1 0.08
AcubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 1 0.03
AcnAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 0.1 0.00
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 1 1 0.07

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 0.5 1 0.08
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0.00

AsraAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 1 0.03
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0.00

aa Pavona cactus サオトメシコロサンゴ 0.1 0.1 0.01
aecPavona decussata シコロサンゴ 1 0.5 0.05
aroPavona frondifera コノハシコロサンゴ 1 1 0.1 1 1 5 1 1 0.1 0.37
aenPavona venosa シコロキクメイシ 1 1 1 1 0.13
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ属　Coeloseris 0.00

Coa Coeloseris mayeri ヨロンキクメイシ 1 0.03
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0.00

acugPachyseris rugosa シワリュウモンサンゴ 1 0.03
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uoFungia moluccensis ネジレクサビライシ 1 0.03
ucuFungia scutaria クサビライシ 0.1 0.00
uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 0.1 0.1 0.1 3 1 0.14
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 0.1 1 0.1 0.04
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0.00
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0.00

EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 0.1 1 1 0.07
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0.00

omLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 1 0.03
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0.00
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0.00

MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 0.5 0.02
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 1 0.1 0.04
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 0.5 0.02
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 0.1 1 0.04

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1 0.1 1 0.1 0.1 0.12
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0.00
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0.00

TurrTurbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 0.1 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

Mx Millepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 0.1 1 0.1 3 1 0.1 1 0.1 0.5 1 0.1 1 0.1 1 0.1 1 0.1 0.38
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 1 0.07
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 0.1 0.1 0.01
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 0.1 1 0.1 1 0.07

出現種数 3 6 4 9 3 10 6 7 9 8 7 6 5 6 3 4 0 5 3 7 7 7 2 4 7 9 4 4 8 8
1)
　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。

2）
　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

竹富南航路南側
24°18.664

枝状礫

植物主要種

位置

地形

コドラートNo

124°06.203

底質

礁湖底

食痕2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

再生区 2
3

2006/11/15

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

サンゴ被度(%)

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）
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付表１（８） 被度調査結果（再生区 St.3）
平均

1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

0 0.2 3 0.1 3 3 1 3 3 0.1 4 0.1 1 0.1 3 0.5 3 0.3 2 0.2 3 0.4 4 0.3 3 0.3 1 0.1 2 0.2 1.5
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

72 95 39 60 56 70 60 80 68 90 63 80 78 50 71 50 37 50 45 20 41 40 45 70 59 70 83 60 92 60 61.8
Lv Lv ｆR Di Lv Di Lv Lv Lv Lv Pm Di ｆR Di Di Di Di Di Di Di Di Di Di Di ｆR ｆR ｆR Pm Lv

3 0 3 0 1 0 4 0 4 0 3 0 1 0 1 0 1 0 3 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1.0
Tu Tu ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ

sp Sc Mv Mv Mv Mv Sc Mv Mv ﾔﾄﾞｶﾘ Mv Mv Mv
25 5 55 40 40 27 35 17 25 10 30 20 20 50 25 50 60 50 50 80 55 60 50 30 35 30 15 40 5 40 35.8
0 2 3 0 1 4 0 2 1 0 2 1 0 1 1 5 1 3 2 2 1 4 4 3 2 3 0 0 2 2 26
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 2 1 0 1 2 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae 0.00
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 0.00

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 0.1 0.00
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 0.1 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 2 0.07
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 0.1 1 3 2 0.1 3 0.1 0.1 0.1 0.32
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 3 3 3 3 0.40
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 0.03
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 0.1 0.1 0.01
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 0.1 1 0.04

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0.00
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0.00

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 0.1 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 0.1 1 0.04
Fungia sp クサビライシ属の1種 0.1 0.00
ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Ctenactis 0.00

tecCtenactis echinata トゲクサビライシ 0.1 0.00
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

Gas Galaxea astreata チビアザミサンゴ 0.1 0.00
GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 0.07

ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0.00
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0.00

eaePectinia paeonia レースウミバラ 0.1 0.00
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0.00

ya Symphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 1 0.03
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0.00
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属　Hydnophora 0.00

Hyx Hydnophora exesa トゲイボサンゴ 0.1 0.00
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0.00

MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 0.1 0.1 0.01
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vb Favites abdita カメノコキクメイシ 0.1 0.00
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0.00

MouMontastrea curta マルキクメイシ 0.1 0.00
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 0.1 0.00
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 0.1 0.1 1 0.07
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 0.1 0.1 0.1 1 0.1 0.08
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 0.1 0.00
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 1 3 1 0.17
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 0.1 0.00

出現種数 0 2 3 0 1 4 0 2 1 0 2 1 0 1 1 5 1 3 2 2 1 4 4 3 2 3 0 0 2 2
1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

底質

礁湖底

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

位置

地形

コドラートNo

124°01.699

再生区3
4

2006/11/15
14:00

ウラビシ礁湖
24°16.098

枝状礫

食痕
2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

サンゴ被度(%)
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付表１（９） 被度調査結果（再生区 St.4）
平均1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

12 4 4 1 12 1 29 27 26 1 19 21 10 24 9 45 10 47 20 55 3 29 50 50 47 49 51 33 28 34 25.0
0 0 0 0.1 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 3 0 3 0.1 3 0 0.5

13 25 61 50 48 80 26 70 24 80 33 79 25 76 31 40 22 30 30 40 41 70 40 40 17 51 26 60 34 60 44.1
Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0.2
Sc 巻貝 0 ｼﾏｳｸﾞｲｽ

75 71 35 49 40 19 45 3 50 19 45 0 65 0 60 15 65 23 50 5 55 1 10 10 30 0 20 7 35 6 30.3
6 6 8 6 8 9 9 11 8 12 10 10 6 14 5 12 0 13 7 13 6 16 13 14 9 6 11 9 10 13 68
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 2 0 2 0 2 2 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0 1

0.0
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae 0.00
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 0.00

StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 1 0.03
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 0.1 0.1 0.5 5 1 0.1 0.1 1 0.26
oe Pocillopora meandrina チリメンハナヤサイサンゴ 1 5 4.5 0.35
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 5 0.17
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 0.1 0.00
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 0.1 0.00
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 0.1 0.5 1 0.5 5 0.1 4.5 0.39
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 1 0.03

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcuAcropora acuminata ハイスギミドリイシ 1 0.5 1 0.5 0.10
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 0.1 1 0.1 0.04
Acu Acropora austera コイボミドリイシ 0.1 0.00
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 1 35 5 0.5 1.42
AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 0.1 15 1 5 1 0.74
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 5 5 2 0.40
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 2 0.1 0.5 0.1 1 0.1 25 10 5 0.1 5 10 1 10 1 1 0.5 15 25 10 35 5 15 10 5 6.41
AcxcAcropora excelsa 0.00
AcxqAcropora exquisita 2 0.5 1 0.5 1 10 1 0.5 1 4.5 0.73
AcorAcropora formosa スギノキミドリイシ 3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1 0.15
AcraAcropora grandis クロマツミドリイシ 1 0.03
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 5 0.17
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 1 15 0.5 0.1 0.55
AconAcropora longicyathus オオヅツミドリイシ 1 0.5 0.05
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 0.1 0.5 0.1 0.5 1 0.1 10 5 5 1 5 0.5 5 20 10 5 5 4.5 5 10 1 3.14
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 10 1 4.5 0.55
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 0.5 1 4 0.5 20 0.1 5 4.5 1.19
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 0.1 0.5 1 0.1 5 0.22
AcaAcropora parilis 1 0.03
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 1 0.03
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 2 5 0.5 0.1 0.5 5 4.5 1 0.62
AcubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 1 4.5 0.18
AcnAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 2 0.1 1 0.1 5 5 5 4.5 5 10 1 1.29

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 0.03
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0.00

AsraAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 1 0.03
AsmyAstreopora myriophthalma アナサンゴ 2 5 0.5 0.25

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PottPorites attenuata ベルベットエダハマサンゴ 1 0.03
PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 0.1 0.5 0.1 1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5 1 4.5 4.5 1 1 0.49
PoePorites negrosensis ネグロスハマサンゴ 0.1 0.00

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 4.5 0.15
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0.00
Goniopora ｓｐ ハナガササンゴ属の1種 0.5 0.02

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0.00
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0.00

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 0.5 0.02
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0.00

aaPavona varians シワシコロサンゴ 0.5 0.1 2 0.5 0.1 1 0.14
aenPavona venosa シコロキクメイシ 2 0.1 0.1 2 15 0.64
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ属　Coeloseris 0.00

Coa Coeloseris mayeri ヨロンキクメイシ 0.5 0.02
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uonFungia concinna ヒラタクサビライシ 1 2 4.5 4.5 0.40
ucuFungia scutaria クサビライシ 0.5 0.5 1 0.07
uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 0.03

Fungia sp クサビライシ属の1種 0.1 0.1 1 0.04
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 0.1 1 0.5 1 0.09
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0.00

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 2 0.5 0.1 1 0.1 0.1 1 0.1 0.5 0.1 1 0.1 1 0.5 1 1 1 0.5 1 5 4.5 3 4.5 1 0.1 1.02
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0.00
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0.00

EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 0.1 0.00
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0.00

eaePectinia paeonia レースウミバラ 0.1 0.00
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0.00
Lobophyllia ｓｐ ハナガタサンゴ属の１種 0.5 0.02

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ属　Caulastrea 0.00

CaurCaulastrea furcata ネジレタバネサンゴ 0.1 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

aheFavia helianthoides ウモレキクメイシ 1 0.03
aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 0.1 1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.06
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ属　Barabattoia 0.00

BamBarabattoia amicorum バラバットサンゴ 0.1 0.00
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 0.1 0.00
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 0.5 0.5 0.1 0.1 0.5 1 0.5 0.11
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 0.5 0.1 1 0.05

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0.00
PlinPlatygyra pini ヒメノウサンゴ 0.5 0.02
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 0.1 0.00

ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0.00
Montastrea ｓｐ マルキクメイシ属の１種 1 0.03
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 0.00

Leu Leptastrea purpurea ルリサンゴ 0.5 15 0.52
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 0.1 0.1 0.1 0.5 0.03
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 0.1 0.5 0.1 0.1 0.5 1 0.1 1 0.11
ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinopora 0.00

EcmEchinopora gemmacea オオリュウキュウキッカサンゴ 0.5 0.5 0.03
EcaEchinopora pacificus タイヨウリュウキュウキッカサンゴ 15 0.50
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0.00
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0.00

TurrTurbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 15 0.5 0.52
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 0.1 0.1 0.1 0.08
出現種数 6 6 8 6 8 9 9 11 8 12 10 10 6 14 5 12 5 13 7 13 6 16 13 14 9 6 11 9 10 13

1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

黒島東礁池
24°14.186

枝状礫

植物主要種

位置

地形

コドラートNo

124°02.020

食痕
2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

再生区4
5-7

2006/11/12

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

底質

礁池底

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

サンゴ被度(%)
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付表１（１０） 被度調査結果（再生区 St.5）
平均1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

13 22 10 40 15 27 15 25 15 50 5 25 27 22 6 20 13 20 14 27 11 18 15 8 10 22 6 30 5 11 18.2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0.0

56 60 59 30 69 25 54 20 54 40 58 25 57 50 63 50 52 50 55 50 53 30 49 70 59 50 58 50 60 80 51.2
Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv Lv,Py

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0.4
Sp Sp Sp Sp Sp Sp, Sp Sp Sp Sp Sp Sp Sp

30 18 30 30 15 48 30 55 30 10 36 50 15 28 30 30 35 30 30 23 35 52 35 22 30 28 35 20 35 9 30.1
15 18 19 19 21 16 20 17 19 23 8 13 18 12 11 9 13 15 14 17 11 15 9 12 5 14 11 14 10 12 83
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1

0
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae 0.00
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 0.00

StrmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 2 0.5 0.08
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 0.5 1 0.05
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 0.1 0.5 0.02
oydPocillopora eydouxi ヘラジカハナヤサイサンゴ 3 0.10
oeaPocillopora meandrina チリメンハナヤサイサンゴ 0.7 1 0.06
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

Sey Seriatopora hystrix トゲサンゴ 1 0.7 0.7 5 1.5 0.5 1 0.5 0.36
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0.00

StpisStylophora pistillata ショウガサンゴ 1 0.1 0.5 2 0.12
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoalMontipora caliculata コクボミコモンサンゴ 0.5 0.02
MoanMontipora danae デーナイボコモンサンゴ 1 2 0.5 0.7 0.7 2 1.5 3 0.5 1 1 0.5 0.5 0.50
MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 0.00
MoffMontipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 0.5 2 0.7 0.7 3 0.7 25 3 0.5 1 3 1 4 0.5 3 1.65
MogriMontipora grisea グリセアコモンサンゴ 0.7 0.02
Moo Montipora hoffmeisteri 1 0.5 0.7 1.5 1 1 1 1.7 0.5 0.5 0.31
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 2 0.7 0.5 2 0.1 0.18
Momi Montipora millepora ミレポラコモンサンゴ 1 0.5 0.7 0.7 1.5 1 1 1 0.5 0.26
MomoMontipora mollis モリスコモンサンゴ 0.7 0.5 1 0.5 0.09
MoonMontipora monasteriata コイボコモンサンゴ 4 0.7 0.1 0.7 3 2 0.5 3 1 3 0.5 0.5 0.63
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 0.7 0.7 0.05
MoubMontipora tuberculosa ヒメイボコモンサンゴ 0.5 2 0.7 0.7 3 0.5 1.5 0.5 0.5 0.5 0.35
MourMontipora turgescens アバタコモンサンゴ 0.5 0.5 2 0.7 4 3 0.5 2 0.5 3 0.1 4 1.7 0.5 3 3 0.5 0.98
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 0.5 3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.22
MoerMontipora verrucosa イボコモンサンゴ 2 2 0.5 2 0.5 3 3 3 0.53

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1.7 0.06
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 0.5 0.02
AcivAcropora divaricata ヤッコミドリイシ 0.7 1.5 0.07
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 0.5 0.5 0.03
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 0.1 0.1 0.01
AcasAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 0.5 0.7 0.1 0.5 0.2 1 0.5 0.15
Aca Acropora palifera ニオウミドリイシ 1 3 0.13
AcelAcropora selago タチハナガサミドリイシ 0.5 0.1 0.2 0.5 0.1 0.05
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 0.5 0.7 0.5 3 5 1.7 0.41
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 0.5 0.02

Acropora sp ミドリイシ属の1種 0.5 0.02
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0.00

AsraAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 1 0.7 0.7 1.5 1 1 1.7 0.25
AsmyAstreopora myriophthalma アナサンゴ 2 0.5 2 0.7 0.7 3 3 0.7 2 1.5 3 0.5 3 1 3 1 3 1 3 2 3 0.5 3 0.5 3 1.55

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PousPorites australiensis ハマサンゴ 0.5 0.5 0.5 0.05
Poic Porites lichen ベニハマサンゴ 0.5 0.7 0.7 0.7 1.5 1 0.5 0.19
PoobPorites lobata フカアナハマサンゴ 0.1 0.00
PoutPorites lutea コブハマサンゴ 0.5 2 3 0.5 0.1 0.2 0.5 0.5 3 0.1 0.5 0.36
PoigPorites nigrescens アミメハマサンゴ 1 0.03

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 0.5 0.7 1.5 1 1.7 0.18
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0.00

Goniopora ｓｐ ハナガササンゴ属の1種 0.5 0.5 0.03
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0.00
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0.00

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 0.1 0.00
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0.00
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0.00

acpePachyseris speciosa リュウモンサンゴ 0.5 0.02
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00

uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 0.5 0.02
Fungia sp クサビライシ属の1種 0.5 1 0.05

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 0.5 1 0.5 1.5 1 0.5 0.17
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0.00
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0.00

EcspEchinophyllia aspera  キッカサンゴ 0.7 0.02
EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 0.5 1 0.1 0.1 0.5 0.07

ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0.00
elcPectinia alcicornis アザミウミバラ 1 0.03
eaePectinia paeonia レースウミバラ 0.5 0.5 0.5 0.05
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0.00

oorLobophyllia corymbosa マルハナガタサンゴ 0.7 0.02
oemLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 2 0.07
oacLobophyllia pachysepta イボハナガタサンゴ 0.7 0.02

Lobophyllia sp ハナガタサンゴ属の１種 0.5 0.7 0.7 0.7 1.5 0.14
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0.00

yalSymphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 0.5 0.5 0.1 0.5 0.05
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0.00
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0.00

Mem Merulina ampliata サザナミサンゴ 1 0.5 1.5 1 0.13
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ属　Caulastrea 0.00

CaurCaulastrea furcata ネジレタバネサンゴ 0.7 0.02
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

aavFavia favus スボミキクメイシ 1 0.5 0.7 0.7 0.7 1.5 1 1.7 0.5 0.28
aheFavia helianthoides ウモレキクメイシ 0.5 0.5 0.03
aa Favia pallida ウスチャキクメイシ 2 2 0.7 4 3 0.7 2 1.5 3 3 3 3 4 0.5 3 3 0.5 1.30
apeFavia speciosa キクメイシ 0.1 0.1 0.01

Favia sp キクメイシ属の1種 0.5 0.5 0.5 0.05
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vha Favites halicora マルカメノコキクメイシ 1 0.5 3 0.7 0.2 0.5 0.5 0.21
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 0.1 0.00
GoecGoniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 2 2 0.7 0.5 0.7 3 0.5 0.7 2 1.5 0.1 0.5 0.2 3 1 3 1 0.5 0.5 2 3 0.5 0.5 0.5 1.00
GoetGoniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 0.5 0.7 0.7 0.7 1.5 1 2 0.5 0.5 0.30

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0.00
PlaePlatygyra daedalea ヒラノウサンゴ 0.5 1 0.1 0.05

Platygyra ｓｐ ノウサンゴ属の1種 0.7 0.7 0.05
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0.00

MourMontastrea curta マルキクメイシ 0.5 0.02
MoagMontastrea magnistellata オオマルキクメイシ 0.5 0.02

Montastrea ｓｐ マルキクメイシ属の１種 0.5 0.7 0.7 1.5 0.11
ﾀﾞｲｵｳｻﾝｺﾞ属　Diploastrea 0.00

iphe Diploastrea heliopora ダイオウサンゴ 1.7 0.06
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 0.00

LeurLeptastrea purpurea ルリサンゴ 5 0.5 0.5 1 1 3 0.5 3 0.5 0.50
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00

yhaCyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 0.5 0.7 2 3 0.2 3 0.5 0.5 0.35
yde Cyphastrea decadia エダトゲキクメイシ 1 0.7 0.5 0.7 0.1 0.7 0.5 0.14
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 0.5 2 0.5 0.1 0.5 0.5 0.17
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0.00
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0.00

TuroTurbinaria frondens ウネリスリバチサンゴ 2 0.07
Turr Turbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 0.5 0.7 0.7 0.1 3 0.5 3 0.5 0.30
Tume Turbinaria mesenterina スリバチサンゴ 2 0.1 0.5 0.5 0.10
TuenTurbinaria reniformis ヨコミゾスリバチサンゴ 0.7 0.7 0.05

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 0.1 0.5 0.7 1 0.5 1 0.5 3 0.31
Mn Millepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 0.5 0.5 10 0.7 4 0.7 3 0.5 1 0.5 0.5 0.5 3 0.88
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 3 0.5 0.2 0.12
MenMillepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 1 1.7 2 0.16

出現種数 15 18 19 19 21 16 20 18 19 24 8 13 18 12 11 10 13 15 14 17 11 15 9 12 5 14 11 14 10 12
1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）

　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）

黒島西沈水離礁
24°15.621

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

123°59.441

再生区5
10

2006/11/13

沈水離礁
岩礁

食痕
2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種
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付表１（１１） 被度調査結果（再生区 St.6）
平均

1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

1 0.3 1 0.3 0 0.1 0 0.1 1 0.3 1 0.1 2 0.1 1 6 1 0.2 1 0.3 2 0.2 1 0.3 1 0.1 1 0.1 1 0.1 0.8
1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0.1 1 0 1 0 1 0 2 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.5

13 40 3 0.1 4 10 10 0 19 25 33 5 37 25 23 40 53 10 59 25 32 15 39 10 17 10 38 10 18 25 21.6
Sg Sg Sg ﾊﾞｲｶﾅﾏ Sg Sg fR Pm Sg Sg fR Di Sg Sg Sg fR Sg fR Sg fR Sg fR Sg fR Sg Sg Sg Sg Sg fR,Sg

1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0.3
巻貝 Mv ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Ds Tu Mv Tu Nu Mv Tu

84 60 94 100 95 90 90 100 79 75 64 95 59 75 74 54 44 90 39 75 63 85 59 90 80 90 60 90 80 75 76.9
0 3 1 3 0 1 0 1 1 3 1 1 2 1 1 2 0 2 0 3 2 2 0 2 1 1 1 1 1 1 19
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

0
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae 0.00
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 0.00

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 0.1 0.00
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 0.1 1 0.04
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 0.1 0.04
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 3 0.10
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0.00

Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 0.1 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 0.1 0.1 0.01
MooMontipora monasteriata コイボコモンサンゴ 0.1 0.00

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 0.1 0.00
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 0.03
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 0.03
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 0.1 0.00

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 0.1 0.00

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0.00
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0.00
Fungia sp クサビライシ属の1種 0.1 0.00

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00
Favia sp キクメイシ属の1種 0.1 0.00
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 0.03
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 0.1 0.00
Cyphastrea sp トゲキクメイシの1種 0.1 0.00

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 0.00
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1 3 0.1 0.1 0.1 0.1 1 0.1 1 1 0.1 0.30
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 0.1 1 0.04

出現種数 0 3 1 3 0 1 0 1 1 3 1 1 2 1 1 2 0 2 0 3 2 2 0 2 1 1 1 1 1 1
1)
　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。

2）
　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

礁池
岩礁

食痕2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

再生区6
1.5

2006/11/10

カヤマ水路西
24°21.606

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

123°59.221

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）
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付表１（１２） 被度調査結果（実証区 St.1）

平均
1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

25 1 15 31 75 100 50 33 13 3 11 49 3 30 26 53 63 54 11 24 73 72 52 78 4 33 11 80 3 80 38.5
3 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 3 1 0 0 0 3 0 1 0 1 0 3 3 0 0 0 0.8

20 10 30 48 15 0 15 50 20 20 3 20 10 20 0 20 5 30 10 10 3 0 35 0 15 0 10 10 0 10 14.6
Ca Di Ca ｆR Ca Ca Di Ca Di Ha Ca Ca Lv ｆR Ca Lv Ca ｆR Ca ｆR Ca Ca Lv Lv Lv Ca

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

52 89 55 20 10 0 32 17 67 77 86 31 87 49 71 26 32 16 79 63 24 17 13 21 81 64 76 10 97 10 45.7
1 1 2 2 2 2 3 3 2 2 3 5 2 1 4 3 5 3 3 5 2 7 3 3 4 3 3 1 3 1 20
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 0.5 0.02
Mor Montipora grisea グリセアコモンサンゴ 1 0.03

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 0.03
AcytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 20 25 1.5 10 3 1.98
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 1 0.1 0.5 0.1 1 0.1 3 1 0.23
AcloAcropora florida サボテンミドリイシ 3 0.10
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 25 1 10 1 50 1 5 5 3 1.5 5 45 1.5 30 2 30 1 50 3 20 10 1 3 1 30 5 80 1 80 16.70
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 0.5 0.02
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 5 30 25 99 25 3 10 20 20 50 2 70 40 50 75 3 1 17.60
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 1 3 20 3 0.90
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 0.5 0.05
AcaAcropora valida ホソエダミドリイシ 0.1 0.00

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1.5 5 3 1 1 0.38
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 3 0.10

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 2 0.07
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ属　Barabattoia 0.00

BamBarabattoia amicorum バラバットサンゴ 3 0.10
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 0.5 1 0.05
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0.00

PlaPlatygyra yaeyamaensis ヤエヤマノウサンゴ 2 0.07
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0.00
Cyphastrea sp トゲキクメイシ属の1種 2 0.07

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 0.03
出現種数 1 1 2 2 2 2 3 3 2 2 3 5 2 1 4 3 5 3 3 5 2 7 3 3 4 3 3 1 3 1

1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）

　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

離礁
岩礁

食痕3)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

実証区1
0.5

2007/2/14

カタグア
24°16.052

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

124°05.820

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）
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付表１（１３） 被度調査結果（実証区 St.3）
平均

1)

緯度

経度

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

84 85 94 100 78 90 55 88 76 88 75 80 91 70 61 32 26 61 71 100 42 100 62 92 61 70 95 81 76 92 75.9
1 0.1 1 0.1 5 0 5 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 1 0 0.6
1 10 1 0 5 0 15 0 10 12 18 20 2 0 17 0 34 0 9 0 8 0 18 0 4 30 2 19 22 8 8.8

ｆR Ca ｆR ｆR ｆR ｆR Ca ｆR Ca ｆR ﾓｻｽﾞｷ Ca ｆR Ca ｆR ｆR ｆR ｆR ｆR ｆR ｆR ｆR
1 0 1 0 3 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 0 15 0 0 0 0 0 1.0

ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ Tu Tu Tu Tu Sc ｲﾜｽﾞﾀSp

13 5 3 0 9 10 24 12 12 0 5 0 5 30 20 68 40 39 20 0 50 0 15 8 20 0 2 0 1 0 13.7
9 19 8 8 8 14 13 7 9 5 3 3 5 2 5 4 3 8 5 6 8 10 10 8 4 5 3 3 4 7 52
1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3
2 0 2 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0.6

+ + + + 13.3
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0.00
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0.00

oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 3 0.1 0.10
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0.00

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 0.1 0.00
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 0.5 2 1 1 1 0.18

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0.00
Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 0.5 0.02
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0.00
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0.00

MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 4 0.13
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0.00

Acu Acropora austera コイボミドリイシ 1 0.03
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 0.1 0.04
AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 0.1 0.00
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 0.03
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 1 0.5 1 0.08
AcivAcropora divaricata ヤッコミドリイシ 2 1 25 0.93
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 0.5 0.02
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 10 20 25 0.5 3 5 50 0.1 1 10 4.15
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 1 0.03
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 1 0.03
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 0.1 1 1 5 0.1 0.24
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 50 1 5 0.5 5 1 1 0.1 1 1 2 0.1 2.26
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 0.5 0.02
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 0.5 0.02
AcanAcropora nana スゲミドリイシ 0.1 0.00
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 4 0.5 1 0.1 1 3 0.1 0.1 0.33
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 50 25 60 5 40 20 20 60 50 60 65 60 70 35 10 20 50 5 0.1 5 25 10 30 2 40 30 30 70 31.57
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 0.07
AcubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 2 0.07
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 5 5 25 20 0.5 3 10 1 1 5 2.52
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 4 0.13
AcerAcropora verweyi 1 20 20 5 20 5 10 3 2.80
AconAcropora yongei ヤングミドリイシ 20 5 5 5 20 3 40 5 2 30 4.50

Acropora sp ミドリイシ属の1種 0.1 5 1 0.1 5 5 0.5 20 20 1 35 10 1 2 10 3.86
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0.00
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0.00

PottPorites attenuata ベルベットエダハマサンゴ 2 1 0.1 0.10
PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 20 3 0.1 0.77
PooPorites horizontalata クボミハマサンゴ 5 0.1 0.17
PocPorites lichen ベニハマサンゴ 1 0.03
PoobPorites lobata フカアナハマサンゴ 1 0.03
PouPorites rus パラオハマサンゴ 3 0.10

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 4 0.13
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0.00
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0.00

Pso Psammocora contigua ヤッコアミメサンゴ 0.1 0.00
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0.00
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0.00

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 0.5 0.02
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0.00
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0.00

yecSymphyllia recta ホソダイノウサンゴ 5 0.17
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0.00
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0.00

ateFavia stelligera ホシキクメイシ 0.5 1 0.05
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0.00

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 0.03
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0.00

GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 1 3 0.13
Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 0.5 0.02
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 0.1 0.00

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0.00
PloPlatygyra contorta ミダレノウサンゴ 1 0.03
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 1 0.03
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0.00
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0.00

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 4 5 20 1 3 1.10
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 4 1 0.1 15 20 40 20 3.34
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 10 5 20 5 10 25 25 10 2 3 3.83
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 5 5 5 25 1 10 55 35 2 4.77
MlaMillepora platyphylla イタアナサンゴモドキ 1 0.5 0.05
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 5 0.1 5 0.5 1 1 3 40 0.1 30 50 3 4.62

出現種数 9 19 8 8 8 14 13 7 9 5 3 3 5 2 5 4 3 8 5 6 8 10 10 8 4 5 3 3 4 7
1)　出現種は優占種。造礁サンゴ出現種数は総出現種数。
2）　食痕は食痕率(%)＝食痕の観察されたコドラート/全コドラート数×100

礁斜面
岩礁

食痕
2)

シルト

造礁サンゴ以外の主な底生動物被度（％）

造礁サンゴ出現種数

裸基質

白化

植物主要種

造礁サンゴ以外の主な底生動物主要種

実証区3
3.5

2006/11/10
13：44～14：23

ヨナラ水道
24°21.097

死サンゴ被度(%)

植物被度（％）

位置

地形

底質

サンゴ被度(%)

コドラートNo

123°57.210

St.

年月日

時刻

場所

水深（ｍ）
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付表２（１） 群体数調査結果（保存区 St.1）
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
5 5 5 6 7 11 9 6 3 6 3 6 6 10 3 9 7 6 3 13 3 13 11 6 4 5 2 4 1 8 186

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 2 1 3 2 1 1 10
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 3 4
MomiMontipora millepora ミレポラコモンサンゴ 1 1
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 1 1

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 1 1 2 1 2 1 4 1 2 1 3 2 2 1 6 1 8 2 42
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 2 1 1 4 8
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 2 1 5 3 4 2 8 5 3 1 2 1 1 3 4 1 4 2 2 1 3 59
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 1 1
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 3 1 2 1 8
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 1 3 6 1 1 13
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 1 2 3 2 2 5 1 2 18

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 2 1 1 1 1 6
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 1 1

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ﾏﾝｼﾞｭｳｲｼ属　Cycloseris 0

Cyo Cycloseris costulata スジマンジュウイシ 3 1 4
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uunFungia fungites シタザラクサビライシ 1 1
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 1 1 2
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0

omLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 1 1
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0

MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 1 1
Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0
ymi Cyphastrea microphthalma トゲキクメイシ 1 1
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 2
出現群体数 5 5 5 6 7 11 9 6 3 6 3 6 6 10 3 9 7 6 3 13 3 13 11 6 4 5 2 4 1 8 186

造礁サンゴ出現群体数

保存区1
コドラートNo

St.
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付表２（２） 群体数調査結果（保存区 St.２）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

16 24 11 19 5 15 1 6 11 20 11 7 17 11 1 1 16 3 9 5 7 8 8 22 19 9 21 7 9 15 327
No.(tax)
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 1 3
Pocillopora sp. ハナヤサイサンゴ属の１種 2 2 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

eySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MofMontipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 1 2 1 5
Mon Montipora informis ノリコモンサンゴ 1 1
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 1 1 1 3

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 2 1 1 1 1 2 8
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcpAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 1 1 3
AcyAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 16
Aci Acropora digitifera コユビミドリイシ 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 14
AcAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 1 3
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 6 1 1 3 4 1 1 2 2 2 1 3 3 2 2 3 1 38
Acu Acropora humilis ツツユビミドリイシ 1 1 1 4 2 1 10
Acy Acropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 4 2 2 3 3 1 3 4 2 1 2 2 1 3 1 3 2 1 1 1 1 1 1 3 49
Acu Acropora lutkeni イボユビミドリイシ 1 1
AcaAcropora magnifica 0
AciAcropora microclados 0
AciAcropora microphthalma コエダミドリイシ 2 1 2 2 7
Acm Acropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1 1 3
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 15
AcoAcropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 1 3 2 2 2 2 1 1 15
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 2 1 3
AcnAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 1
AcaAcropora valida ホソエダミドリイシ 2 1 1 1 2 7
Aca Acropora vaughani ボーンミドリイシ 1 1 1 1 4

Acropora sp ミドリイシ属の1種 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 2 2
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0

obGoniopora lobata ハナガササンゴ 2 1 1 2 6
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0

ae Pavona venosa シコロキクメイシ 1 1
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 1 3

ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0
Lobophyllia sp. ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属の１種 1

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0

avFavia favus スボミキクメイシ 1 1 2
aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 1 2 1 4
at Favia stelligera ホシキクメイシ 1 1

Favia sp キクメイシ属の1種 1 1
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

oeGoniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 2 1 1 4
oeGoniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 1 1 1 4
Goniastrea ｓｐ コカメノコキクメイシ属の1種 1 1 2
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0
Platygyra ｓｐ ノウサンゴ属の1種 1 1
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0

MaMontastrea magnistellata オオマルキクメイシ 1 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yiCyphastrea microphthalma トゲキクメイシ 1 1
ye Cyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 1 1 2
Mx Millepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 2 1 1 1 6

出現群体数 11 19 7 12 5 13 1 6 10 15 5 7 12 11 1 1 15 3 8 5 7 8 5 9 13 9 15 7 9 10 252

造礁サンゴ出現群体数

保存区2
コドラートNo

St.

 



80 

付表２（３） 群体数調査結果（保存区 St.３）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

12 6 12 4 10 5 11 5 2 4 7 7 11 4 8 17 15 9 9 11 9 5 8 6 6 14 3 5 5 6 234

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1
oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 2 2
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 2 1 3
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 3 1 4 1 9

Seriatopora sp. トゲサンゴ属の１種 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 2 2 2 3 1 4 15
Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 3 4
MonMontipora incrassata 1 1
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1 2
MomiMontipora millepora ミレポラコモンサンゴ 1 1
MomoMontipora mollis モリスコモンサンゴ 2 2
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 1 1
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 1 1 2

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 1
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 1 1 1 1 2 6
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 8 2 4 2 7 3 9 1 2 3 5 3 8 1 5 5 8 1 1 5 1 3 4 1 9 101
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 2 2
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 4 1 1 2 1 1 1 11
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 2 3
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1 1 1 4
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 2 2
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 1 1 1 1 1 7
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 1 2
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 2

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 1 1 1 2 1 2 9
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 1 1
PoePorites negrosensis ネグロスハマサンゴ 1 1
PooPorites solida オオハマサンゴ 1 1

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 3 1 4
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0

PsupPsammocora superficialis ベルベットサンゴ 1 1
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0

aaPavona varians シワシコロサンゴ 1 1
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uepFungia repanda マルクサビライシ 1 1
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 1 3

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

Gas Galaxea astreata チビアザミサンゴ 1 1
GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 2

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0

aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 1 1 2
ateFavia stelligera ホシキクメイシ 1 1

Favia sp キクメイシ属の1種 2 2
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 1 2
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1 2
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 1

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0
Platygyra ｓｐ ノウサンゴ属の1種 2 2
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 1 3
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 1 1 1 5
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 1 1

出現群体数 12 6 12 4 10 5 11 5 2 4 7 7 11 4 8 17 15 9 9 11 9 5 8 6 6 14 3 5 5 6 234

St.

コドラートNo

保存区3

造礁サンゴ出現群体数
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付表２（４） 群体数調査結果（保存区 St.4）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

13 16 10 16 9 8 8 12 12 14 12 13 10 12 11 6 19 13 8 31 10 11 11 6 13 4 12 9 9 7 340

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 3 1 1 1 2 1 1 2 1 1 15
oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 1 1
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1 1 3
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 3 1 4
MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 1 1 2
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 1 1

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcuAcropora acuminata ハイスギミドリイシ 1 1 1 2 5 2 12
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 3 3 2 4 1 3 2 4 3 1 3 2 1 32
AcxcAcropora excelsa 0
AcxqAcropora exquisita 1 1 2 1 5
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 2 1 2 1 1 2 1 2 2 4 3 22
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 3 1 3 1 4 1 3 1 6 1 4 1 4 1 4 1 5 1 3 20 4 8 4 1 4 1 4 1 3 1 99
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 1 5 3 4 1 3 1 8 3 1 3 6 1 1 1 1 1 4 49

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 2 2 1 3 1 1 3 1 1 3 1 4 5 2 2 1 1 5 1 1 2 1 45
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 1
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 2

ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Ctenactis 0
tecCtenactis echinata トゲクサビライシ 1 1 2
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 1 1
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 2
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 3 5 2 1 1 1 1 1 15
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 1 1 1 3
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 4 3 2 1 2 2 1 2 1 18

Millepora sp. 4 1
出現群体数 13 16 10 16 9 8 8 12 12 14 12 13 10 12 11 6 19 13 8 31 10 11 11 6 13 4 12 9 9 7 340

造礁サンゴ出現群体数

保存区4
コドラートNo

St.
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付表２（5） 群体数調査結果（保存区 St.5）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

15 10 14 12 14 13 12 8 11 13 14 8 3 11 5 5 10 5 5 2 7 9 6 22 7 18 3 9 6 16 293

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 1 2
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1
MoeMontipora peltiformis イタイボコモンサンゴ 1 1 1 3
MoubMontipora tuberculosa ヒメイボコモンサンゴ 1 1 2
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 1 1 2

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0
Acu Acropora austera コイボミドリイシ 1 1
AczuAcropora azurea 0
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 1 1 3
AcytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 1 1 2
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 2 1 3 2 1 1 1 2 1 1 5 2 2 24
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 2
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 2 4 1 1 3 1 2 1 2 1 3 1 1 1 4 3 2 2 2 3 2 1 2 4 1 5 55
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 5 2 5 4 8 7 5 3 4 10 1 3 5 3 3 4 3 2 1 4 3 3 4 1 7 1 2 2 5 110
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 1 3 4
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 2 1 2 1 6
AcasAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 2 1 3 1 4 3 15
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 2 2 1 3 2 1 1 1 1 1 1 16
AcaAcropora palifera ニオウミドリイシ 1 1 1 2 1 1 7
Aco Acropora polystoma タバネミドリイシ 1 1
AcobAcropora robusta ヤスリミドリイシ 1 1 2
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 3 3
AconAcropora yongei ヤングミドリイシ 1 1

Acropora sp ミドリイシ属の1種 2 1 1 1 1 3 1 1 11
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ属　Coscinaraea 0

Cox Coscinaraea exesa ハシラヤスリサンゴ 1 1
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0

aaPavona varians シワシコロサンゴ 1 1
aenPavona venosa シコロキクメイシ 1 1
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0

acpePachyseris speciosa リュウモンサンゴ 1 1 2
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0

EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 1 1
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0

ya Symphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 1 1
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属　Hydnophora 0

Hyx Hydnophora exesa トゲイボサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0
Favia sp キクメイシ属の1種 2 2

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0
PlinPlatygyra pini ヒメノウサンゴ 1 1
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 2
出現群体数 15 10 14 12 14 13 12 8 11 13 14 8 3 11 5 5 10 5 5 2 7 9 6 22 7 18 3 9 6 16 293

St.

コドラートNo

保存区5

造礁サンゴ出現群体数
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付表２（６） 群体数調査結果（再生区 St.１）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

9 6 12 8 5 6 11 4 8 10 10 9 13 6 7 8 5 5 1 6 2 13 5 10 4 15 1 8 4 15 226
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoltMontipora altasepta 1 3 3 7
MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 3 1 1 3 2 10
MoisMontipora hispida トゲコモンサンゴ 1 1
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 3 3 4 2 2 4 1 3 5 2 3 5 2 4 6 4 5 1 6 2 13 4 9 2 15 1 7 4 15 137

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 1
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 1 2 1 1 4 3 1 1 15
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 1
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 1 2
AcasAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 1 1 4
AcaAcropora palifera ニオウミドリイシ 1 1
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 2

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 4 2 3 3 2 4 3 2 3 2 2 1 2 1 34
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 1 2 2 5
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 1 3
出現群体数 9 6 12 8 5 6 11 4 8 10 10 9 13 6 7 8 5 5 1 6 2 13 5 10 4 15 1 8 4 15 226

St.

コドラートNo

再生区1

造礁サンゴ出現群体数
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付表２（７） 群体数調査結果（再生区 St.2）
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
6 13 5 20 5 26 16 25 13 35 10 35 6 15 3 17 3 19 9 20 11 20 5 7 16 24 7 13 16 19 439

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella
mStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 1 1 2
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

amPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 1 3
e Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0
y Seriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1 1 2 1 1 3 10
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0
isStylophora pistillata ショウガサンゴ 1 1
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

enMontipora venosa コモンサンゴ 1 1 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

spAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 1
ruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 1
arAcropora carduus ツツミドリイシ 1 1
erAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 1
ytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 1 1
lsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 2 2 3 2 1 1 1 1 3 16

or Acropora formosa スギノキミドリイシ 2 2 1 4 1 5 3 4 2 5 2 1 1 3 6 7 1 1 1 1 4 57
raAcropora grandis クロマツミドリイシ 1 1
onAcropora longicyathus オオヅツミドリイシ 1 1

mi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 1 3 2 4 4 3 3 9 1 2 4 8 4 4 5 5 63
miAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1 2 4
asAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1
obAcropora nobilis トゲスギミドリイシ 1 2 1 1 1 3 2 11
u Acropora pulchra オトメミドリイシ 2 1 1 4
elAcropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 1 1 1 1 6
ubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 1 1
enAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 1
auAcropora vaughani ボーンミドリイシ 1 2 1 4

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 3 1 6 1 1 2 2 2 2 1 2 5 1 3 33
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0

raAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 1 1
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 1 1

ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0
acPavona cactus サオトメシコロサンゴ 1 1 2
ecPavona decussata シコロサンゴ 1 1 2
roPavona frondifera コノハシコロサンゴ 1 1 7 1 23 21 7 8 2 71
enPavona venosa シコロキクメイシ 1 1 1 1 4
p.Pavona sp. シコロサンゴ属の1種 1 1 1 3
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ属　Coeloseris 0
a Coeloseris mayeri ヨロンキクメイシ 1 1
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0

ugPachyseris rugosa シワリュウモンサンゴ 1 1
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0
oFungia moluccensis ネジレクサビライシ 1 1
cuFungia scutaria クサビライシ 1 1
vaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 1 1 1 1 5

Fungia sp クサビライシ属の1種 2 2
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

asGalaxea fascicularis アザミサンゴ 2 1 1 4
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0

o Acrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 1 1
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0

spEchinophyllia aspera  キッカサンゴ 1 1
rpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 1 1 1 3
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0

emLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 1 1
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0

mMerulina ampliata サザナミサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0
a Favia pallida ウスチャキクメイシ 1 1 2
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0
Favites ｓｐ カメノコキクメイシ属の1種 2 2

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0
e Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1
etGoniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 1 2

Goniastrea ｓｐ コカメノコキクメイシ属の1種 1 1
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0
Platygyra ｓｐ ノウサンゴ属の1種 1 1

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0
erCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 11
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0

rrTurbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

di Millepora dichotoma アナサンゴモドキ 2 3 1 2 3 1 2 3 17
xaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 3 1 6 12 2 3 3 2 1 1 2 1 4 3 1 2 2 3 52
nMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 1 2

muMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 1 1
enMillepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 2 1 2 1 6

Millepora sp. アナサンゴモドキ属の一種 1 3 1 1 1 7
出現群体数 6 13 5 20 5 26 16 25 13 35 10 35 6 15 3 17 3 19 9 20 11 20 5 7 16 24 7 13 16 19 439

造礁サンゴ出現群体数

再生区2
コドラートNo

St.
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付表２（８） 群体数調査結果（再生区 St.３）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

0 4 9 1 4 7 1 7 2 1 2 2 3 1 1 8 6 10 4 9 4 6 5 4 3 7 1 5 2 6 117
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 1 1 2
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 1 1
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 1 1 1 5
oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 2 1 1 2 1 1 1 2 1 13
Seriatopora sp トゲサンゴ属の一種 1 1

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0
Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 3 3 2 1 9
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 2
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 1 2

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 1 1 3 1 1 8
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 1 1
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0
Goniopora ｓｐ ハナガササンゴ属の1種 1 1 2 4

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 1 1
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0

ap Pavona sp. シコロサンゴ属の1種 2 2
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 1 2
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 13
ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Ctenactis 0

tecCtenactis echinata トゲクサビライシ 1 1
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

Gas Galaxea astreata チビアザミサンゴ 1 1
GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 2

ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0

EcspEchinophyllia aspera  キッカサンゴ 1 1
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0

eaePectinia paeonia レースウミバラ 1 1
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0

ya Symphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 1 1
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属　Hydnophora 0

Hyx Hydnophora exesa トゲイボサンゴ 1 1
MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 1 1 2

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0
Favia sp キクメイシ属の1種 1 1
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vb Favites abdita カメノコキクメイシ 1 1
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0
Goniastrea ｓｐ コカメノコキクメイシ属の1種 1 1 1 3
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0

MouMontastrea curta マルキクメイシ 1 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 1 1
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 1 1 4

Cyphastrea sp トゲキクメイシ属の1種 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 1 1 1 1 4
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 4 3 2 3 1 1 14
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 1
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 2 3 1 6
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 1 1

Millepora  sp. アナサンゴモドキ属の一種 1 2 1 1 2 1
出現群体数 0 4 9 1 4 7 1 7 2 1 2 2 3 1 1 8 6 10 4 9 4 6 5 4 3 7 1 5 2 6 117

造礁サンゴ出現群体数

再生区3
コドラートNo

St.
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付表２（９） 群体数調査結果（再生区 St.4）
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
11 17 18 20 33 27 16 23 17 26 21 25 10 30 7 17 13 24 9 23 10 20 32 20 20 17 21 17 20 17 558

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella

StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 1 1
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 1 1 2 1 1 1 9
oe Pocillopora meandrina チリメンハナヤサイサンゴ 1 1 1 3

Pocillopora ｓｐ. ハナヤサイサンゴ属の一種 1 3 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 1 1
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 1 1
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 1 2 3 1 1 1 2 11
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 1 1

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcuAcropora acuminata ハイスギミドリイシ 1 1 2 2 6
AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 2 1 4
Acu Acropora austera コイボミドリイシ 1 1
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 2 4 2 1 10
AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 1 6 3 1 1 12
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 1 2 4
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 1 1 6 1 1 2 5 4 3 4 1 6 2 2 3 3 1 4 7 4 4 4 1 72
AcxqAcropora exquisita 2 1 3 1 1 4 1 1 2 1 1 18
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 3 5 4 3 1 2 1 1 20
AcraAcropora grandis クロマツミドリイシ 2 2
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 1 1
Aca Acropora latistella キクハナガサミドリイシ 1 1 1 1 4
AconAcropora longicyathus オオヅツミドリイシ 1 1 2
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 1 1 2 4 4 5 8 2 3 2 1 1 4 2 5 2 4 3 4 1 60
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 2 1 3 7
AcasAcropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 2 1 2 1 1 1 10
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 3 2 1 1 1 8
AcaAcropora parilis 1 1
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 1 1
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 1 1 1 2 1 1 9
AcubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 1 1 2
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 13

Acropora sp ミドリイシ属の1種 2 3 3 1 2 4 3 1 1 2 2 1 2 2 29
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0

AsraAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 1 1
AsmyAstreopora myriophthalma アナサンゴ 2 1 1 4

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

PottPorites attenuata ベルベットエダハマサンゴ 1 1
PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 1 2 6 1 2 1 1 1 1 1 2 1 2 4 26
PoePorites negrosensis ネグロスハマサンゴ 2 2

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 2 1 3
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0
Goniopora ｓｐ ハナガササンゴ属の1種 1 1 2

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 1 1
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0

aaPavona varians シワシコロサンゴ 2 1 2 1 1 1 8
aenPavona venosa シコロキクメイシ 1 2 1 2 1 7
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ属　Coeloseris 0

Coa Coeloseris mayeri ヨロンキクメイシ 1 1
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uonFungia concinna ヒラタクサビライシ 1 2 1 2 6
ucuFungia scutaria クサビライシ 1 1 1 3
uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 1

Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 1 2 5
ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 2 3 7
Galaxea ｓｐ. アザミサンゴ属の一種 3 7 2 1 1 1 2
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 0

AcoAcrhelia horrescenes エダアザミサンゴ 2 1 4 5 7 1 1 6 1 7 1 3 1 1 3 1 3 3 10 4 1 4 3 4 2 79
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0

EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 1 1
ｱﾅｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Oxypora 0
Oxypora ｓｐ アナキッカサンゴ属の一種 1 1 2
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0

eaePectinia paeonia レースウミバラ 1 1
Pectinia sp スジウミバラ属の一種 1

ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0
Lobophyllia ｓｐ. ハナガタサンゴ属の一種 2 2

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0
Merulina ｓｐ. サザナミサンゴ属の一種 1 1

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ属　Caulastrea 0

CaurCaulastrea furcata ネジレタバネサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0

aheFavia helianthoides ウモレキクメイシ 1 1
aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 1 1 2 2 2 2 1 1 1 13

Favia sp キクメイシ属の1種 1 1 2
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ属　Barabattoia 0

BamBarabattoia amicorum バラバットサンゴ 1 1
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 1
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1 1 1 1 3 1 9
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 1 1 3

Goniastrea ｓｐ コカメノコキクメイシ属の1種 1 1 2
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0

PlinPlatygyra pini ヒメノウサンゴ 2 2
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 1 1

ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0
Montastrea ｓｐ マルキクメイシ属の一種 1 1
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 0

Leu Leptastrea purpurea ルリサンゴ 1 1 2
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

Cyh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 1 2 1 1 5
CyerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 2 1 1 1 1 1 9

ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinopora 0
EcmEchinopora gemmacea オオリュウキュウキッカサンゴ 1 1 2
EcaEchinopora pacificus タイヨウリュウキュウキッカサンゴ 1 1
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0

TurrTurbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 1 1 2
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 2 1 1 1 1 6
Millepora ｓｐ アナサンゴモドキ属の一種 2 1 1 4

出現群体数 11 17 18 20 33 27 16 23 17 26 21 25 10 30 7 17 13 24 9 23 10 20 32 20 20 17 21 17 20 17 558

造礁サンゴ出現群体数

再生区4
コドラートNo

St.
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付表２（１０） 群体数調査結果（再生区 St.5） 
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
24 49 38 42 38 40 38 40 38 45 16 35 41 30 21 24 22 39 20 35 23 31 15 27 10 44 19 28 16 23 911

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 1 1 1 3
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 1 1 2
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 2
oydPocillopora eydouxi ヘラジカハナヤサイサンゴ 1 1
oe Pocillopora meandrina チリメンハナヤサイサンゴ 1 1 2

Pocillopora ｓｐ ハナヤサイサンゴ属の一種 1 5 6
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 1 1 1 1 2 1 1 2 10
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0

Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 1 1 1 1 4
Stylophora ｓｐ ショウガサンゴ属の一種 1 1

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

Moa Montipora caliculata コクボミコモンサンゴ 1 1
MoanMontipora danae デーナイボコモンサンゴ 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 14
Mof Montipora efflorescens シモコモンサンゴ 1 1 4 1 2 4 1 1 1 1 1 3 2 1 1 1 26
Mor Montipora grisea グリセアコモンサンゴ 1 1
MooMontipora hoffmeisteri 2 1 1 2 7 2 1 1 1 2 1 1 22
MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1 2 1 1 6
MomiMontipora millepora ミレポラコモンサンゴ 1 1 1 3 1 1 1 3 2 14
MomoMontipora mollis モリスコモンサンゴ 1 1 1 1 4
MooMontipora monasteriata コイボコモンサンゴ 2 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1 2 17
MoteMontipora stellata トゲエダコモンサンゴ 1 1 2
MoubMontipora tuberculosa ヒメイボコモンサンゴ 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 14
MourMontipora turgescens アバタコモンサンゴ 4 3 1 1 6 2 2 3 1 1 2 4 1 4 5 4 1 45
MoenMontipora venosa コモンサンゴ 1 1 2 3 1 3 1 1 1 14
Moe Montipora verrucosa イボコモンサンゴ 1 2 1 2 2 1 2 1 12

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1 1 4 1 8
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 1 1 2
AcivAcropora divaricata ヤッコミドリイシ 1 1 2
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1 2
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 1 1
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 1 1 1 1 1 1 1 8
AcaAcropora palifera ニオウミドリイシ 1 1 1 3
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 1 1 1 5
AcnAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 1 1 1 2 3 1 1 10
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 1 1

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 2 1 1 1 1 3 2 1 1 3 1 5 3 1 2 1 2 2 34
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 0

AsraAstreopora gracilis センベイアナサンゴ 2 3 3 2 1 1 1 2 2 17
AsmyAstreopora myriophthalma アナサンゴ 3 1 2 3 1 2 2 2 4 2 4 1 2 1 5 1 3 1 2 3 9 1 2 2 3 62

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

Pou Porites australiensis ハマサンゴ 1 1 1 3
PocPorites lichen ベニハマサンゴ 2 1 1 1 1 1 2 9
PoobPorites lobata フカアナハマサンゴ 1 1
PoutPorites lutea コブハマサンゴ 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 14
PoigPorites nigrescens アミメハマサンゴ 1 1

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 3 1 3 3 1 1 1 2 15
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 0
Goniopora ｓｐ ハナガササンゴ属の1種 1 1 2

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0

PsroPsammocora profundacella アミメサンゴ 2 2
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris 0

acpePachyseris speciosa リュウモンサンゴ 1 1 2
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0

uvaFungia valida ノコギリクサビライシ 1 1
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 4 1 6

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1 1 1 2 1 7
ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae 0
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 0

EcspEchinophyllia aspera  キッカサンゴ 1 1
EcrpEchinophyllia orpheensis アバレキッカサンゴ 1 1 1 1 1 5

Echinophyllia ｓｐ キッカサンゴ属の一種 2 1 1 1 5
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 0

elcPectinia alcicornis アザミウミバラ 1 1
eaePectinia paeonia レースウミバラ 1 1 1 3
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 0

oo Lobophyllia corymbosa マルハナガタサンゴ 1 1
omLobophyllia hemprichii オオハナガタサンゴ 1 1
oacLobophyllia pachysepta イボハナガタサンゴ 1 1

Lobophyllia sp ハナガタサンゴ属の1種 2 1 1 1 1 6
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0

ya Symphyllia valenciennesii ハナガタサンゴ 1 1 1 1 4
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 0

MemMerulina ampliata サザナミサンゴ 1 1 2 1 5
Merulina ｓｐ サザナミサンゴ属の一種 1 1

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ属　Caulastrea 0

CaurCaulastrea furcata ネジレタバネサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0

aavFavia favus スボミキクメイシ 5 3 6 2 2 1 1 1 2 23
aheFavia helianthoides ウモレキクメイシ 1 1 2
aaFavia pallida ウスチャキクメイシ 11 6 3 13 11 1 7 2 5 5 4 7 8 6 10 5 2 106
apeFavia speciosa キクメイシ 1 1 2
ateFavia stelligera ホシキクメイシ 1 1

Favia sp キクメイシ属の1種 1 3 3 7 4 2 1 5 3 3 1 2 35
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 2 1 1 1 1 2 1 9
Favites ｓｐ カメノコキクメイシ属の1種 2 3 5
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 1 1
Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 8 6 1 3 4 3 8 2 3 3 3 1 3 3 1 7 2 6 3 3 6 3 1 4 87
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 3 2 3 1 1 3 2 3 1 20

Goniastrea ｓｐ コカメノコキクメイシ属の1種 1 1 4 1 7
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0

PlaePlatygyra daedalea ヒラノウサンゴ 1 1 1 3
Platygyra ｓｐ ノウサンゴ属の1種 1 1 2
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea 0

MouMontastrea curta マルキクメイシ 1 1 2 3 1 1 9
Moa Montastrea magnistellata オオマルキクメイシ 1 1

ﾀﾞｲｵｳｻﾝｺﾞ属　Diploastrea 0
ieDiploastrea heliopora ダイオウサンゴ 1 1
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 0

Leu Leptastrea purpurea ルリサンゴ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 11
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 2 1 1 5 1 1 1 1 13
yeCyphastrea decadia エダトゲキクメイシ 1 1 1 2 1 1 1 8
yapCyphastrea japonica ニホントゲキクメイシ 0
yerCyphastrea serailia フカトゲキクメイシ 1 1 1 1 1 1 2 8

Cyphastrea sp トゲキクメイシの1種 1 2 1 1 1 6
ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0

TuoTurbinaria frondens ウネリスリバチサンゴ 1 1
TurrTurbinaria irregularis ツツスリバチサンゴ 1 1 3 6 1 3 1 1 17
TueTurbinaria mesenterina スリバチサンゴ 1 1 1 1 4
TuenTurbinaria reniformis ヨコミゾスリバチサンゴ 1 2 3

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 1 1
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 2 1 2 1 1 1 1 1 2 13
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 3 3 1 3 2 1 1 1 1 3 1 3 24
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 3 1 1 5
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 1 2 1 4

Millepora sp. アナサンゴモドキ属の１種 1 1
出現群体数 24 49 38 42 38 40 38 40 38 45 16 35 41 30 21 24 22 39 20 35 23 31 15 27 10 44 19 28 16 23 911

St.

コドラートNo

再生区5

造礁サンゴ出現群体数
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付表２（１１） 群体数調査結果（再生区 St.6）
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
2 4 2 4 0 2 0 1 1 4 2 1 5 2 2 4 3 3 0 4 3 5 0 3 1 3 2 2 2 3 68

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella

StmStylocoeniella armata ヒメムカシサンゴ 1 1
StueStylocoeniella guentheri ムカシサンゴ 1 1 2 4
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oamPocillopora damicornis ハナヤサイサンゴ 1 1 2
Pocillopora ｓｐ ハナヤサイサンゴ属の一種 1 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 2 2
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0

Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 1 1
ﾊﾟﾗｵｻﾝｺﾞ属　Palauastrea 0

amPalauastrea ramosa パラオサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoigMontipora digitata エダコモンサンゴ 1 1 2
MooMontipora monasteriata コイボコモンサンゴ 1 1

Montipora ｓｐ コモンサンゴ属の1種 1 1 1 1 1 1 6
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

AcspAcropora aspera ヒメマツミドリイシ 1 1
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1
Acu Acropora pulchra オトメミドリイシ 1 1

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 1 1 3
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 2 1 3

ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae 0
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 0
Pavona sp シコロサンゴ属の一種 1 1

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1 2

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0
Favia sp キクメイシ属の1種 1 1
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 1
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 0
Leptastrea ｓｐ ルリサンゴ属の一種 1 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0

yh Cyphastrea chalcidicum コトゲキクメイシ 1 1
Cyphastrea sp トゲキクメイシの1種 1 1

ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae 0
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 0
Turbinaria ｓｐ スリバチサンゴ属の一種 1 1

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 1 1 1 2 1 2 2 3 1 1 3 2 1 3 26
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 2 1 3
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 1 1

Millepora tenella アナサンゴモドキ属の一種 2 1 1 2
出現群体数 2 4 2 4 0 2 0 1 1 4 2 1 5 2 2 4 3 3 0 4 3 5 0 3 1 3 2 2 2 3 68

St.

コドラートNo

再生区6

造礁サンゴ出現群体数
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付表２（１２） 群体数調査結果（実証区 St.1）
計

1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R
1 8 2 5 5 5 4 3 2 4 3 6 2 1 3 4 8 4 8 11 3 10 4 3 7 6 8 1 6 1 138

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MoeqMontipora aequituberculata チヂミウスコモンサンゴ 1 1
Mor Montipora grisea グリセアコモンサンゴ 1 1

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 1
AcytAcropora cytherea ハナバチミドリイシ 1 1 1 1 1 5
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 1 2 2 1 1 3 3 3 16
AcloAcropora florida サボテンミドリイシ 2 2
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 1 8 1 2 2 2 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 1 3 6 1 1 1 2 1 3 1 2 1 54
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 1 1
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 3 3 3 1 1 1 1 3 1 2 2 2 1 2 1 28
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 1 2 2 1 6
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 2 1 3
AcaAcropora valida ホソエダミドリイシ 1 1

Acropora sp ミドリイシ属の1種 1 4 1 1 3 10
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0
Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 1 1

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ属　Barabattoia 0

BamBarabattoia amicorum バラバットサンゴ 1 1
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1 1 3
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0

PlaPlatygyra yaeyamaensis ヤエヤマノウサンゴ 1 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 0
Cyphastrea sp トゲキクメイシの1種 1 1

出現群体数 1 8 2 5 5 5 4 3 2 4 3 6 2 1 3 4 8 4 8 11 3 10 4 3 7 6 8 1 6 1 138

造礁サンゴ出現群体数

実証区1
コドラートNo

St.
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付表２（１３） 群体数調査結果（実証区 St.3）

計
1L 1R 2L 2R 3L 3R 4L 4R 5L 5R 6L 6R 7L 7R 8L 8R 9L 9R 10L 10R 11L 11R 12L 12R 13L 13R 14L 14R 15L 15R

19 34 8 7 20 27 20 11 16 5 8 3 9 2 14 9 7 9 7 16 9 12 12 7 5 5 11 3 7 8 328
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae 0
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 0

oe Pocillopora verrucosa イボハダハナヤサイサンゴ 1 1 2
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 0

SeaSeriatopora caliendrum フトトゲサンゴ 1 1
SeySeriatopora hystrix トゲサンゴ 3 3 1 2 1 10

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 0
Sti Stylophora pistillata ショウガサンゴ 2 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 0

MonfMontipora informis ノリコモンサンゴ 1 1
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 0

Acu Acropora austera コイボミドリイシ 1 1
AcruAcropora brueggemanni フトエダミドリイシ 1 2 3
AcarAcropora carduus ツツミドリイシ 1 1
AcerAcropora cerealis ムギノホミドリイシ 1 1
AcigAcropora digitifera コユビミドリイシ 2 1 1 4
AcivAcropora divaricata ヤッコミドリイシ 1 1 3 1 6
AclsAcropora elseyi マルヅツミドリイシ 1 1
AcrAcropora formosa スギノキミドリイシ 2 1 2 1 1 1 1 1 1 11
AcmAcropora gemmifera オヤユビミドリイシ 2 2
AcumAcropora humilis ツツユビミドリイシ 1 1
AcyaAcropora hyacinthus クシハダミドリイシ 1 4 1 1 1 8
Acmi Acropora microphthalma コエダミドリイシ 1 1 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 16
AcmiAcropora millepora ハイマツミドリイシ 1 1
AcoAcropora monticulosa サンカクミドリイシ 1 1
AcanAcropora nana スゲミドリイシ 1 1
Aca Acropora nasuta ハナガサミドリイシ 1 4 1 3 1 1 1 1 13
Aco Acropora nobilis トゲスギミドリイシ 3 3 1 6 3 2 3 1 4 1 4 1 4 4 2 1 2 10 1 2 2 1 1 1 4 1 4 1 73
Ace Acropora selago タチハナガサミドリイシ 1 1 2
AcubAcropora subglabra ホソヅツミドリイシ 1 1
AcenAcropora tenuis ウスエダミドリイシ 2 2 2 3 1 1 1 1 1 1 15
AcauAcropora vaughani ボーンミドリイシ 4 4
AcerAcropora verweyi 1 1 1 1 1 1 1 1 8
AconAcropora yongei ヤングミドリイシ 1 2 2 2 4 1 1 1 1 4 19

Acropora sp ミドリイシ属の1種 4 1 3 1 3 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 27
ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 0

PottPorites attenuata ベルベットエダハマサンゴ 1 1 1 3
PoyPorites cylindrica ユビエダハマサンゴ 1 1 1 3
PooPorites horizontalata クボミハマサンゴ 2 2
PocPorites lichen ベニハマサンゴ 1 1
PoobPorites lobata フカアナハマサンゴ 1 1
PouPorites rus パラオハマサンゴ 1 1

Porites ｓｐ ハマサンゴ属の1種 1 1
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae 0
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora 0

Pso Psammocora contigua ヤッコアミメサンゴ 2 2
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae 0
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 0
Fungia sp クサビライシ属の1種 1 1

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea 0

GaasGalaxea fascicularis アザミサンゴ 1 1
ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae 0
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia 0

yecSymphyllia recta ホソダイノウサンゴ 1 1
ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae 0
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 0

ateFavia stelligera ホシキクメイシ 1 1 2
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 0

vaFavites halicora マルカメノコキクメイシ 1 1
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 0

GodwGoniastrea edwardsi ヒラカメノコキクメイシ 1 1 2
Goe Goniastrea pectinata コカメノコキクメイシ 1 1
Goe Goniastrea retiformis コモンキクメイシ 1 1

ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 0
PloPlatygyra contorta ミダレノウサンゴ 1 1
PlnPlatygyra sinensis シナノウサンゴ 1 1
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae 0
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 0

MdiMillepora dichotoma アナサンゴモドキ 1 1 1 3 6
MxaMillepora exaesa カンボクアナサンゴモドキ 1 1 1 1 1 1 1 1 8
MnMillepora intricata ホソエダアナサンゴモドキ 1 2 3 2 2 1 2 1 1 1 16
MmuMillepora murrayi ヒメアナサンゴモドキ 2 1 1 3 3 1 1 3 1 16
MlaMillepora platyphylla イタアナサンゴモドキ 2 1 3
Me Millepora tenella ヤツデアナサンゴモドキ 3 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 17

Millepora sp. アナサンゴモドキ属の１種 1 1 2
出現群体数 19 34 8 7 20 27 20 11 16 5 8 3 9 2 14 9 7 9 7 16 9 12 12 7 5 5 11 3 7 8 328

造礁サンゴ出現群体数

実証区3
コドラートNo

St.
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付表３ 稚サンゴ調査結果  

科名 属名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 1 3
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科　Astrocoeniidae

ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属　Stylocoeniella 1 1
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科　Pocilloporidae

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属　Pocillopora 1 6 2 5 5 6 2 1
ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属　Seriatopora 1 2 1 3 1
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属　Stylophora 1
ﾊﾟﾗｵｻﾝｺﾞ属　Palauastrea 1

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科　Acroporidae
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Montipora 8 2 2 1 1 7 2
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属　Acropora 2 72 8 15 6 1 34 7 27 32 3 67 7
ｱﾅｻﾝｺﾞ属　Astreopora 4

ﾊﾏｻﾝｺﾞ科　Poritidae
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属　Porites 1 1 4 1 1 2 5 2
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属　Goniopora 4 1

ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科　Siderastreidae
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属　Psammocora
ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ属　Coscinaraea

ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科　Agariciidae
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属　Pavona 2 2 1
ｾﾝﾍﾞｲｻﾝｺﾞ属　Leptoseris
ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ属　Gardineroseris
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ属　Coeloseris
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属　Pachyseris

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ科　Fungiidae
ﾏﾝｼﾞｭｳｲｼ属　Cycloseris
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Fungia 1 1 2 11 1 1 1 1
ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属　Ctenactis
ｶﾜﾗｻﾝｺﾞ属　Lithophyllon

ﾋﾞﾜｶﾞﾗｲｼ科　Oculinidae
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属　Galaxea
ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属 Acrhelia 17

ｳﾐﾊﾞﾗ科　Pectiniidae
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinophyllia 1 1 5
ｱﾅｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Oxypora 2
ｳｽｶﾐｻﾝｺﾞ属　Mycedium
ｳﾐﾊﾞﾗ属　Physophyllia
ｽｼﾞｳﾐﾊﾞﾗ属　Pectinia 1

ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科　Mussidae
ﾀﾊﾞｻﾝｺﾞ属　Blastomussa
ｺﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Cynaria
ｱｻﾞﾐﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Scolymia
ﾋﾗｻﾝｺﾞ属　Australomussa
ｵｵﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Acanthastrea
ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属　Lobophyllia 1
ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属　Symphyllia

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科　Merulinidae
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属　Hydnophora
ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Merulina 1 1
ｵｵｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属　Scapophyllia

ｷｸﾒｲｼ科　Faviidae

ﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ属　Caulastrea
ｷｸﾒｲｼ属　Favia 3 4 2 1 2 31
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ属　Barabattoia
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Favites 1 2
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属　Goniastrea 2 1 3 2 7
ﾉｳｻﾝｺﾞ属　Platygyra 1 2 1
ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ属　Leptoria
ｵｵﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ属　Oulophyllia
ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Montastrea
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属　Oulastrea
ｺﾏﾙｷｸﾒｲｼ属　Plesiastrea
ﾀﾞｲｵｳｻﾝｺﾞ属　Diploastrea
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属　Leptastrea 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属　Cyphastrea 1 6
ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属　Echinopora

ﾋﾕｻﾝｺﾞ科　Trachyphylliidae
ﾋﾕｻﾝｺﾞ属　Trachyphyllia

ﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ科　Caryophylliidae
ﾅｶﾞﾚﾊﾅｻﾝｺﾞ属　Euphyllia
ｵｵﾅｶﾞﾚﾊﾅｻﾝｺﾞ属　Catalaphyllia
ﾐｽﾞﾀﾏｻﾝｺﾞ属　Plerogyra
ｵｵﾊﾅｻﾝｺﾞ属　Physogyra

ｷｻﾝｺﾞ科　Dendrophylliidae
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属　Turbinaria 1

ｱｵｻﾝｺﾞ科　Helioporidae
ｱｵｻﾝｺﾞ属　Heliopora

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科　Milleporidae
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属　Millepora 2 2 6 1 24 12 4 1 5 3 2

5 96 25 24 8 3 70 52 67 105 24 71 10
0.2 3.2 0.8 0.8 0.3 0.1 2.3 1.7 2.2 3.5 0.8 2.4 0.3

稚サンゴ数（群体数）

密度（群体数/㎡）
合計

保存区 再生区 実証区
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付表 4（1） 識別群体測定結果（㎝） 

水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数 水平a 水平ｂ 備考 水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数

a 38 37
ｂ
a
ｂ
a 81 42
ｂ 17 22
a 60 57
ｂ
a 43 53 Ac
ｂ
a 289 258
ｂ
a
ｂ
a 30 30 15 22 30
ｂ 20 20 15 23 6
a
ｂ
a 15 15 20 24 5
ｂ 20 17 20 25 8
a 10 7 2 5 3 72 43 Ac
ｂ 16 10 12 6 8 94 86
a 35 15 20 27-10 15 35 36 Ac
ｂ 22 17 15 23-17 8 24 18 Ac
a 15 10 15 7 4 66 60
ｂ 23 25 20 9
a 25 30 25 27-16 19 20 15
ｂ 35 30 25 26 13 18 12 Ac
a 15 13 12 8 4
ｂ 15 10 15 9 4
a 40 30 20 27 21
ｂ 30 23 10 28 6
a 25 10 15 10 4
ｂ 30 10 15 11 6
a 10 2 15 29 2 49 42
ｂ 67 40 25 30 25 106 81
a 25 20 15 12 5 10 7 7 5 13
ｂ 25 15 18 13 11 5 5 6 6 3
a 20 12 15 21 6 85 80
ｂ 27 10 20 1 10
a 20 15 20 14 4 210 210 Ac 2 2 6 7 3
ｂ 20 22 15 15 7 13 7 8 8 21
a 18 17 15 2 7 70 40
ｂ 7 2 12 26-21 3 30 30
a 25 18 15 16 13 42 50
ｂ 30 25 15 17 14
a 7 7 12 3 2 170 150 Ac
ｂ 35 15 15 4 7
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a 20 12
ｂ 25 12

32 32 32 289 23 23 4 4 4 40

24 17 16 9 72 63 8 5 7 10
イタリックは残存群体.　Ac：ハナバチミドリイシ

群体数・枝数

平均（cm・枝数）

右

左
1

2
右

左

3
右

左

4
右

左

5
右

左

6
右

左

7
右

左

8
右

左

9
右

左

10
右

左

11
右

左

12
右

左

15
右

左

13
右

左

14
右

左

コド
ラー
ト

列 群体

保存区1

ヒメマツミドリイシ クシハダミドリイシ

保存区2 保存区3

スギノキミドリイシ
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付表 4（2） 識別群体測定結果（㎝） 

水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数 水平a 水平ｂ 備考

a 10 10 7 16 9 58 18
ｂ 17 10 15 17 5 41 21
a 7 31
ｂ 46 31
a 80 39
ｂ 42 23
a 78 90
ｂ 59 96
a 20 12 15 18 13 142 62
ｂ 45 27
a 72 47
ｂ 35 73
a 17 15 10 19 6
ｂ 68 43
a
ｂ
a 3 2 10 20 2 40 50
ｂ 50 30
a 58 24
ｂ
a 15 17 17 15 10
ｂ 20 2 15 14 2
a 110 54
ｂ
a 32 27 15 13 23 100 60
ｂ 69 45
a
ｂ
a 22 10 10 12 10 70 65
ｂ
a 185 160
ｂ
a 15 12 12 10 9
ｂ 23 15 15 11 11
a
ｂ
a
ｂ
a 175 165
ｂ
a 15 12 10 8 6 45 30
ｂ 10 7 15 9 7
a 95 110
ｂ
a 13 17 5 6 5
ｂ 25 5 5 7 7 45 30
a 27 20
ｂ
a 15 13 10 4 6 55 38
ｂ 15 20 5 5 5 45 30
a
ｂ
a 12 7 10 2 8 120 73
ｂ 25 20 10 3 14 100 92
a 55 45
ｂ
a 20 13 10 1 12 50 45
ｂ
a 42 30
ｂ

20 20 20 170 33 33

17 12 11 9 70 54
イタリックは残存群体.

平均（cm・枝数）

15
右

左

群体数・枝数

13
右

左

14
右

左

11
右

左

12
右

左

9
右

左

10
右

左

7
右

左

8
右

左

5
右

左

6
右

左

3
右

左

4
右

左

1
右

左

2
右

左

列 群体
コド
ラート

保存区5

クシハダミドリイシ

保存区4

コエダミドリイシ
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付表 4（3） 識別群体測定結果（㎝） 
 

水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数 水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数 水平a 水平ｂ 垂直 タグ 枝数

a 7 5 6 29 5
ｂ 25 20 20 30 39
a
ｂ
a 12 8 10 17 3 25 5 10 9 10
ｂ 15 10 15 18 5 45 20 25 10 15
a 30 20 25 11 30
ｂ
a 15 5 15 19 6
ｂ 15 5 15 20 6
a 15 10 13 24 11
ｂ 30 15 18 25 14
a 25 25 20 12 20 8 3 3 1 3
ｂ 5 5 3 2 4
a
ｂ
a 20 10 15 21 7 25 20 30 13 21 10 7 8 3 4
ｂ 10 2 1 22 1 2 3 10 14 2
a 25 22 27 23 13
ｂ 10 10 5 26 3
a 8 5 5 27 2 40 25 30 15 25
ｂ 15 6 10 28 3 25 10 10 16 6
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a 5 6 8 4 3
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ
a
ｂ

14 14 14 118 8 8 8 129 4 4 4 14

16 10 13 8 27 16 20 16 7 5 6 4
イタリックは残存群体.

群体数・枝数

平均（cm・枝数）

14
右

左

15
右

左

12
右

左

13
右

左

10
右

左

11
右

左

8
右

左

9
右

左

6
右

左

7
右

左

右

左

5
右

左

群体

1
右

左

コド
ラート

列

2
右

左

3
右

左

4

再生区1

トゲスギミドリイシ

再生区3

スギノキミドリイシ

再生区2

スギノキミドリイシ
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付表 4（4） 識別群体測定結果（㎝） 
 

水平a 水平ｂ 垂直 備考 水平a 水平ｂ 備考

a 11 16 1
ｂ
a 12 7 3
ｂ
a 7 10 1
ｂ
a 17 14 2
ｂ
a 146 150
ｂ
a 151 100
ｂ 9 15 4
a 14 7 1
ｂ
a 115 47
ｂ
a 16 15 1
ｂ
a 9 18 4
ｂ 9 18 3
a
ｂ
a
ｂ
a 13 23 7
ｂ
a 25 12 7
ｂ 13 12 8
a 9 19 4
ｂ
a
ｂ
a 7 20 4 40 23
ｂ 15 15 4
a
ｂ 15 9 6
a 6 14 6
ｂ 12 10 8
a 8 11 3 50 12
ｂ 11 9 6 22 15
a
ｂ
a 6 8 4 30 15
ｂ 8 10 4 40 30
a 19 11 10 180 160
ｂ
a 5 6 5 35 30
ｂ 6 14 3 220 200
a
ｂ
a 11 11 3
ｂ 15 15 3
a 11 14 4
ｂ
a 14 16 10
ｂ
a 12 16 7
ｂ 8 10 5
a 10 9 3 80 80
ｂ 20 18

32 32 32 13 13

11 13 5 87 68
イタリックは残存群体.

14
右

左

平均（cm）

15
右

左

群体数

12
右

左

右
13

左

右

左

10
右

左

11
右

左

7
右

左

8
右

左

9

5
右

左

6
右

左

3
右

左

4
右

左

コド
ラート

列

1
右

左

2
右

左

再生区5

アナサンゴ群体

実証区1

クシハダミドリイシ
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付表 5（1） 魚類地点別出現状況（保存区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 61 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr
2 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr 62 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr r
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ r r r 63 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ + r r
4 ﾋﾚｸﾞﾛｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 64 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ r
5 ｱｶﾏﾂｶｻ属 r 65 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ rr
6 ｽｼﾞｱﾗ rr 66 ｵﾊｸﾞﾛﾍﾞﾗ属 rr
7 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr 67 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r
8 ﾅﾐﾊﾀ rr rr rr 68 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
9 ﾒｷﾞｽ r 69 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr rr

10 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r r 70 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r r rr
11 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ r 71 ｸﾛﾍﾞﾗ r r r +
12 ｵｼﾞｻﾝ rr r r 72 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ + r rr rr
13 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr rr 73 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
14 ﾊﾞﾗﾌｴﾀﾞｲ rr rr 74 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr
15 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr 75 ｶﾉｺﾍﾞﾗ r
16 ﾁｮｳﾁｮｳｺｼｮｳﾀﾞｲ rr 76 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r rr
17 ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ rr 77 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r + +
18 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ r 78 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr +
19 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr 79 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr
20 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r r r r 80 ｼﾛﾀｽｷﾍﾞﾗ rr
21 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr 81 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r rr
22 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 82 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ + rr
23 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 83 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr
24 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 84 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr rr
25 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 85 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
26 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r 86 ﾐﾂﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
27 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 87 ｶﾝﾑﾘﾌﾞﾀﾞｲ rr
28 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 88 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
29 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr rr rr 89 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
30 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr 90 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ c + r
31 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr 91 ﾋﾌﾞﾀﾞｲ rr
32 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ r 92 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ + + r
33 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc c cc cc 93 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ + r r rr
34 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + 94 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
35 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc r 95 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc c cc cc
36 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + 96 ﾂﾉﾀﾞｼ r r
37 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + r + 97 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 rr rr
38 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc r + 98 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ + r r
39 ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc c 99 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
40 ｾｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 100 ﾅｶﾞﾆｻﾞ rr
41 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 101 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
42 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c 102 ｸﾛﾊｷﾞ r rr
43 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r + 103 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ cc + + rr
44 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 104 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + + r
45 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r cc r 105 ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ rr
46 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 106 ｱﾐｱｲｺﾞ r rr
47 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r 107 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr r +
48 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 cc 108 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr r
49 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 109 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr r rr r
50 ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 110 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ r r r r
51 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 111 ｲｿﾊｾﾞ属 r c r r
52 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r c rr r 112 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ r
53 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r 113 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr
54 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 114 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 r rr
55 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc c 115 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ属 rr
56 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r + 116 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr
57 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r r 117 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r
58 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ + rr cc 118 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ r r r r
59 ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr 119 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r r
60 ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ rr 120 ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ rr r

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（2） 魚類地点別出現状況（保存区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
122 ﾍﾞﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr
123 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r r rr rr
124 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr
125 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
126 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ + rr rr
127 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ r rr
128 ｺﾞﾏﾓﾝｶﾞﾗ rr
129 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
130 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ r r rr r
131 ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ rr

種類数 82 38 83 70
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（3） 魚類地点別出現状況（保存区 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ r 61 ｷﾇﾍﾞﾗ r rr
2 ｱｶﾏﾂｶｻ属 rr 62 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr r rr
3 ｽｼﾞｱﾗ rr 63 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ + rr +
4 ﾔｲﾄﾊﾀ rr 64 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
5 ﾒｷﾞｽ rr rr 65 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr r rr
6 ﾎｳｾｷｷﾝﾄｷ rr 66 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr rr
7 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r rr 67 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r rr r
8 ｱｶﾋﾒｼﾞ r 68 ｸﾛﾍﾞﾗ r r r r
9 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr rr 69 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ + r r
10 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ rr rr 70 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr
11 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 71 ｾｼﾞﾛﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
12 ｵｼﾞｻﾝ r r r 72 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r r
13 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 73 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r r r
14 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ r 74 ｷｽｼﾞｷｭｳｾﾝ rr
15 ｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr 75 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ + r r r
16 ﾀｶｻｺﾞ r c 76 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ + r +
17 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr 77 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr
18 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr r 78 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr rr
19 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr rr 79 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr
20 ｲｯﾃﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 80 ﾊﾅﾅｶﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
21 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 81 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr r
22 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 82 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r
23 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 83 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r r
24 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 84 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
25 ｻｻﾞﾅﾐﾔｯｺ rr 85 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
26 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr r rr 86 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ +
27 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr rr 87 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc + r c
28 ｸﾏﾉﾐ r r r rr 88 ﾂﾉﾀﾞｼ r rr r
29 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr 89 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ r rr
30 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc c c 90 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ r
31 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc + 91 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 rr rr
32 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + 92 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ + r r rr
33 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + r 93 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
34 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r + 94 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r r
35 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 95 ﾆｼﾞﾊｷﾞ rr
36 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 96 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr
37 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc cc 97 ｸﾛﾊｷﾞ rr
38 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r 98 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c r + r
39 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 99 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + + cc
40 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + + + 100 ﾊﾅｱｲｺﾞ c +
41 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr 101 ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ +
42 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc r r 102 ｱﾐｱｲｺﾞ cc + r
43 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 103 ﾋﾒｱｲｺﾞ r r rr r
44 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 cc 104 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr
45 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 105 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ r r
46 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c rr rr 106 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ r r rr
47 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r 107 ｵﾄﾒﾊｾﾞ rr
48 ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 108 ｲｿﾊｾﾞ属 r r + r
49 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + + 109 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
50 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr 110 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr r
51 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r 111 ﾐﾅﾐﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr rr
52 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c c 112 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr
53 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr cc + 113 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr
54 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 114 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 rr
55 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr rr rr 115 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
56 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ rr 116 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 r
57 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr 117 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r r
58 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr 118 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr
59 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r c + 119 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ属 rr
60 ﾔﾝｾﾝﾆｼｷﾍﾞﾗ rr 120 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（4） 魚類地点別出現状況（保存区 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
122 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ + rr
123 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr
124 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
125 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr r r
126 ﾉｺｷﾞﾘﾊｷﾞ rr
127 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr

種類数 78 24 89 80
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（5） 魚類地点別出現状況（保存区 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾐﾅﾐｱｶｴｿ rr 61 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 +
2 ﾋﾄｽｼﾞｴｿ rr 62 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr r r r 63 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr
4 ﾋﾚｸﾞﾛｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 64 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc +
5 ｱｶﾏﾂｶｻ属 rr rr rr 65 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
6 ﾆｼﾞﾊﾀ rr 66 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc
7 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr 67 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r r c
8 ｽﾐﾂｷﾊﾀ rr 68 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
9 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr rr 69 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr rr

10 ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ rr 70 ﾒｶﾞﾈｺﾞﾝﾍﾞ rr
11 ﾒｷﾞｽ rr rr 71 ﾎｸﾄﾍﾞﾗ rr
12 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ r r 72 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ rr
13 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r rr 73 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr rr
14 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ r r 74 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r
15 ｶｽﾘｲｼﾓﾁ r rr 75 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr
16 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ rr 76 ﾔﾝｾﾝﾆｼｷﾍﾞﾗ rr
17 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr rr 77 ｷﾇﾍﾞﾗ rr
18 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ rr rr 78 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ + rr r
19 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr 79 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ +
20 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr 80 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr
21 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ rr rr 81 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr
22 ｵｼﾞｻﾝ rr r 82 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ r
23 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 83 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr rr
24 ｲｯﾃﾝﾌｴﾀﾞｲ rr 84 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
25 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr 85 ｸﾛﾍﾞﾗ r rr rr
26 ｱﾔｺｼｮｳﾀﾞｲ rr 86 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ r r r
27 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ rr 87 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
28 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr r 88 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr
29 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 89 ﾄｶﾗﾍﾞﾗ rr
30 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr 90 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr rr
31 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 91 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r rr r
32 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 92 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr r r
33 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 93 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr rr rr
34 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 94 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r r r r
35 ｵﾆﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 95 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr rr rr
36 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 96 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr
37 ﾂﾉﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 97 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ +
38 ｻｻﾞﾅﾐﾔｯｺ rr 98 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ + rr r
39 ﾆｼｷﾔｯｺ rr 99 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr
40 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr 100 ﾎｵｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
41 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr r 101 ﾔｼｬﾍﾞﾗ r rr
42 ﾍﾗﾙﾄﾞｺｶﾞﾈﾔｯｺ rr 102 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ r
43 ｿﾒﾜｹﾔｯｺ rr 103 ﾐﾂﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
44 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ r rr rr 104 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr
45 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr 105 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
46 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc 106 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ r
47 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c 107 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r r
48 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c r + 108 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
49 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc 109 ﾋﾌﾞﾀﾞｲ rr
50 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc 110 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r + r
51 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + 111 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r
52 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 112 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
53 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r 113 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
54 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc r + cc 114 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
55 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r c 115 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc + cc cc
56 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 116 ﾂﾉﾀﾞｼ rr r
57 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + cc + 117 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
58 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr 118 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 rr
59 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r 119 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r r
60 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r 120 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（6） 魚類地点別出現状況（保存区 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｼﾏﾊｷﾞ + +
122 ﾅｶﾞﾆｻﾞ +
123 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ r r
124 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr
125 ｸﾛﾊｷﾞ rr + +
126 ｸﾛﾊｷﾞ属 rr
127 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + + +
128 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + + c +
129 ﾊﾅｱｲｺﾞ cc cc
130 ｱﾐｱｲｺﾞ +
131 ﾋﾒｱｲｺﾞ r rr r
132 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr
133 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr
134 ｱｶﾊﾁﾊｾﾞ rr
135 ｲｿﾊｾﾞ属 r c +
136 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ + r
137 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr rr
138 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr rr
139 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r r
140 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr
141 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr
142 ﾖﾂﾒﾄﾗｷﾞｽ rr
143 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
144 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr r
145 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
146 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r
147 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr rr
148 ﾑｽﾒﾊｷﾞ rr
149 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
150 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ r

種類数 93 25 84 72
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（7） 魚類地点別出現状況（保存区 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾍﾗﾔｶﾞﾗ rr 61 ｸﾛﾍﾞﾗ rr r
2 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr 62 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ rr c +
3 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 rr 63 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
4 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 64 ｾｼﾞﾛﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
5 ﾋﾚｸﾞﾛｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 65 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr rr
6 ｽｼﾞｱﾗ rr 66 ｾｲﾃﾝﾍﾞﾗ rr rr
7 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr 67 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r r +
8 ﾅﾐﾊﾀ rr 68 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr
9 ﾒｷﾞｽ r rr rr 69 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r rr r
10 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 70 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ cc
11 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 71 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr rr
12 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ r 72 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr rr
13 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 73 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr
14 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 74 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
15 ｵｼﾞｻﾝ r r rr rr 75 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
16 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr 76 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
17 ｸﾏｻﾞｻﾊﾅﾑﾛ cc 77 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
18 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr 78 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r rr r
19 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 79 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ rr
20 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr 80 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ r rr
21 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 81 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
22 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 82 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc c cc cc
23 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 83 ﾂﾉﾀﾞｼ rr
24 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 84 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr rr
25 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 85 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r rr rr
26 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr rr 86 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
27 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 87 ｸﾛﾊｷﾞ rr rr
28 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr 88 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c r rr
29 ｸﾏﾉﾐ rr 89 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ r
30 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc cc 90 ﾊﾅｱｲｺﾞ r rr +
31 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + + cc 91 ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ r r
32 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc + 92 ｱﾐｱｲｺﾞ + cc r
33 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 93 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr r
34 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr r 94 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr r rr
35 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 95 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr rr rr
36 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r + 96 ｲｿﾊｾﾞ属 r + + cc
37 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r + 97 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
38 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r rr c 98 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ属 r
39 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + 99 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r r rr rr
40 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 100 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr
41 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 101 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r + r
42 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc c 102 ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ rr
43 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r 103 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
44 ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 104 ｱｶﾒﾊｾﾞ r
45 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc rr c 105 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r rr rr
46 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 c 106 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ r rr
47 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c 107 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 r
48 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 108 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
49 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 109 ｻﾂｷｷﾞﾝﾎﾟ r c
50 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 110 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
51 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 111 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
52 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 112 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r rr
53 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r c rr 113 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr
54 ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr 114 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
55 ｸｷﾞﾍﾞﾗ rr rr 115 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr rr rr
56 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ rr r rr 種類数 72 27 62 73
57 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr
58 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ r rr
59 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
60 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r rr rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（8） 魚類地点別出現状況（保存区 5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾋﾄｽｼﾞｴｿ rr 61 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr
2 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 62 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc cc
3 ﾍﾗﾔｶﾞﾗ rr rr rr 63 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r
4 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 rr 64 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr rr
5 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 65 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r
6 ｱｶﾏﾂｶｻ属 + + r 66 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c rr
7 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr 67 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r c +
8 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ r rr rr 68 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr
9 ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ rr 69 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ r rr rr
10 ﾒｷﾞｽ rr + 70 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr rr
11 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ r + 71 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr r
12 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ + 72 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r +
13 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr rr 73 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr rr
14 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ r rr 74 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ r
15 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ r rr r 75 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
16 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ rr 76 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr r
17 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr rr 77 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr
18 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ rr 78 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr r
19 ｵｼﾞｻﾝ r rr rr 79 ｸﾛﾍﾞﾗ + r rr r
20 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾀﾝﾎﾟ r 80 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ rr r
21 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 81 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr rr
22 ｸﾏｻﾞｻﾊﾅﾑﾛ rr 82 ﾄｶﾗﾍﾞﾗ rr
23 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr 83 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r rr rr
24 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ rr 84 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ r r r
25 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ rr rr r 85 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr rr
26 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 rr 86 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ + r +
27 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ rr 87 ｽｼﾞﾍﾞﾗ rr
28 ﾔﾘｶﾀｷﾞ r rr r 88 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr
29 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r r r r 89 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r +
30 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr 90 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr rr
31 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 91 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r rr rr
32 ﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr 92 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr rr
33 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 93 ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
34 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 94 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr
35 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r rr r 95 ﾔｼｬﾍﾞﾗ rr rr rr
36 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 96 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr rr
37 ｽﾀﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 97 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ r rr
38 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r rr rr 98 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr
39 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 99 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
40 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr rr 100 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r
41 ﾆｼｷﾔｯｺ rr 101 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
42 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 102 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r r r r
43 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr 103 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r
44 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r r 104 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
45 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + cc cc 105 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
46 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 106 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
47 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + cc cc cc 107 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr rr
48 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 108 ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
49 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 109 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc + + +
50 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r r 110 ﾂﾉﾀﾞｼ r r
51 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 111 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr r
52 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + cc c 112 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ r rr rr
53 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + + 113 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr rr
54 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc cc 114 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r r +
55 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + + c 115 ｷｲﾛﾊｷﾞ rr rr
56 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r 116 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r +
57 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r rr r 117 ﾆｼﾞﾊｷﾞ rr
58 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 + 118 ｸﾛﾊｷﾞ属 rr
59 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c 119 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + r r c
60 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 120 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + + + cc

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（9） 魚類地点別出現状況（保存区 5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr
122 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr
123 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr rr rr
124 ｲｿﾊｾﾞ属 r + c r
125 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ rr +
126 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr rr
127 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr r
128 ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ +
129 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr + r
130 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r r
131 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
132 ｱｶﾒﾊｾﾞ cc +
133 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 r
134 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r rr r
135 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr
136 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 rr
137 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr r
138 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
139 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ rr rr
140 ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ rr
141 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr rr
142 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
143 ﾊｸｾｲﾊｷﾞ rr rr
144 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr rr r
145 ｺｸﾃﾝﾌｸﾞ rr
146 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr rr

種類数 103 26 90 92
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（10） 魚類地点別出現状況（再生区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾄﾞｸｳﾂﾎﾞ rr 61 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + +
2 ｳﾂﾎﾞ属 rr 62 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
3 ﾐﾅﾐｱｶｴｿ rr 63 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc
4 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 64 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + +
5 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr r 65 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
6 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr r 66 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ c r r
7 ﾋﾚｸﾞﾛｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 67 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr
8 ｱｶﾏﾂｶｻ属 rr rr 68 ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr
9 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr 69 ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ rr
10 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr 70 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr
11 ﾒｷﾞｽ r rr rr 71 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r r rr
12 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r 72 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r +
13 ﾐﾅﾐﾌﾄｽｼﾞｲｼﾓﾁ rr 73 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
14 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ rr 74 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ +
15 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 75 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
16 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 76 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r r r
17 ｵｼﾞｻﾝ rr r r 77 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr
18 ﾊﾞﾗﾌｴﾀﾞｲ rr 78 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r
19 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ r 79 ｸﾛﾍﾞﾗ + r r r
20 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr 80 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ + r + r
21 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ r rr rr 81 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
22 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ r rr 82 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r
23 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 rr rr 83 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr
24 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr 84 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r rr r
25 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r r r r 85 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ r r + +
26 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr 86 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r r + r
27 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 87 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr rr
28 ｲｯﾃﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 88 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r r
29 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr r rr 89 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr
30 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 90 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr rr
31 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 91 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr r rr
32 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 92 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr r rr
33 ﾁｮｳﾊﾝ rr 93 ﾔｼｬﾍﾞﾗ r rr rr
34 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 94 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
35 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 95 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ +
36 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 96 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r + r r
37 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr 97 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r r r rr
38 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 98 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
39 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr rr 99 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
40 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 100 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
41 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 101 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc + cc +
42 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 102 ﾂﾉﾀﾞｼ rr r r
43 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 103 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r r r
44 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 104 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r
45 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + + 105 ｼﾏﾊｷﾞ r rr
46 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + rr + 106 ﾅｶﾞﾆｻﾞ + r
47 ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc + 107 ｸﾛﾊｷﾞ属 rr
48 ｾｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 108 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + r rr
49 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr + 109 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + + r
50 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + + 110 ｱﾐｱｲｺﾞ r
51 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r + 111 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr rr
52 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc c 112 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ r r rr
53 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + c + 113 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr r
54 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r r 114 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ r r r rr
55 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 115 ｲｿﾊｾﾞ属 r cc + c
56 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 c 116 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ r
57 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 117 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr
58 ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 118 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr rr
59 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc c + 119 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr r
60 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 120 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（11） 魚類地点別出現状況（再生区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr
122 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ r r r r
123 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r +
124 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
125 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 r
126 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r rr
127 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr rr
128 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
129 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
130 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r rr
131 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr rr
132 ｲｿﾓﾝｶﾞﾗ rr
133 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ r rr
134 ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ rr

種類数 92 32 81 74

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（12） 魚類地点別出現状況（再生区 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 62 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r
2 ﾍﾗﾔｶﾞﾗ rr 63 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ r
3 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 rr 64 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr
4 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ + r 65 ﾔｼｬﾍﾞﾗ r rr
5 ｽｼﾞｱﾗ rr 66 ﾊﾅﾅｶﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr rr
6 ﾅﾐﾊﾀ rr 67 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
7 ﾒｷﾞｽ rr rr 68 ﾐﾂﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
8 ﾎｳｾｷｷﾝﾄｷ rr 69 ﾐｿﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
9 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r rr rr 70 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr
10 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 71 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
11 ｵｼﾞｻﾝ r rr rr 72 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ c rr
12 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr r 73 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
13 ﾊﾞﾗﾌｴﾀﾞｲ rr 74 ﾋﾌﾞﾀﾞｲ r rr
14 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ cc 75 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r +
15 ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ rr 76 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r
16 ｳﾒｲﾛﾓﾄﾞｷ rr 77 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ + r
17 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ r 78 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
18 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr 79 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc cc cc cc
19 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r c r 80 ﾂﾉﾀﾞｼ r r rr r
20 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr rr 81 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
21 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 82 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 rr
22 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 83 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r r rr
23 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r 84 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r r
24 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r 85 ｼﾏﾊｷﾞ r
25 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 86 ﾅｶﾞﾆｻﾞ rr
26 ﾁﾘﾒﾝﾔｯｺ r r r r 87 ｸﾛﾊｷﾞ r
27 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr rr 88 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c r rr
28 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 89 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + r
29 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + 90 ﾊﾅｱｲｺﾞ rr +
30 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc 91 ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ r
31 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + 92 ｱﾐｱｲｺﾞ +
32 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r rr 93 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr c rr r
33 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc r + r 94 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ r rr r
34 ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + 95 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ r rr
35 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + r 96 ﾌﾞﾁｱｲｺﾞ rr
36 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r 97 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ r r r r
37 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr r 98 ｵﾖｷﾞｲｿﾊｾﾞ +
38 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 99 ｲｿﾊｾﾞ属 + cc r c
39 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r cc + 100 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 r
40 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 cc 101 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr
41 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 102 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ r
42 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 103 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r
43 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr 104 ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ r
44 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r + 105 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r r
45 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr 106 ｱｶﾒﾊｾﾞ +
46 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + cc 107 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr
47 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc c + 108 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
48 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ c cc cc c 109 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
49 ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ r r rr rr 110 ｻﾂｷｷﾞﾝﾎﾟ r
50 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr rr rr 111 ｲﾅｾｷﾞﾝﾎﾟ rr
51 ｶﾏｽﾍﾞﾗ属 cc 112 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
52 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r rr 113 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r r
53 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ + r r r 114 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr
54 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr 115 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr
55 ｸﾛﾍﾞﾗ rr rr 116 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
56 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ c r r 117 ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ rr
57 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ r 118 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr rr
58 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ rr 119 ｺｸﾃﾝﾌｸﾞ rr
59 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r r + 120 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr rr
60 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr 121 ﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ rr
61 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r + 種類数 61 36 77 62

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（13） 魚類地点別出現状況（再生区 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr rr 62 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r r + r
2 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 rr rr 63 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ + r 64 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r c r
4 ｱｶﾏﾂｶｻ属 + r 65 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r
5 ｶﾏｽ属 rr 66 ｸﾛﾍﾞﾗ r
6 ｱｶﾊﾀ rr 67 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ c + rr r
7 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr rr rr 68 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ r rr rr
8 ｲｼｶﾞｷﾊﾀ rr 69 ﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
9 ﾅﾐﾊﾀ rr 70 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ rr rr
10 ﾒｷﾞｽ r rr rr 71 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr rr
11 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 72 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr
12 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr 73 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + + rr +
13 ｱｶﾋﾒｼﾞ rr 74 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r c
14 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr rr 75 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ +
15 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ rr 76 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r rr
16 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr 77 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr rr
17 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr 78 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr
18 ｵｼﾞｻﾝ rr r + r 79 ﾔｼｬﾍﾞﾗ rr rr
19 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 80 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
20 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ r 81 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ c + r
21 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 82 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
22 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 83 ﾋﾌﾞﾀﾞｲ rr
23 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 84 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r r r r
24 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 85 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r rr
25 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr 86 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
26 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr r rr 87 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
27 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr r 88 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
28 ｸﾏﾉﾐ r rr 89 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc c cc cc
29 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + cc + c 90 ﾂﾉﾀﾞｼ r rr rr
30 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc 91 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
31 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc c 92 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 r
32 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r + 93 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r r rr rr
33 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 94 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r r rr rr
34 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + + 95 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r
35 ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r r 96 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c r r rr
36 ｾｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr 97 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + r r
37 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r r rr 98 ﾊﾅｱｲｺﾞ r r
38 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r cc 99 ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ rr
39 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 100 ｱﾐｱｲｺﾞ + cc +
40 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 101 ﾋﾒｱｲｺﾞ r
41 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + + cc 102 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr
42 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr 103 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr rr
43 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc rr r 104 ｲｿﾊｾﾞ属 + + r r
44 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 105 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr
45 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 cc 106 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr rr
46 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr 107 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr
47 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 108 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ rr
48 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr 109 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 rr r rr
49 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 110 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr
50 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr r 111 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
51 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c + c 112 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
52 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 113 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r r rr
53 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 114 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
54 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ c 115 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ + r rr
55 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr rr 116 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ r
56 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr 117 ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ rr
57 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr rr 118 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr
58 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r r r 119 ﾉｺｷﾞﾘﾊｷﾞ rr
59 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr r rr 120 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr r
60 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ r r r r 種類数 80 34 74 75
61 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr r rr +

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（14） 魚類地点別出現状況（再生区 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 61 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ rr rr
2 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 r 62 ｸｷﾞﾍﾞﾗ rr rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ + r 63 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r r +
4 ｱｶﾏﾂｶｻ属 r r 64 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ r
5 ｽｼﾞｱﾗ rr 65 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ + r
6 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr rr 66 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
7 ﾒｷﾞｽ r rr rr 67 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ + r r
8 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ rr r 68 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ r r rr rr
9 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 69 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr r rr r
10 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 70 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
11 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr 71 ｸﾛﾍﾞﾗ r r r
12 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr 72 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ + r +
13 ｵｼﾞｻﾝ rr rr rr 73 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr
14 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 74 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr
15 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr 75 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr rr
16 ﾁｮｳﾁｮｳｺｼｮｳﾀﾞｲ rr rr 76 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r r +
17 ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ rr 77 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r + cc
18 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr r 78 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r rr rr
19 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ rr 79 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr
20 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ r 80 ﾎｵｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
21 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ rr rr 81 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr rr
22 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr 82 ﾔｼｬﾍﾞﾗ rr rr
23 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ + r r r 83 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr
24 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 84 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr r
25 ｱﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 85 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
26 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 86 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
27 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 87 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r +
28 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr r 88 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
29 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 89 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ + r +
30 ﾁｮｳﾊﾝ rr 90 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
31 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 91 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr r
32 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 92 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
33 ｻｻﾞﾅﾐﾔｯｺ rr rr 93 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
34 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 94 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc cc cc cc
35 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr rr 95 ﾂﾉﾀﾞｼ r rr r
36 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc c cc cc 96 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr rr
37 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 97 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
38 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 98 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r rr r
39 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 99 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r
40 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r r + 100 ﾅｶﾞﾆｻﾞ rr
41 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c + 101 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c r + +
42 ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 102 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + + c cc
43 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r 103 ｱﾐｱｲｺﾞ r rr
44 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + + 104 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr rr
45 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 105 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr
46 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 106 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr rr
47 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r + 107 ｺﾞﾏｱｲｺﾞ rr
48 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr 108 ｲｿﾊｾﾞ属 + + + r
49 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 c 109 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ r +
50 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr 110 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr
51 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 111 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ r
52 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 112 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr
53 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 113 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr
54 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r 114 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ r rr r
55 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr rr 115 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r r
56 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 116 ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ r r
57 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c c cc 117 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 +
58 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r r 118 ｱｶﾒﾊｾﾞ +
59 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + r + 119 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 +
60 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ + r 120 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r rr rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（15） 魚類地点別出現状況（再生区 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr
122 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r r r
123 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
124 ｻﾂｷｷﾞﾝﾎﾟ r
125 ﾆｾｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
126 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r r rr
127 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
128 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r r rr
129 ｸﾏﾄﾞﾘ rr rr
130 ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ r
131 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ r r r
132 ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ rr
133 ｺｸﾃﾝﾌｸﾞ rr

種類数 86 26 85 79
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（16） 魚類地点別出現状況（再生区 5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾔｯｺｴｲ rr 61 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + rr r
2 ﾆｾｺﾞｲｼｳﾂﾎﾞ rr 62 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + r
3 ﾐﾅﾐｱｶｴｿ rr 63 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + + +
4 ｸﾗｶｹｴﾋﾞｽ rr 64 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + r cc
5 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 65 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r
6 ｱｶﾏﾂｶｻ属 + r 66 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 r
7 ｺｸﾊﾝｱﾗ rr 67 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
8 ﾔﾐﾊﾀ rr 68 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + cc +
9 ﾆｼﾞﾊﾀ rr 69 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + c cc
10 ﾕｶﾀﾊﾀ rr 70 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r rr r
11 ｱｶﾊﾀ rr 71 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr
12 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr 72 ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ r rr
13 ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ rr rr rr 73 ﾓﾝﾂｷﾍﾞﾗ rr
14 ﾒｷﾞｽ rr 74 ﾋﾚｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
15 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r r rr 75 ﾎｸﾄﾍﾞﾗ rr
16 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 76 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ rr rr
17 ｶｽﾐﾔﾗｲｲｼﾓﾁ r 77 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r
18 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ r + + 78 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr
19 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ r r r 79 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
20 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr r rr r 80 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
21 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ rr rr 81 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ + rr
22 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr 82 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r rr
23 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr rr 83 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr r
24 ｵｼﾞｻﾝ r r rr 84 ｸﾛﾍﾞﾗ rr rr
25 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr 85 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr
26 ｸﾏｻﾞｻﾊﾅﾑﾛ c cc 86 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗﾀﾞﾏｼ rr r
27 ﾀｶｻｺﾞ cc cc + 87 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr
28 ｷﾂﾈｳｵ rr 88 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr
29 ﾊｸｾﾝﾀﾏｶﾞｼﾗ rr 89 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r r r
30 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ r rr rr 90 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ rr
31 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ + rr 91 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r rr
32 ﾊﾏﾌｴﾌｷ rr 92 ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
33 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ r r r 93 ﾔｼｬﾍﾞﾗ rr r r
34 ﾐｶﾄﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 94 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr
35 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r rr rr 95 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr
36 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr 96 ﾔｽｼﾞﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr
37 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 97 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr
38 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r 98 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
39 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 99 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ r r
40 ｼﾁｾﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 100 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr r r
41 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 101 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
42 ﾂﾉﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 102 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
43 ｻｻﾞﾅﾐﾔｯｺ rr 103 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
44 ﾆｼｷﾔｯｺ rr rr rr 104 ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
45 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr r 105 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc r
46 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ r rr r 106 ﾂﾉﾀﾞｼ r rr rr
47 ｸﾏﾉﾐ rr 107 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr rr
48 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr 108 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
49 ｶｸﾚｸﾏﾉﾐ rr 109 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 rr
50 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 110 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr rr
51 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r rr + 111 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r rr r
52 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r + 112 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r r
53 ｻｻｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 113 ｵｽｼﾞｸﾛﾊｷﾞ rr
54 ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 114 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ cc + + +
55 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 115 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c c + +
56 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + rr 116 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr
57 ﾋﾚｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr rr 117 ｲｿﾊｾﾞ属 r cc cc
58 ﾏﾙｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 118 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ rr r r
59 ﾋﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 119 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr rr
60 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + cc + 120 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上



 112

付表 5（17） 魚類地点別出現状況（再生区 5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 + rr
122 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r rr
123 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ rr
124 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r
125 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r r rr
126 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr rr
127 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
128 ｲﾅｾｷﾞﾝﾎﾟ rr
129 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r
130 ｴﾘｸﾞﾛｷﾞﾝﾎﾟ rr
131 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr
132 ｺﾌﾞﾇﾒﾘ属 rr
133 ﾑｽﾒﾊｷﾞ rr rr
134 ｸﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr
135 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
136 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ r

種類数 93 21 70 71
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（18） 魚類地点別出現状況（再生区 6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ｵｸﾞﾛｴｿ rr 61 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr
2 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 62 ﾔﾝｾﾝﾆｼｷﾍﾞﾗ rr rr
3 ｱｵﾔｶﾞﾗ rr 63 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr r
4 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 rr 64 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ + +
5 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 65 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r r rr
6 ｱｶﾏﾂｶｻ属 + r r 66 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
7 ﾊﾞﾗﾊﾀ rr rr 67 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ + r r
8 ｽｼﾞｱﾗ rr rr 68 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr r rr r
9 ﾆｼﾞﾊﾀ rr rr rr 69 ｸﾛﾍﾞﾗ rr
10 ｱｶﾊﾀ r rr 70 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ +
11 ﾅﾐﾊﾀ rr 71 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ + r rr r
12 ﾇﾉｻﾗｼ rr 72 ﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
13 ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ rr rr 73 ｾｼﾞﾛﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ r rr rr
14 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ rr r r 74 ﾄｶﾗﾍﾞﾗ rr rr
15 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ c 75 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r rr r
16 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ c 76 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + + + +
17 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ属 c 77 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr rr
18 ｷﾂﾈｱﾏﾀﾞｲ rr 78 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ + r r
19 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ rr 79 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr r rr rr
20 ｵｼﾞｻﾝ + r r 80 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr
21 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr rr 81 ｼﾛﾀｽｷﾍﾞﾗ rr
22 ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ rr 82 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ c +
23 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr 83 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r rr rr
24 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr 84 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr
25 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 rr 85 ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ rr
26 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ rr rr rr 86 ﾐﾂﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
27 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 87 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
28 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 88 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
29 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 89 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r r
30 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 90 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
31 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 91 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ + r rr
32 ﾆｼｷﾔｯｺ rr 92 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ rr r
33 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr rr 93 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ r rr rr
34 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr rr rr 94 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
35 ｸﾏﾉﾐ rr 95 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
36 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr 96 ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
37 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc + 97 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc c cc cc
38 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r 98 ﾂﾉﾀﾞｼ rr r
39 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc 99 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
40 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r c + r 100 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
41 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 101 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 r
42 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 102 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r r
43 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 103 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r r
44 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc cc 104 ﾆｼﾞﾊｷﾞ rr rr
45 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 105 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
46 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc cc 106 ｸﾛﾊｷﾞ r rr
47 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr r 107 ｸﾛﾊｷﾞ属 +
48 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r r r 108 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c c cc cc
49 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr r 109 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ + cc cc cc
50 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 110 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr + + +
51 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 c 111 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr r
52 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 112 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr rr rr
53 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r cc 113 ｱｶﾊﾁﾊｾﾞ rr rr
54 ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 114 ｲｿﾊｾﾞ属 + c + +
55 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r cc rr 115 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ r r
56 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc cc 116 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr rr rr
57 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc c 117 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ + r r
58 ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ + 118 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr
59 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r rr rr 119 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ属 r rr
60 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r rr rr 120 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 r +

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（19） 魚類地点別出現状況（再生区 6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ rr rr
122 ｻﾗｻﾊｾﾞ +
123 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ r r
124 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r r r
125 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 rr
126 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ r rr
127 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr
128 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr rr
129 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
130 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
131 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ r rr
132 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ rr
133 ﾌﾀｲﾛｶｴﾙｳｵ rr
134 ﾋﾄｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
135 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr rr
136 ｺﾞﾏﾓﾝｶﾞﾗ rr
137 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
138 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
139 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr

種類数 96 30 93 71
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（20） 魚類地点別出現状況（実証区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾍﾗﾔｶﾞﾗ rr 61 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r
2 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr 62 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r +
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr 63 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c + +
4 ﾆｼﾞﾊﾀ rr 64 ﾒｶﾞﾈｺﾞﾝﾍﾞ rr
5 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr rr 65 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ r rr rr
6 ｼﾛﾌﾞﾁﾊﾀ rr 66 ｸｷﾞﾍﾞﾗ r r rr rr
7 ｱｶﾊﾀ rr 67 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r r r
8 ｷﾝｷﾞｮﾊﾅﾀﾞｲ rr 68 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ r r r r
9 ﾒｷﾞｽ rr rr 69 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ r
10 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ rr r 70 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
11 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 71 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
12 ｶｽﾘｲｼﾓﾁ rr 72 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ rr
13 ｷﾂﾈｱﾏﾀﾞｲ rr 73 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r rr r
14 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ rr r + 74 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr
15 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr 75 ｸﾛﾍﾞﾗ r r r
16 ｵｼﾞｻﾝ r rr rr 76 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr
17 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 77 ﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
18 ｸﾏｻﾞｻﾊﾅﾑﾛ + 78 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr
19 ﾀｶｻｺﾞ + 79 ﾄｶﾗﾍﾞﾗ rr rr
20 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ rr rr 80 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr rr
21 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ rr rr 81 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr
22 ﾔﾘｶﾀｷﾞ r rr rr 82 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ r r r
23 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr r r r 83 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr rr
24 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr 84 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr
25 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr 85 ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ rr
26 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 86 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ + r
27 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 87 ｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ属 rr
28 ﾆｼｷﾔｯｺ rr rr rr 88 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr
29 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ rr 89 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r r rr
30 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr r 90 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr
31 ﾍﾗﾙﾄﾞｺｶﾞﾈﾔｯｺ rr 91 ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
32 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr 92 ﾔｼｬﾍﾞﾗ r rr r
33 ｸﾏﾉﾐ rr rr 93 ﾊﾅﾅｶﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
34 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr 94 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr
35 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 95 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
36 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + 96 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + rr rr
37 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r 97 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r r r
38 ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r 98 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ rr rr r
39 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 99 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ + rr r
40 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc + 100 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ r r
41 ｶﾌﾞﾗﾔｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 101 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc + cc +
42 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + + r 102 ﾂﾉﾀﾞｼ rr r rr
43 ﾋﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r 103 ｻｻﾞﾅﾐﾄｻｶﾊｷﾞ rr
44 ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr 104 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr rr
45 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 105 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr rr rr
46 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + cc + 106 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr rr
47 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + cc + 107 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r r
48 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c cc c 108 ﾆｼﾞﾊｷﾞ r r
49 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 109 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
50 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 110 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + cc r
51 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr + c r 111 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + cc +
52 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 112 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr
53 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r 113 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr rr
54 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 + 114 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr rr
55 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + rr c 115 ｲｿﾊｾﾞ属 + +
56 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r r 116 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr rr
57 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c + + r 117 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ r r
58 ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 118 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 rr
59 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 119 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr rr r
60 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 120 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 rr

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（21） 魚類地点別出現状況（実証区 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 r
122 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 r
123 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr
124 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
125 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r
126 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ rr
127 ﾈｯﾀｲﾐﾉｶｻｺﾞ rr rr
128 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr rr
129 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr

種類数 80 29 86 79
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（22） 魚類地点別出現状況（実証区 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 調査時期 平成17年度 平成18年度 番 調査時期 平成17年度 平成18年度
号 種名 ８月 ２月 11月 ３月 号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr 61 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + +
2 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ r r 62 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
3 ｱｶﾏﾂｶｻ属 r r 63 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + r r +
4 ﾊﾞﾗﾊﾀ rr 64 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c c r
5 ｽｼﾞｱﾗ rr 65 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 +
6 ﾆｼﾞﾊﾀ r rr rr 66 ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r r
7 ｱｶﾊﾀ rr 67 ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr
8 ﾅﾐﾊﾀ rr 68 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc c
9 ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ rr 69 ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c r +
10 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ r r 70 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr
11 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ cc 71 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r + r
12 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr 72 ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
13 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr 73 ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ rr
14 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr rr 74 ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ rr
15 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr 75 ﾋﾚｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
16 ｵｼﾞｻﾝ r rr rr 76 ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ rr
17 ｲｽｽﾞﾐ属 r 77 ｸｷﾞﾍﾞﾗ + rr r
18 ﾏﾀﾞﾗﾀﾙﾐ rr 78 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ r r r
19 ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ rr 79 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr rr
20 ﾊﾞﾗﾌｴﾀﾞｲ rr 80 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ r rr
21 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ r 81 ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ + +
22 ﾀｶｻｺﾞ cc 82 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
23 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr rr 83 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ r rr rr
24 ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ + 84 ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ r rr rr
25 ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ rr r 85 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ r r
26 ﾔﾘｶﾀｷﾞ rr rr rr 86 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
27 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ r r r r 87 ｸﾛﾍﾞﾗ rr r r r
28 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr rr 88 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r r rr r
29 ｲｯﾃﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr 89 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + r r +
30 ｱﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 90 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r r
31 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 91 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr rr
32 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 92 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ + + r +
33 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 93 ｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ属 r
34 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 94 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr rr
35 ﾁｮｳﾊﾝ rr 95 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ r r rr r
36 ﾊﾅｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 96 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ r rr rr
37 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr r 97 ﾎｵｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
38 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr 98 ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
39 ﾂﾉﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr 99 ﾔｼｬﾍﾞﾗ rr r r rr
40 ﾆｼｷﾔｯｺ rr rr 100 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr
41 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr rr 101 ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr
42 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ rr rr 102 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ + rr r
43 ｸﾏﾉﾐ rr 103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ rr
44 ﾊﾏｸﾏﾉﾐ rr rr 104 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
45 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + rr r 105 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ r r r
46 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc c cc 106 ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ r
47 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc + 107 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ + r
48 ｻｻｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r 108 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
49 ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc + cc cc 109 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ r
50 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c cc cc cc 110 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ r rr rr
51 ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r cc c cc 111 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 cc c + +
52 ﾀｶｻｺﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + 112 ﾂﾉﾀﾞｼ rr r
53 ﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 113 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
54 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 114 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr rr
55 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r 115 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ r rr
56 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc 116 ｺﾞﾏﾊｷﾞ r r r r
57 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc cc 117 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r
58 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c cc cc 118 ｸﾛﾓﾝﾂｷ rr
59 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr 119 ｸﾛﾊｷﾞ属 rr
60 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc cc 120 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ c + + +

（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表 5（23） 魚類地点別出現状況（実証区 3） 
 番 調査時期 平成17年度 平成18年度

号 種名 ８月 ２月 11月 ３月
121 ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ rr c + c
122 ﾋﾒｱｲｺﾞ r
123 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ r
124 ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ rr rr
125 ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr r r r
126 ｲｿﾊｾﾞ属 + c r
127 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ + +
128 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 r rr
129 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 r
130 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 r
131 ｻﾗｻﾊｾﾞ r
132 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ +
133 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 r
134 ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 rr
135 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr
136 ﾖﾂﾒﾄﾗｷﾞｽ rr rr
137 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr rr
138 ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
139 ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr
140 ﾐﾅﾐｷﾞﾝﾎﾟ r rr
141 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
142 ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ r
143 ﾌﾀｲﾛｶｴﾙｳｵ rr
144 ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ rr
145 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr rr
146 ｸﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr
147 ｱｶﾓﾝｶﾞﾗ rr
148 ｸﾏﾄﾞﾘ rr rr
149 ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ + r r r
150 ﾉｺｷﾞﾘﾊｷﾞ rr
151 ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr

種類数 97 36 76 95
（凡例）rr:1～10,r:11～20,+:21～50,c:51～100,cc:100個体以上
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付表６（１） 魚類出現種一覧

2006年
11月

2007年
3月

1 軟骨魚 ｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis kuhlii ﾔｯｺｴｲ ○
2 硬骨魚 ｳﾅｷﾞ ｳﾂﾎﾞ Gymnothorax melanospilus ﾆｾｺﾞｲｼｳﾂﾎﾞ ○
3 Gymnothorax  sp. ｳﾂﾎﾞ属 ○
4 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ ｴｿ Synodus englemani ﾋﾄｽｼﾞｴｿ ○
5 Saurida gracilis ﾏﾀﾞﾗｴｿ ○
6 ﾖｳｼﾞｳｵ ﾍﾗﾔｶﾞﾗ Aulostomus chinensis ﾍﾗﾔｶﾞﾗ ○ ○
7 ﾔｶﾞﾗ Fistularia petimba ｱｵﾔｶﾞﾗ ○
8 ｷﾝﾒﾀﾞｲ ｲｯﾄｳﾀﾞｲ Sargocentron spiniferum ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ ○ ○
9 Sargocentron caudimaculatum ｸﾗｶｹｴﾋﾞｽ ○

10 Sargocentron  sp. ｲｯﾄｳﾀﾞｲ属 ○ ○
11 Neoniphon sammara ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ ○ ○
12 Neoniphon opercularis ﾋﾚｸﾞﾛｲｯﾄｳﾀﾞｲ ○
13 Myripristis  sp. ｱｶﾏﾂｶｻ属 ○ ○
14 ｽｽﾞｷ ﾊﾀ Variola louti ﾊﾞﾗﾊﾀ ○
15 Plectropomus leopardus ｽｼﾞｱﾗ ○ ○
16 Plectropomus melanoleucus ｺｸﾊﾝｱﾗ ○
17 Cephalopholis urodelus ﾆｼﾞﾊﾀ ○ ○
18 Cephalopholis miniatus ﾕｶﾀﾊﾀ ○
19 Cephalopholis argus ｱｵﾉﾒﾊﾀ ○ ○
20 Epinephelus fasciatus ｱｶﾊﾀ ○
21 Epinephelus melanostigma ｽﾐﾂｷﾊﾀ ○
22 Epinephelus merra ｶﾝﾓﾝﾊﾀ ○ ○
23 Epinephelus hexagonatus ｲｼｶﾞｷﾊﾀ ○
24 Epinephelus summana ﾅﾐﾊﾀ ○ ○
25 Pseudanthias squamipinnis ｷﾝｷﾞｮﾊﾅﾀﾞｲ ○
26 ﾇﾉｻﾗｼ Grammistes sexlineatus ﾇﾉｻﾗｼ ○
27 ﾒｷﾞｽ Pseudochromis porphyreus ｸﾚﾅｲﾆｾｽｽﾞﾒ ○ ○
28 Dampieria cyclophthalma ﾒｷﾞｽ ○ ○
29 ﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ Assessor randalli ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ ○ ○
30 ｷﾝﾄｷﾀﾞｲ Priacanthus hamrur ﾎｳｾｷｷﾝﾄｷ ○
31 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Cheilodipterus quinquelineatus ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ ○ ○
32 Cheilodipterus macrodon ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ ○ ○
33 Cheilodipterus sabulatus ｶｽﾐﾔﾗｲｲｼﾓﾁ ○
34 Apogon cyanosoma ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ ○ ○
35 Apogon kallopterus ｶｽﾘｲｼﾓﾁ ○
36 ｷﾂﾈｱﾏﾀﾞｲ Malacanthus latovittatus ｷﾂﾈｱﾏﾀﾞｲ ○
37 ﾋﾒｼﾞ Mulloidichthys flavolineatus ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ ○ ○
38 Mulloidichthys vanicolensis ｱｶﾋﾒｼﾞ ○
39 Parupeneus barberinoides ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ ○ ○
40 Parupeneus pleurostigma ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｼﾞ ○ ○
41 Parupeneus pleurotaenia ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ ○ ○
42 Parupeneus barberinus ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ ○ ○
43 Parupeneus cyclostomus ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ ○ ○
44 Parupeneus trifasciatus ｵｼﾞｻﾝ ○ ○
45 ｲｽｽﾞﾐ Kyphosus  sp. ｲｽｽﾞﾐ属 ○
46 ﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus decussatus ｱﾐﾒﾌｴﾀﾞｲ ○ ○
47 Lutjanus bohar ﾊﾞﾗﾌｴﾀﾞｲ ○ ○
48 Lutjanus fulviflamma ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ ○
49 Lutjanus russelli ｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ ○
50 Lutjanus fulvus ｵｷﾌｴﾀﾞｲ ○
51 Lutjanus gibbus ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ ○ ○
52 Lutjanus kasmira ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ ○
53 Caesio tile ｸﾏｻﾞｻﾊﾅﾑﾛ ○ ○
54 Caesio diagramma ﾀｶｻｺﾞ ○ ○
55 Caesio xanthonotus ｳﾒｲﾛﾓﾄﾞｷ ○
56 ｲｻｷ Plectorhynchus chaetodontoides ﾁｮｳﾁｮｳｺｼｮｳﾀﾞｲ ○ ○
57 Plectorhynchus lessonii ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ ○ ○
58 ｲﾄﾖﾘﾀﾞｲ Scolopsis cancellatus ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○
59 Scolopsis bilineatus ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○
60 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ Monotaxis grandoculis ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ ○ ○
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付表６（２） 魚類出現種一覧

2006年
11月

2007年
3月

61 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ Gnathodentex aurolineatus ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ ○ ○
62 Lethrinus  sp. ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 ○ ○
63 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ Forcipiger flavissimus ﾌｴﾔｯｺﾀﾞｲ ○ ○
64 Chaetodon trifascialis ﾔﾘｶﾀｷﾞ ○ ○
65 Chaetodon trifasciatus ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
66 Chaetodon plebeius ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ ○ ○
67 Chaetodon bennetti ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
68 Chaetodon speculum ﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ ○
69 Chaetodon unimaculatus ｲｯﾃﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
70 Chaetodon argentatus ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
71 Chaetodon rafflesii ｱﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
72 Chaetodon ephippium ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
73 Chaetodon auriga ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
74 Chaetodon vagabundus ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
75 Chaetodon lineolatus ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
76 Chaetodon ulietensis ｽﾀﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
77 Chaetodon lunula ﾁｮｳﾊﾝ ○ ○
78 Chaetodon citrinellus ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
79 Chaetodon pun ｼﾁｾﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
80 Chaetodon kleinii ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
81 Chaetodon melannotus ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○
82 Heniochus chrysostomus ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○ ○
83 Heniochus varius ﾂﾉﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○ ○
84 ｷﾝﾁｬｸﾀﾞｲ Chaetodontoplus mesoleucus ﾁﾘﾒﾝﾔｯｺ ○ ○
85 Pomacanthus semicirculatus ｻｻﾞﾅﾐﾔｯｺ ○ ○
86 Pygoplites diacanthus ﾆｼｷﾔｯｺ ○ ○
87 Centropyge tibicen ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ ○ ○
88 Centropyge vrolicki ﾅﾒﾗﾔｯｺ ○ ○
89 Centropyge heraldi ﾍﾗﾙﾄﾞｺｶﾞﾈﾔｯｺ ○
90 Centropyge ferrugatus ｱｶﾊﾗﾔｯｺ ○ ○
91 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Amphiprion clarkii ｸﾏﾉﾐ ○ ○
92 Amphiprion frenatus ﾊﾏｸﾏﾉﾐ ○ ○
93 Amphiprion ocellaris ｶｸﾚｸﾏﾉﾐ ○
94 Dascyllus trimaculatus ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
95 Dascyllus reticulatus ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
96 Dascyllus aruanus ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
97 Chromis lepidolepis ｻｻｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
98 Chromis chrysurus ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
99 Chromis flavomaculata ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○

100 Chromis caeruleus ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
101 Chromis atripectoralis ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
102 Chromis ternatensis ｶﾌﾞﾗﾔｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
103 Chromis margaritifer ｼｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
104 Chromis atripes ﾋﾚｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
105 Chromis ovatiformis ﾏﾙｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
106 Chromis vanderbilti ﾋﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
107 Chromis weberi ﾀｶｻｺﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
108 Cheiloprion labiatus ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
109 Stegastes nigricans ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
110 Stegastes lividus ﾊﾅﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
111 Dischistodus melanotus ｾｸﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
112 Dischistodus prosopotaenia ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
113 Pomachromis richardsoni ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
114 Pomacentrus lepidogenys ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
115 Pomacentrus philippinus ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
116 Pomacentrus coelestis ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
117 Pomacentrus moluccensis ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
118 Pomacentrus amboinensis ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
119 Pomacentrus rhodonotus ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
120 Pomacentrus bankanensis ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
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付表６（３） 魚類出現種一覧

2006年
11月

2007年
3月

121 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Pomacentrus vaiuli ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
122 Pomacentrus alexanderae ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
123 Abudefduf coelestinus ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
124 Plectroglyphidodon lacrymatus ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
125 Plectroglyphidodon dickii ｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
126 Plectroglyphidodon johnstonianus ﾙﾘﾒｲｼｶﾞｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
127 Amblyglyphidodon curacao ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
128 Amblyglyphidodon ternatensis ﾆｾｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
129 Amblyglyphidodon leucogaster ﾅﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
130 Paraglyphidodon nigroris ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
131 Paraglyphidodon melas ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
132 Chrysiptera cyanea ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
133 Chrysiptera rex ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
134 Chrysiptera springeri ｼﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
135 Hemiglyphidodon plagiometopon ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ ○ ○
136 ｺﾞﾝﾍﾞ Paracirrhites forsteri ﾎｼｺﾞﾝﾍﾞ ○ ○
137 Paracirrhites arcatus ﾒｶﾞﾈｺﾞﾝﾍﾞ ○
138 ﾍﾞﾗ Choerodon anchorago ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ ○ ○
139 Bodianus axillaris ｽﾐﾂｷﾍﾞﾗ ○ ○
140 Bodianus diana ﾓﾝﾂｷﾍﾞﾗ ○
141 Bodianus hirsutus ﾋﾚｸﾞﾛﾍﾞﾗ ○ ○
142 Anampses meleagrides ﾎｸﾄﾍﾞﾗ ○
143 Anampses twistii ﾎｼｽｽｷﾍﾞﾗ ○ ○
144 Cheilio inermis ｶﾏｽﾍﾞﾗ ○ ○
145 Cheilio  sp. ｶﾏｽﾍﾞﾗ属 ○
146 Gomphosus varius ｸｷﾞﾍﾞﾗ ○ ○
147 Thalassoma hardwickii ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ ○ ○
148 Thalassoma lunare ｵﾄﾒﾍﾞﾗ ○ ○
149 Thalassoma janseni ﾔﾝｾﾝﾆｼｷﾍﾞﾗ ○ ○
150 Thalassoma purpureum ｷﾇﾍﾞﾗ ○ ○
151 Thalassoma lutescens ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ ○ ○
152 Thalassoma amblycephalus ｺｶﾞｼﾗﾍﾞﾗ ○ ○
153 Pteragogus  sp. ｵﾊｸﾞﾛﾍﾞﾗ属 ○
154 Hemigymnus fasciatus ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ ○ ○
155 Hemigymnus melapterus ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ ○ ○
156 Labropsis manabei ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ ○ ○
157 Labroides dimidiatus ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ ○ ○
158 Labroides bicolor ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ ○ ○
159 Labrichthys unilineatus ｸﾛﾍﾞﾗ ○ ○
160 Stethojulis strigiventer ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ ○ ○
161 Stethojulis bandanensis ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ ○ ○
162 Macropharyngodon meleagris ﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ ○ ○
163 Macropharyngodon negrosensis ｾｼﾞﾛﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ ○ ○
164 Halichoeres rimaculatus ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ ○ ○
165 Halichoeres scapularis ｾｲﾃﾝﾍﾞﾗ ○ ○
166 Halichoeres hortulanus ﾄｶﾗﾍﾞﾗ ○ ○
167 Halichoeres marginatus ｶﾉｺﾍﾞﾗ ○ ○
168 Halichoeres melanochir ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ ○ ○
169 Halichoeres prosopeion ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗﾀﾞﾏｼ ○
170 Halichoeres melanurus ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ ○ ○
171 Coris aygula ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ ○ ○
172 Coris variegata ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ ○ ○
173 Coris gaimard ﾂﾕﾍﾞﾗ ○ ○
174 Hologymnosus annulatus ﾅﾒﾗﾍﾞﾗ ○ ○
175 Cirrhilabrus cyanopleura ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ ○ ○
176 Cirrhilabrus  sp. ｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ属 ○
177 Novaculichthys taeniurus ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ ○ ○
178 Epibulus insidiator ｷﾞﾁﾍﾞﾗ ○ ○
179 Cheilinus chlorurus ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
180 Cheilinus diagrammus ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
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付表６（４） 魚類出現種一覧
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11月
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181 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾍﾞﾗ Cheilinus undulatus ﾒｶﾞﾈﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
182 Cheilinus fasciatus ﾔｼｬﾍﾞﾗ ○ ○
183 Cheilinus celebicus ﾊﾅﾅｶﾞﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
184 Cheilinus rhodochrous ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
185 Pseudocheilinus hexataenia ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ ○ ○
186 ﾌﾞﾀﾞｲ Leptoscarus vaigiensis ﾐｿﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ ○
187 Bolbometopon bicolor ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
188 Scarus gibbus ﾅﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
189 Scarus sordidus ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
190 Scarus japanensis ｼｼﾞｭｳｶﾗ ○
191 Scarus bowersi ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
192 Scarus ghobban ﾋﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
193 Scarus dimidiatus ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
194 Scarus oviceps ﾋﾒﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
195 Scarus tricolor ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
196 Scarus niger ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ ○
197 Scarus schlegeli ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
198 Scarus rubroviolaceus ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○
199 Scarus  sp. ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 ○ ○
200 ﾂﾉﾀﾞｼ Zanclus cornutus ﾂﾉﾀﾞｼ ○ ○
201 ﾆｻﾞﾀﾞｲ Naso vlamingii ｻｻﾞﾅﾐﾄｻｶﾊｷﾞ ○
202 Naso unicornis ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ ○ ○
203 Naso lituratus ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ ○ ○
204 Naso  sp. ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ属 ○ ○
205 Zebrasoma veliferum ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ ○ ○
206 Zebrasoma scopas ｺﾞﾏﾊｷﾞ ○ ○
207 Zebrasoma flavescens ｷｲﾛﾊｷﾞ ○ ○
208 Acanthurus triostegus ｼﾏﾊｷﾞ ○ ○
209 Acanthurus nigrofuscus ﾅｶﾞﾆｻﾞ ○ ○
210 Acanthurus lineatus ﾆｼﾞﾊｷﾞ ○ ○
211 Acanthurus olivaceus ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ ○ ○
212 Acanthurus gahhm ｸﾛﾓﾝﾂｷ ○
213 Acanthurus dussumieri ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ ○
214 Acanthurus xanthopterus ｸﾛﾊｷﾞ ○ ○
215 Ctenochaetus striatus ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ ○ ○
216 Ctenochaetus binotatus ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ ○ ○
217 ｱｲｺﾞ Siganus rostratus ﾊﾅｱｲｺﾞ ○ ○
218 Siganus oramin ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ ○
219 Siganus spinus ｱﾐｱｲｺﾞ ○ ○
220 Siganus virgatus ﾋﾒｱｲｺﾞ ○ ○
221 Siganus corallinus ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ ○ ○
222 Siganus puellus ﾏｼﾞﾘｱｲｺﾞ ○ ○
223 Siganus chrysospilos ﾌﾞﾁｱｲｺﾞ ○
224 Siganus vulpinus ﾋﾌｷｱｲｺﾞ ○ ○
225 ﾊｾﾞ Valenciennea strigata ｱｶﾊﾁﾊｾﾞ ○ ○
226 Eviota bifasciata ｵﾖｷﾞｲｿﾊｾﾞ ○
227 Eviota  sp. ｲｿﾊｾﾞ属 ○ ○
228 Trimma caudomaculata ｱｵｷﾞﾊｾﾞ ○ ○
229 Trimma  sp. ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 ○ ○
230 Ptereleotris evides ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ ○
231 Fusigobius  sp. ｻﾝｶｸﾊｾﾞ属 ○ ○
232 Gnatholepis  sp. ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ属 ○
233 Istigobius  sp. ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 ○ ○
234 Yongeichthys criniger ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ ○
235 Amblyeleotris fasciata ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ ○
236 Amblyeleotris ogasawarensis ﾐﾅﾐﾀﾞﾃﾊｾﾞ ○
237 Amblyeleotris steinitzi ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ ○ ○
238 Amblygobius albimaculatus ｻﾗｻﾊｾﾞ ○ ○
239 Amblygobius hectori ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ ○ ○
240 Ctenogobiops  sp. ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 ○ ○

番号 綱 目 科 学名 和名
調査時期
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付表６（５） 魚類出現種一覧

2006年
11月

2007年
3月

241 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Gobiodon okinawae ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ ○ ○
242 Gobiodon  sp. ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ属 ○
243 Bryaninops natans ｱｶﾒﾊｾﾞ ○ ○
244 Bryaninops  sp. ｶﾞﾗｽﾊｾﾞ属 ○
245 ﾄﾗｷﾞｽ Parapercis polyophthalma ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ ○ ○
246 Parapercis cylindrica ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ ○ ○
247 Parapercis clathrata ﾖﾂﾒﾄﾗｷﾞｽ ○
248 ﾍﾞﾗｷﾞﾝﾎﾟ Trichonotus setigerus ﾍﾞﾗｷﾞﾝﾎﾟ ○
249 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ Enneapterygius  sp. ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ属 ○
250 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Meiacanthus atrodorsalis atrodorsalis ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
251 Meiacanthus grammistes ﾋｹﾞﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
252 Meiacanthus ditrema ｻﾂｷｷﾞﾝﾎﾟ ○
253 Aspidontus taeniatus taeniatus ﾆｾｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○
254 Plagiotremus rhinorhynchos ﾐﾅﾐｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
255 Plagiotremus tapeinosoma ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
256 Plagiotremus laudandus laudandus ｲﾅｾｷﾞﾝﾎﾟ ○
257 Salarias fasciatus ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
258 Atrosalarias fuscus holomelas ｲﾝﾄﾞｶｴﾙｳｵ ○ ○
259 Ecsenius yaeyamaensis ｲｼｶﾞｷｶｴﾙｳｵ ○ ○
260 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Pterois antennata ﾈｯﾀｲﾐﾉｶｻｺﾞ ○
261 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Diplogrammus  sp. ｺﾌﾞﾇﾒﾘ属 ○
262 ﾌｸﾞ ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ Sufflamen chrysopterus ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○
263 Sufflamen bursa ﾑｽﾒﾊｷﾞ ○
264 Pseudobalistes fuscus ｲｿﾓﾝｶﾞﾗ ○
265 Melichthys vidua ｸﾛﾓﾝｶﾞﾗ ○
266 Odonus niger ｱｶﾓﾝｶﾞﾗ ○
267 Balistapus undulatus ｸﾏﾄﾞﾘ ○ ○
268 ｶﾜﾊｷﾞ Pervagor janthinosoma ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ ○ ○
269 Cantherhines dumerilii ﾊｸｾｲﾊｷﾞ ○
270 Oxynonacanthus longirostris ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ ○ ○
271 Paraluteres prionurus ﾉｺｷﾞﾘﾊｷﾞ ○
272 ﾊｺﾌｸﾞ Ostracion cubicus ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ ○
273 ﾌｸﾞ Arothron nigropunctatus ｺｸﾃﾝﾌｸﾞ ○ ○
274 Canthigaster valentini ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ ○ ○
275 ﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ Diodon holocanthus ﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ ○

合計 2 9 40 275 237 233

番号 綱 目 科 学名 和名
調査時期
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付表 7 地点別月別平均水温（℃） 

年月 保存区1 保存区2 保存区4 再生区3 再生区4 再生区5 再生区6 実証区1 実証区3 実証区4
マリンブ
ロック

2006年4月 25.00 24.88 24.81 24.96 24.87 25.07 24.78

2006年5月 27.09 26.63 26.94 26.68 26.95 26.24 26.76

2006年6月 28.01 27.41 27.70 27.47 27.46 27.78 27.60

2006年7月 28.79 28.14 28.60 28.31 28.18 28.36 28.55

2006年8月 29.30 28.58 28.99 28.91 28.44 29.04 29.12

2006年9月 28.31 28.21 28.30 29.14 27.92 28.51 28.23

2006年10月 27.44 27.60 27.05 27.71 26.92 27.52 27.38

2006年11月 25.74 25.51 25.55 26.00 25.71 26.06 25.74 25.95 25.69

2006年12月 23.69 23.48 24.21 23.69 24.06 23.68 24.06 23.70 23.96 23.51

2007年1月 23.29 22.49 23.65 22.78 23.63 22.51 23.54 22.51 23.26 23.01

2007年2月 23.64 23.50 22.99 23.64 23.08 23.78 23.32 23.77 23.30 23.56 23.34

2007年3月 23.58 23.40 23.02 23.73 23.32 23.60 23.33 23.65 23.33 23.69 23.28

（3/1～
3/22）

（11/17
～

11/30）

（11/14
～

11/30）

（3/1～
3/17）

（3/1～
3/15）

（3/1～
3/21）

（3/1～
3/21）

（3/1～
3/23）

(4/1～
4/26）

（3/1～
3/15）

（3/1～
3/21）

（3/1～
3/22）

（3/1～
3/20）

(5/12～
5/31）

測定期間

 
＊隣接している調査地点は、代表地点で測定を行った。 
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付表 8（1） 人工基盤モニタリング結果（2006 年 11 月） 
年月日 2006/11/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-45 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

消失

死滅

消失

41

微小

死滅

消失

死滅

微小

24

死滅

死滅

死滅

死滅

微小

消失

死滅

死滅

死滅

微小

ハナヤサイサンゴ科

死滅

死滅

死滅

死滅

消失

消失

死滅

死滅

死滅

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

ミドリイシ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

アナサンゴモドキ属

備考属名 長径（㎜）

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅 2群体

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ハナヤサイサンゴ科 消失

アナサンゴモドキ属 11

unk 微小 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ミドリイシ属 死滅

unk 20

ミドリイシ属 死滅

アナサンゴモドキ属 消失

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 18 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 74 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 消失
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付表８（2） 人工基盤モニタリング結果（2006 年 11 月） 

年月日 2006/11/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-56 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号.

トゲサンゴ 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 54 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

アナサンゴモドキ属 32 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 64 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 49 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属、トゲサンゴ 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

アナサンゴモドキ属 43 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ、unk 47、7 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 135 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

unk 微小 着床具下部

unk 微小 着床具下部

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

unk 微小 着床具下部

備考属名 長径（㎜）

ハナヤサイサンゴ科 死滅

アナサンゴモドキ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

トゲサンゴ

unk

アナサンゴモドキ属

unk

unk

アナサンゴモドキ属

トゲサンゴ

アナサンゴモドキ属

unk

トゲサンゴ

トゲサンゴ

unk

unk

unk

unk

unk

unk

アナサンゴモドキ属

トゲサンゴ

アナサンゴモドキ属

unk

死滅

トゲサンゴ、イボハダハナ
ヤサイ

ミドリイシ属、トゲサンゴ

トゲサンゴ

トゲサンゴ

消失

微小

27

58

消失

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

10

微小

死滅

42

微小

微小

微小

微小

微小

微小

63

死滅

死滅

微小

122、44

10、52

死滅

死滅

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

鉄環部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2群体
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付表８（３） 人工基盤モニタリング結果（2006 年 11 月） 

年月日 2006/11/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 50

ブロッ
ク　No

051129-57 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

ハナヤサイサンゴ科 35

ハナヤサイサンゴ科 消失 2群体

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 死滅

アナサンゴモドキ属 死滅

アナサンゴモドキ属 死滅 着床具下部

アナサンゴモドキ属 25 着床具下部

アナサンゴモドキ属 15

unk 死滅 着床具下部

アナサンゴモドキ属 100

ハナヤサイサンゴ科 5

ミドリイシ属 消失

unk 死滅 着床具下部

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 40

unk 死滅 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 20

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅

unk 死滅 着床具下部

備考

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

属名 長径（㎜）

アナサンゴモドキ属 死滅

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

消失

50

消失

80

20

消失

消失

40

死滅

10

死滅

死滅

消失

消失

死滅

死滅

30

死滅

20

死滅

25

15

10

死滅

死滅

40

10

死滅

死滅

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

着床具下部

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部
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付表８（４） 人工基盤モニタリング結果（2006 年 11 月） 

年月日 2006/11/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-58 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

ハナヤサイサンゴ科 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅

トゲサンゴ、アナサン
ゴモドキ属

消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 50

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 消失

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ミドリイシ属 死滅

unk 死滅 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 15

unk 死滅 着床具下部

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 80

備考属名 長径（㎜）

ミドリイシ属 死滅

unk

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

unk

ハナヤサイサンゴ科

unk

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

unk

unk

unk

unk

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

アナサンゴモドキ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

死滅

消失

死滅

消失

死滅

消失

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

消失

20

10

死滅

死滅

死滅

死滅

消失

死滅

死滅

消失

消失

死滅

消失

消失

死滅

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部
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付表 9（1） 人工基盤モニタリング結果（2007 年 2 月） 
年月日 2007/2/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-45 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

トゲサンゴ 85 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 消失

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 20 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

アナサンゴモドキ属 消失

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

unk 消失

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ミドリイシ属 死滅

アナサンゴモドキ属 15

unk 微小 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ハナヤサイサンゴ科 消失

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅 2群体

備考属名 長径（㎜）

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

ミドリイシ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

死滅

死滅

死滅

死滅

消失

消失

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

微小

死滅

死滅

微小

消失

微小

27

死滅

死滅

微小

死滅

消失

死滅

消失

死滅

消失

52

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部
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付表９（２） 人工基盤モニタリング結果（2007 年 2 月） 
年月日 2007/2/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-56 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号.

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2群体

鉄環部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

150、40

消失

死滅

死滅

死滅

死滅

微小

微小

微小

微小

80

46

微小

微小

微小

死滅

8

微小

死滅

トゲサンゴ

消失

微小

消失

50

消失

死滅

死滅

死滅

死滅

unk

死滅

トゲサンゴ、イボハダハナ
ヤサイ

ミドリイシ属、トゲサンゴ

トゲサンゴ

アナサンゴモドキ属

トゲサンゴ

アナサンゴモドキ属

unk

unk

unk

unk

トゲサンゴ

トゲサンゴ

unk

unk

アナサンゴモドキ属

トゲサンゴ

アナサンゴモドキ属

unk

unk

アナサンゴモドキ属

unk

unk

アナサンゴモドキ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

トゲサンゴ

備考属名 長径（㎜）

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

unk 微小 着床具下部

unk 微小 着床具下部

unk 微小 着床具下部

トゲサンゴ 47 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 145 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

アナサンゴモドキ属 45 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属、トゲサンゴ 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 54 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

アナサンゴモドキ属 32 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え
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付表９（３） 人工基盤モニタリング結果（2007 年 2 月） 
年月日 2007/2/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 50

ブロッ
ク　No

051129-57 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

着床具下部

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

着床具下部

着床具下部

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

42

10

死滅

死滅

12

死滅

死滅

死滅

死滅

25

死滅

29

消失

死滅

死滅

30

10

死滅

死滅

消失

ハナヤサイサンゴ科

消失

56

消失

80

23

77

消失

50

死滅

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ科

備考

2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

属名 長径（㎜）

アナサンゴモドキ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 28

ミドリイシ属 死滅

unk 死滅 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 40

unk 死滅 着床具下部

unk 死滅 着床具下部

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 5

ミドリイシ属 消失

unk 死滅 着床具下部

アナサンゴモドキ属 120

アナサンゴモドキ属 45 着床具下部

アナサンゴモドキ属 15

死滅

アナサンゴモドキ属 死滅

アナサンゴモドキ属 死滅 着床具下部

ハナヤサイサンゴ科 37

ハナヤサイサンゴ科 消失 2群体

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科
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付表９（４） 人工基盤モニタリング結果（2007 年 2 月） 
年月日 2007/2/16 場所 竹富島南 緯度 24°18.704 経度 124°06.230 個数 48

ブロッ
ク　No

051129-58 水深 5ｍ 地形 平坦 底質 砂底
サンゴ
被度

0%

列 No.

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

unk：種不明。微小で着床具下部に着床しているため、観察不能。

ブロックNo面を上辺にして各行左から右の順の番号

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

着床具下部

死滅

消失

消失

死滅

死滅

死滅

消失

消失

死滅

死滅

死滅

消失

消失

19

10

死滅

死滅

死滅

死滅

死滅

ミドリイシ属

死滅

消失

死滅

消失

死滅

消失

死滅

死滅

死滅

ハナヤサイサンゴ科

アナサンゴモドキ属

unk

ハナヤサイサンゴ科

unk

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

unk

ミドリイシ属

unk

unk

unk

unk

ミドリイシ属

アナサンゴモドキ属

ハナヤサイサンゴ科

ミドリイシ属

unk

unk

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

unk

ハナヤサイサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科

unk

ミドリイシ属

unk

ミドリイシ属

備考属名 長径（㎜）

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅

ハナヤサイサンゴ科 90

ハナヤサイサンゴ科 24

unk 死滅 着床具下部

ミドリイシ属 死滅

unk 死滅 着床具下部

ミドリイシ属 消失

ハナヤサイサンゴ科 死滅

ハナヤサイサンゴ科 65

ミドリイシ属 死滅

ミドリイシ属 死滅

トゲサンゴ、アナサン
ゴモドキ属

消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

トゲサンゴ 死滅 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ハナヤサイサンゴ科 消失 2006.06.24カタグア設置（2003）種苗を植え替え

ミドリイシ属 死滅
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分布図中で使用されている略号

記号 種名 記号 種名 記号 種名

A ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 Fus ｸｻﾋﾞﾗｲｼ類 Pm ﾁﾘﾒﾝﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ
Aa ﾋﾒﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Fur ﾋﾗﾀｸｻﾋﾞﾗｲｼ Pn ﾈｸﾞﾛｽﾊﾏｻﾝｺﾞ
Aan ﾀﾏﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Fuv ﾉｺｷﾞﾘｸｻﾋﾞﾗｲｼ Pp ﾚｰｽｳﾐﾊﾞﾗ
Ab ﾌﾄｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ G ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 Pr ｼﾜﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ
Ac ﾊﾅﾊﾞﾁﾐﾄﾞﾘｲｼ Ga ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ Psc ﾔｯｺｱﾐﾒｻﾝｺﾞ
Aca ｵｵﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 Ge ﾋﾗｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ Psi ｼﾅﾉｳｻﾝｺﾞ
Acc ﾂﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Gf ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ Psp ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ
Ace ﾑｷﾞﾉﾎﾐﾄﾞﾘｲｼ Gp ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ Py ﾔｴﾔﾏﾉｳｻﾝｺﾞ
Ach ｴﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ Gr ｺﾓﾝｷｸﾒｲｼ Pv ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ
Ad ｺﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Hym ﾘｭｳｷｭｳｲﾎﾞｻﾝｺﾞ Pva ｼﾜｼｺﾛｻﾝｺﾞ
Ae ﾏﾙﾂﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ L ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 Sca ﾌﾄﾄｹﾞｻﾝｺﾞ
Af ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ Lep ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ Sh ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ
Afl ｻﾎﾞﾃﾝﾐﾄﾞﾘｲｼ Lhm ｵｵﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ Sr ﾎｿﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ
Ag ｵﾔﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Lo ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属 Stp ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ
Agr ｸﾛﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Lp ﾙﾘｻﾝｺﾞ Sty ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属
Ah ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ M ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 Sv ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ
Ahu ﾂﾂﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Ma ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ Ti ﾂﾂｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ
Al ｵｵﾂﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Mae ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Tm ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ
Ala ｷｸﾊﾅｶﾞｻﾐﾄﾞﾘｲｼ Mc ｻﾎﾞﾃﾝｺﾓﾝｻﾝｺﾞ
Alsv ｱﾜｻﾝｺﾞ属 Md ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Sc ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ
Am ｺｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Me ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ
Aml ﾊｲﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Mi ﾎｿｴﾀﾞｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ C ｻﾝｺﾞ骨格
Amo ｻﾝｶｸﾐﾄﾞﾘｲｼ Mim ﾋﾒｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ g 磯
An ﾄｹﾞｽｷﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Min ﾉﾘｺﾓﾝｻﾝｺﾞ R 岩
Ana ﾊﾅｶﾞｻﾐﾄﾞﾘｲｼ Mip ｲﾀｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ s 砂
Ap ｵﾄﾒﾐﾄﾞﾘｲｼ Mit ﾔﾂﾃﾞｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ
Apl ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ Mm ｺｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ dc 死滅ｻﾝｺﾞ
Apo ﾀﾊﾞﾈﾐﾄﾞﾘｲｼ Mmo ﾓﾘｽﾘｺﾓﾝｻﾝｺﾞ
Ar ﾔｽﾘﾐﾄﾞﾘｲｼ Moc ｺｸﾎﾞﾐｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Ha ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ類
As ﾀﾁﾊﾅｶﾞｻﾐﾄﾞﾘｲｼ Mod ﾃﾞｰﾅｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Ca 無節ｻﾝｺﾞﾓ
Asg ｾﾝﾍﾞｲｱﾅｻﾝｺﾞ Moe ｼﾓｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Cr ｾﾝﾅﾘﾂﾞﾀ
Asm ｱﾅｻﾝｺﾞ Mof ｵｵｸﾎﾞﾐｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Di ｱﾐｼﾞｸﾞｻ類
Asu ﾎｿﾂﾞﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ Mog ｸﾞﾘｾｱｺﾓﾝｻﾝｺﾞ fR 毛状紅藻
At ｳｽｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Moi ﾉﾘｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Lv ﾊｲｵｵｷﾞ
Av ﾎｿｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Mom ﾐﾚﾎﾟﾗｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Pm ｳｽﾕｷｳﾁﾜ
Ava ﾎﾞｰﾝﾐﾄﾞﾘｲｼ Mos ﾄｹﾞｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Py ｲﾜﾉｶﾜ類
Ay ﾔﾝｸﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ Mot ｱﾊﾞﾀｺﾓﾝｻﾝｺﾞ To ﾗｯﾊﾟﾓｸ
Ca ｱﾗﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ Mov ｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Sg ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ類
Cc ｺﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ Mp ｲﾀｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Cp ﾗﾝｿｳ類
Cd ｴﾀﾞﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ Mt ﾋﾒｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Co ｲﾓｶﾞｲ類
Ce ﾊｼﾗﾔｽﾘｻﾝｺﾞ Mu ｳﾈｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Ds ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ
Cf ﾈｼﾞﾚﾀﾊﾞﾈｻﾝｺﾞ P ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 Ho ﾅﾏｺ類
Cm ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ Pa ｼｺﾛｻﾝｺﾞ Ll ｱｵﾋﾄﾃﾞ
Com ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ Pal ﾊﾟﾗｵｻﾝｺﾞ Mv ｾﾞﾆｲｼ
Cs ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ Pau ﾊﾏｻﾝｺ Nu ｳﾐｳｼ類
Cte ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ Pav ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ Pt ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ類
Cy ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 Pc ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ Sp ｶｲﾒﾝ類
Dh ﾀﾞｲｵｳｻﾝｺﾞ Pd ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ Ss ｲﾝﾄﾞｹﾔﾘ
Ea ｷｯｶｻﾝｺﾞ Pe ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲ Tr ｼｬｺｶﾞｲ類
Ecl ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ Pf ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ Tu ﾎﾔ類
Ecp ﾀｲﾖｳﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ Pg ﾉｳｻﾝｺﾞ属
Eg ｵｵﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ Ph ｸﾎﾞﾐﾊﾏｻﾝｺﾞ
Eo ｱﾊﾞﾚｷｯｶｻﾝｺﾞ Pl ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ
en-M 被覆状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ Pld ﾋﾗﾉｳｻﾝｺﾞ
F ｷｸﾒｲｼ属 Pli ﾍﾞﾆﾊﾏｻﾝｺﾞ
Ff ｽﾎﾞﾐｷｸﾒｲｼ Plp ﾋﾒﾉｳｻﾝｺﾞ
Fh ｳﾓﾚｷｸﾒｲｼ
Fp ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ
Fs ﾎｼｷｸﾒｲｼ
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